

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　星暦六六〇年の初夏。

　フロイセン皇国領ブロナルティの丘、対皇国東方最前線にて。

「なぜ、お前がここにいる──……」

　相対するその男はひどく動揺していた。

「オレが生きているのがそんなにおかしいか、ヴァイス」

　かつての同胞であり、そして裏切り者となった彼の名を呼ぶ。

「お前には軍団が向かったはずだ」

「軍団？　あぁ、あの連中か」

「まさか、全員、殺したのか……」

　信じられないという顔をするが、

「たかだか三、四万だろう？」

　あの程度の輩やからで、オレを殺すことはできない。

「化物が……！」

　殺したと思っていた人物が無事である事実に、苛いら立だつ彼は言葉を吐き捨てる。

「だ──だが、来るのが遅かったな」

　しかし一転して冷笑を浮かばせ、その眼下に倒れた人々を顎で指す。

「『軍旅ナンバーズ』は俺たちが壊滅させた」

　そこには仲間たち、数えて一一の屍しかばねがあった。

「まぁたとえ間に合っていたとしても、お前の欠陥魔法ではどうにもできないだろうが」

　彼は意気揚々と舌ぜっ鋒ぽうを放ち続ける。

「しかし最強と呼ばれた『軍旅』の最後の一人が、初歩の回復魔法どころか、攻撃魔法すら使えない無能クズだとはな。こうなると、お前を選んだこいつらも無能ということだ」

　ヴァイスの言説など構わずに。

　オレは散乱する屍の山で、一人の女性に近寄って片膝をつく。

『雷らい霆てい』の異名を冠する一族の中でも、歴代一とまで呼ばれた英雄の骸むくろの傍そばへ──

「結局、あなたにだけは返せなかった」

　銀色の髪に、輝きを失った青い眼め。

　死してなお、開いたままだったその瞼まぶたをそっと降ろす。

　それから彼女の美しい容貌を汚よごした土を、丁寧に払った。

「オレなんかが最さい期ごを看み取とるなんて、嫌かもしれませんが」

　それでも、これぐらいは、しなければいけない。

「っは、一人前に弔っているつもりか？」

　その様子を見て、ヴァイスは鼻で笑った。

「……弔い？」

　そんな惨みじめたらしいこと、オレがするわけないだろう。

「彼女には、借りがあったんだ」

　だからせめて、これから起こることをもう見ないで済むよう、瞳に緞どん帳ちょうを下ろしたのだ。

「借りは返す」

　それがオレの、唯一にして絶対の主義である。

「ヴァイス、お前にも──借りができたな」

　国を裏切り、オレの仲間を殺したことは軽くない。

「まだ勝つ気でいるのか？」

　ヴァイスが指で合図をすると、四方八方から見慣れぬ格好の人々が現れる。

　おそらく彼らが『軍旅』を壊滅させた一団なのだろう。

「後はお前だけだ」

「…………」

「一応訊きいてやる。最期に言い残すことはあるか？」

　しかし一切として口を開かない自分に、ヴァイスは冷眼と共に手を下した。

「じゃあな■■■■」

　彼がオレの名を呼んだと同時、一団は一斉に襲いかかってくる。

「──錬成」

　オレが小さくそう呟つぶやくと、光のような一線が空間を駆けた。

　瞬間、連中は木こっ端ぱ微み塵じんに切断される。

「な、に？」

　あまりに早すぎる決着に、ヴァイスは素っ頓狂な声をあげた。

「な、なんだその魔法は……」

　答える義理はない。

　それでももし、最後に言い残す言葉があるとすればそれは──

「後は、お前だけだ」

　頼りであっただろう一団は壊滅。

　孤独となった彼の瞳には、恐怖の色が宿っていた。

　無意識にその足が一歩二歩と後退する。

「ふ、ふざけるな！　こんな、こんなところで、お前なんかに……ッ！」

　ヴァイスの魔力が急速に増大する。

　それは神話物語級とでも言うべき状態で、きっと何らかの手段で肉体を超強化しているのだろう。確かにそれだけの力があれば『軍旅』を壊滅させたのも頷うなずける。

　ヴァイスが本気で来るのだ。

　こちらも〝奥の手〟を完全に発動しようとしたその時、彼の背後が歪ゆがんだ。

「──そこまでだヴァイス」

　突如ローブを纏まとった男が現れ、厳然とした、重みのある声でヤツを制止する。

「既に目的は達成している」

　ローブの男はオレの方を向くと、手に持った長ちょう杖じょうを振りかざす。

「この戦争は我々が制した──だが、この勝負は貴殿の勝利だ」

　杖つえ先から放たれる眩まばゆい光、それは周囲一帯を包み込む。

　自分もまた、その光に吞のみ込まれたのだった。











１章〈瞼、閉じて〉






　目を開けたとき、まず見えたのは白い円形だった。

　段々と意識がハッキリしていくにつれ、それが満月であると分かる。

　覚醒した脳は、戦闘の最さ中なかであったことを思い出し、すぐに肉体を再起動させた。

（オレはローブの男の、なにか奇妙な魔法をくらって……）

　すぐさま周囲を警戒するが、自分はこの荒野に一人で立っているようだった。

「ど──どこだここは」

　魔法によって大地が抉えぐられていることもなく、魔力の残ざん滓しや血の臭いが空気に漂っていることもなく、なにより死体の一つも転がっていないのだ。

　戦場と呼ぶには、あまりに平和すぎる荒野である。

「オレがくらったのは転移の魔法で、どこかに飛ばされた──……？」

　だが今は仲夏、周期的に満月が浮かんでいるのは不自然だ。

　更にこの気温と湿度、夏のものではない。

「ありえるとすれば、別大陸まで飛ばされたとしか……」

　こういう時、シエスタさんあたりだったら周辺一帯を詳しく調べられたのだが。

　残念ながらオレの魔法で、そんな便利なことはできない。

「──馬？」

　風に混じって、近づいてくる車輪の音を感知する。

「動くな！」

　間もなくして野太い声が、荒野にこだました。

　黒い装甲馬車は、オレを包囲するように停車する。

　中からは見慣れない装備をした兵士が、ぞろぞろと降りてきた。

「貴様、何者だ？」

　彼らの隊長格らしき男が、眼光鋭くし一歩前に出てくる。

「小僧、なんだその格好は」

「格好？」

　突拍子もない質問だったので、つい反射的に応えてしまう。

「血だらけではないか」

　確かに服は最悪の状態だった。先の戦争のせいで酷ひどく汚れている。

（状況を探るためにも、ある程度は正直に答えておいた方がいいかもしれない）

　そう思ってオレは──

「これは、さっきまで戦場にいたので」

　と、丁寧に答えた。

「戦場？　まるで戦争でもしていたような言い方だな」

　そうだと頷くと、兵士たちが急に顔を見合わせた。

　それから堰せきを切ったように、どっと笑い出したのである。

「なにをバカなことを言っているんだお前は。一体どこに戦争がある？」

「自分のいたユーラス大陸という所では……」

「ここはユーラス大陸だが？」

「……な」

　予想外の答えに、つい素でリアクションしてしまう。

「確認、させてください。ここはユーラス大陸なんですか？」

「当たり前だろう」

「でも夏にしては涼しすぎる」

「はぁ、もうすぐ春だぞ？」

　春って……どういう、ことだ？

「どうやらマトモに答える気はないようだな。トチ狂った振りをすれば見逃すとでも？」

　男はオレがあえてとぼけていると考えたらしい。

「俺はな、生まれてから一度だって戦争を経験したことがない」

　彼は、自分より明らかに年下な少年が、戦争を経験しているのはおかしいと嘲ちょう弄ろうする。

　しかし一度も戦争を経験していない？　この世界戦争の時代において？

「どこの国のネズミかは知らんが、もう少しマトモな噓うそをついたらどうだ」

　冷静に、考えなくてはいけない。

　今感じているこの〝違和感〟はなんだ？

「どうした急に黙って。臆して口もきけなくなったか」

　男は『生まれてから一度も戦争を経験していない』と言っていた。

　彼らが本当に一度も戦争を経験していないとしたら、そこから導き出される答えは──

「戦争を経験したんだろう？　勇気を出して少しは言い返してみろ」

　信じがたい、しかしそういうことになる。

「──一つ、尋ねたい」

　確かめるしかあるまい。

「星暦六六〇年、フロイセン皇国領ブロナルティの丘での戦争を知っているか？」

「そんな戦争とっくの昔に終わっている。近代史最後の戦争としてな」

「最後の……」

「もう百年も前の話だ」

「百年!?」

　ならオレが飛ばされてきた、この世界というのは──

「これで満足か？　散々バカな会話に付き合ってやったんだ、次はこちらの質問に答えてもらうぞ。拷問されるのはいやだろう、貴様の目的を正直に──」

　ただ事を言われてみると、納得してしまう自分がいた。

　この世界にとって、己は異物であると感覚が告げている。

　まだ確定するのは早い。しかし断定せざるをえない。

（オレは、百年後の世界に来てしまったんだ）

　ただ、その事実よりも──

「そうか、戦争は、終わったのか……」

　彼の言ったことが本当なら、あの長く続いた、オレたちの戦いは終わったのだ。

「……悪いが、すぐにここから出て行く。やることができたんだ」

　そう宣言した途端、取り囲んでいた兵士たちの目つきが一層鋭利になる。

「無断で領土に足を踏み入れたことを謝罪する。どうかこの場は見逃して頂きたい」

「そんな言い訳が通じるとでも？　貴様の目的も、正体も、まだなにも聞いていない。なにをしにここに来た!?」

　彼らが見逃してくれないのは当然のことだ。自身も同じ立場だったらそうする。

「本当にここに用はないんだ。オレたちの戦いはとっくに終わったようだから」

　しかしオレの戦いはまだ終わっていないのだ。

　ヴァイス・アンフェールを倒すまでは。

　探さなくてはいけない。

　アイツはきっと今も生き延びていると、奇妙な確信がある。

「それ以上動くな！　妙な動きしてみろ、脳のう味み噌そかっぴらいて直接目的を聞いてやる！」

「やめておいた方がいい。お前たちの攻撃はきっとオレには通じないだろうから」

「やれやれ……、どうやらこの人数差がわからないようだな」

　多勢に無勢である、彼らが嘲笑するのも理解できる。

　だが、笑われるのはもう慣れていた。

　アイツが無能と言った通り、オレには魔法の才能がまったくない。

　小さな子供でもできるような、当たり前の魔法が使えないのだ。

　唯一使うことのできる魔法は、簡単な周辺調査どころか、傷を癒やすことも、人を守ることすらできないという欠陥魔法である。

「構えろお前たち！　まずはあの意味のない目玉をぶち抜いてやれ！」

　オレの魔法にできることは一つだけ。

「いくぞ！　連弾魔法──放てェ！」

　それは、人を殺すことだ。

「簒さん奪だつの理ことわりをしけ」

　敵から全てを奪い、奪い尽くしてから殺す。

「対魔法錬成『劒つるぎの法』──解」




　　　　※※※




　名も知らぬ兵と剣を交えたすぐ後。

「──こんばんは」

　死神のごとく現れたのは、闇と見まがうような美女だった。

　風でなびく軍服と、月光に照らされた階級章が、彼女が人であることを教えてくれる。
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「正体不明で、意味不明なほど強い侵入者が現れたというから、飛んで来たんだけど」

　刃の血ち糊のりを払い、新たに出現した女と対たい峙じする。

「いやはや壮観だね」

　戦闘態勢にあることなどつゆ知らず、彼女は周辺を見てから、楽しそうにそう言った。

　自然体なのに、妙に雰囲気がある女だ。

「あ、私は戦うつもりないから。ただキミとお喋しゃべりしたいだけ」

　オレの殺気を感じ取ってか、両手を上げたポーズをする。

「この区域に配置される兵士は、帝国の中でも結構選えりすぐりだと聞いてたんだけどな」

「……帝国？」

　耳慣れた言葉を聞き、相手が誰かも知らずに、つい律りち儀ぎに訊きき返してしまう。

「ここは、帝国だったんですか？」

「うん。ここは鋼鉄と規律の国家──ニヴルヘイム帝国だよ」

　どうやら自分の母国は、百年経たっても存続していたらしい。

「ふふ、まさかそんなことも知らないで軍の敷地に入っちゃったの？」

　オレの足下を一いち瞥べつする。

　そこには結構選りすぐりだという、帝国軍人たちが無残に転がっていた。

「殺した？」

「いいえ」

「じゃあ半殺しだ」

「はい」

「優しいんだ」

「できるだけ恨みを買いたくありませんから」

「生かした方が、のちのち恨みを買うと思うけど？」

　彼らの仲間とは思えない、冷たくも真っ当な指摘である。

「それで、本当の理由は？」

　と重ねて訊かれた。

「ここは、戦場ではないようですから」

　答えを聞いた彼女はゆっくりとした足取りで、こちらに歩み寄ってきた。

「なるほど、もっともらしい意見だね」

　殺意は感じない、しかし迂う闊かつに動けない、微妙な緊張感が場を支配する。

「やっぱり優秀なだけの軍人じゃダメなんだ」

　間近でまみえるその瞳は──暗黒そのものだった。

「いい眼めをしている」

　まじまじと見つめてくるその様は、まるで品定めをしているかのようである。

「私はシリウス」

　女は自らの名を明かし、口の端を吊り上げた。

「キミの名前は？」

　この時──

　オレは彼女の問いに、答えるべきではなかったのだろう。

　すぐにでも、殺すか逃げるかしなければいけなかったのだ。

　それほどまでに、後に知ることになる彼女の〝正体〟は、想像を絶するものである。

　断言しよう、この世界に彼女より恐ろしい人間は存在しない。

「──良い名前だ」

　しかし今さら後悔しても遅い。

　オレは既に名乗ってしまったのだから。

　闇に一度吞のみ込まれてしまえば、もう抜け出すことはできない。

　シリウスは少女のように踵を返しターン、空を見上げた。

「今夜は月が綺き麗れいだね」

　頭上には白く輝く月がある。オレはここに飛ばされたことを思い出して憂鬱だが。

「キミ、目的があるんでしょう？」

　空を見上げたままシリウスに尋ねられ、一瞬迷った末、ぼんやりと答えることにした。

「人を探しています」

「ふーん、仇かたき討うちってところかな？」

「そんなカッコイイものじゃありません」

「でも、そのために死ねるんでしょう？」

　満月にあった彼女の瞳が、いつの間にか目の前にあった。

「ええ、死んでもいいです」

「じゃあやっぱりカッコイイよ」

　彼女はオレに微笑んだ。




「シエル・ブラック。年齢は一七歳。身長一七七センチ、体重六一キロ。髪と瞳は深い黒色。帝国の辺境出身で、七歳で戦争孤児に。生きていくために幼いながら戦争に参加、以降は軍人として生涯を送る……と。キミのだいたいの情報はこれで間違いない？」

　邂かい逅こうから一夜明け、シリウスさんはデスクにて資料を読み上げた。

「かの元英雄様についての情報は少なくてね、直接聞けるのは大助かりだ」

　オレは現在、帝国軍施設の内部にある、彼女の執務室にいた。

「一点だけ、シエル・ブラックというのは？」

「新しい名前だけど？」

「そんなさも当然かのように言われても……」

「考案したのは私。名前の意味を聞きたい？」

「遠慮しておきます」

「つれないなー」

　深く知る必要もないだろう。

「資料作成にあたり偽名を使用するのは、その本名だけは絶対に載せられないからだよ」

　彼女の輝きのない、暗黒の瞳だけがニコリと歪ゆがむ。

「この世界においてキミは有名人だ。実は生きているなど万が一にも公にできない」

「確か……教科書にも載っているんでしたっけ？」

「稀き代だいの〝大罪人クリミナー〟としてね」

　そう言うシリウスさんは、すごく楽しそうだった。

（まさかオレが百年後の世界で、悪人として歴史に名を刻んでいるとは……）

　最初に教えられた時は流石さすがに驚いた。

「オレ……自分は──」

「今さら硬くならないで、シエル君。キミは当時の軍法会議で裁かれ、既に軍人としての資格を剝奪されている。もはや軍法規則や上下関係に縛られることはないんだから」

　彼女は煙草たばこを取り出し、一本口にくわえて話し始めた。

「キミは百年前の戦争で大事件を起こした──とされている。かつて英雄とまで呼ばれた少年は、自らの祖国を裏切り、たったひとりで、所属していたかの『軍旅ナンバーズ』を始め帝国軍人数万を惨ざん殺さつしたんだ」

　紫煙に巻かれる彼女は、よどみない口調で、この世界における事実を語る。

「この大事件のせいで、当時の帝国は戦力に大きな痛手ハンディを負うこととなり、勝利目前にまで進めていた戦況はひっくり返る」

「つまり、オレのせいで帝国は戦争に敗れてしまった……ということになっていると？」

「うん。百年経った今でも、沢山の人がキミのことを裏切り者として憎んでいるよ」

　もともと愛国精神が強い民族である。帝国人は反逆者を許さない。

「──でも〝真実〟は違う」

　シリウスさんは淡々としている。

「シエル君は帝国を裏切ったりしていない、本当の〝裏切り者〟は他にいる」

「オレが百年前の世界から来た人間だという話を、本当に信じるんですか？」

「これでも調べるのは得意だからね。キミが裏切り者でないことも、百年前の世界から飛ばされてきたことも、私は知っている──私だけは知っているよ」

　主眼となるのは、オレのいない空白の百年で何が起こったのかである。

「あの大事件の真実を隠蔽するため、キミに〝裏切り者〟という罪を被かぶせた輩やからがいる」

「それは──」

「ヴァイス・アンフェールではないよ」

　まだアイツの名前を出していない、彼女は言われずとも舞台の裏側を知っているのだ。

「大事件の真犯人、つまり〝裏切り者〟はヴァイス・アンフェールだが、しかし彼の力だけで一人の軍人を、歴史的大罪人に仕立て上げることは不可能だろう。そもそも単独であんな大がかりな裏切りをするかな？」

　しないだろう。あの惨劇は一個人だけで実行できる規模とは思えない。

「つまり、あの大事件には〝黒幕〟がいる。ヴァイス・アンフェールに協力し、キミを陥おとしいれ、当時最強であった帝国を瓦が解かいさせた人物がいるんだ」

　ローブの男の存在が、頭をよぎった。

　彼は協力者の一人にすぎないのか、それとも彼女の言う黒幕本人なのか。

　黙って考え込むオレに、シリウスさんは声に僅かに力を込めて言った。

「単刀直入に言おう──私に協力してほしい」

　彼女は追つい舌ぜつする。

「私は帝国の未来のため、この黒幕の正体を暴き、殺したい。しかし彼かの者は、キミを歴史的な大罪人に仕立て上げたことからも、政治的・経済的・戦力的にとてつもなく大きな力を有していることが推測される。私だけでは到底敵かなわないだろう」

「分かりませんね、なぜオレなんかに？　本当にそれほど強大な敵がいるのであれば、国家として動くべき案件です」

「帝国はもはや信用できない。他の国もしかりさ、既に黒幕の毒が至るところに回り始めている。誰が敵かもわからない状況だ。この世界に、私が心から頼れる人間はほとんどいない──そんな時、シエル君が現れてくれた」

「過去の人間であり、黒幕の被害者でもあるオレなら毒されていないと……それが、匿かくまってくれた理由ですか」

　おそらく今回の一件、軍本部にも報告していないのだろう。

「お願いするよ。平和な未来のため、一緒に戦ってくれないかな？」

　それに、と。

「黒幕に勝利するということは、未来を救うと同時に、自分自身を救うことにも繫つながる」

　甘い言葉、足下からじわじわ纏まとわり付いてくる感覚。

　恐ろしいことに巻き込まれようとしているのに、なぜか彼女の言葉は心を落ち着ける。

「冤えん罪ざいは晴らさなくてはいけない。不当に奪われた名誉、地位、人権、努力は取り戻さなくてはいけないんだ。それが奪われた者の宿命なのだから」

　昨夜と同じように、彼女はオレに微笑んだ。




「──それで、どうしても協力はしてもらえないのかな」

　あの笑顔を崩さないまま、シリウスさんは首を傾けた。

「ですから、名誉のためとか、国の未来のためとか、どうでもいいので」

「自分が冤罪で悪人扱いされているんだよ？」

「興味ありません」

　本当にまったく微み塵じんも興味がない。

「誰かに認められることに、どんな意味があるというんです？」

　自分の目的は、アイツを見つけ出し、殺すことの一点だけである。

「でもヴァイ──」

「勘違いするな」

　シリウスの思惑など、こちらは知ったことではないのだ。

「これは、オレの戦争だ」

　初めて、シリウスさんは黙った。

　表情や態度は変わらないが、明らかに纏う空気が変わる。

「思っていた以上に、真っ直ぐロンリーな人間みたいだね」

　それから少し沈黙して、なにやら考えているようだった。

「──わかった。キミの意思を尊重しよう」

　まもなくして、根負けだとばかりに肩をすくめる。

「この話はお終しまい。すぐにここから解放するよ」

　シリウスさんは煙草を吸い終える。

　火が消えたことが、一連の会話に終止符が打たれたことを象徴していた。

　オレはここを出た後、どうやってヤツを探そうかと計画を巡らす。

「じゃあ最後に、これまでとは一切関係のない話なんだけど──」

　唐突に、彼女は何枚かの書類を取り出した。

「シエル君。この契約書に見覚えないかな？」

「契約書？」

「正しくは借用書なんだけどね」

　暗黒の瞳は、ニコニコと笑っている。

「キミ、昔の借金返してないでしょ？」

　しゃっ、きん？

　借金……借金……借金……借金…………借金!?

「その様子だと身に覚えがあるようだね」

　覚えは、ある。

　しかしなぜこの人がそれを知っている……？

「どうやら一千万ルクスほど借りているようだね。そして借りた日から百年と二ヶ月の経過だ。その分の利息や割り増し分を含めて計算してみると……」

「ま、待ってください。百年と二ヶ月？」

「だって、借りたの百年前でしょう？」

「…………」

　た、確かに。

　契約したのは、まさに百年前である。

「あれ、この部屋暑いかな？」

　気づけば冷や汗をかいていた。金の話にぞっとしてしまったのだ。

　国の未来とか名誉なんてどうでもいいが、言われた通り金の話は別問題である。

　己の〝主義〟的に無視できなくなるのだ。

「……それで、計算してみると、一体いくらを返すことになるんですか？」

　慎重に尋ねたオレに、彼女は平然と答えた。

「現在のキミの借金総額は──五〇億ルクス、ってところかな」

「五〇億!?」

　なんとか顔には出さないようにするものの、心臓が早鐘を打つのがわかる。

「雪だるま式に利息がついていった結果だね。もちろん貨幣価値の変動も大きいけれど。信じられないなら自分で計算してみる？」

　書類を本物と確認し、実際に細かく計算してみると──

「ほ、本当に五〇億ルクスだ……」

「キミが冤罪とか濡ぬれ衣ぎぬの類を、まったく気にしていないのは理解したよ」

　困惑する自分に、彼女は静かに告げた。

「でも、借りたものを返さないというのはどうなんだろう？」

　絶対に逃がさないという鋼の意思が伝わってくる。

「そこでだ──実は今、すごーく稼げるお仕事があるんだ」

「お仕事……」

「もちろん受けるも拒むも自由だよ。でも借金五〇億だからね、五〇億。まともな仕事じゃ利子も返せない。あ、脅しているわけじゃないよ？　あくまでこれは提案」

　シリウスさんはオレの背後に回ると、耳元で静かに言葉を紡つむいだ。

「そう身構えないで。百戦錬磨のキミにとっては簡単イージーなお仕事だよ」

　これを悪魔の囁ささやきと呼ばずしてなんと呼ぼう。

「この写真を見てほしい」

　見せられた長方形には、一人の少女の姿があった。

「──暗殺、ですか？」

　先ほどまでの冷や汗は止まり、代わりに意識が一気に冷たくなる。

　彼女が頼もうとした内容がわかったからだ。

「違う違う、殺しじゃないよ」

　しかしシリウスさんは即座に否定した。

「では誘拐を？」

「いいや」

「監禁？」

「いいや」

「……監視とか？」

「いいや」

　彼女は一言こう言った。

「──このお嬢様を、婚約者から寝取ってほしいんだ」




「はい……？」

　あまりに突拍子もない内容に、上手うまく状況が飲み込めない。

「彼女は敵国のお嬢様なんだけどね」

　向き直ったシリウスさんは事情を説明する。

「これから私は〝黒幕〟と戦うことになる。そのためには相応の戦力が必要だ」

「このお嬢様には、それだけ重大な価値があると？」

「だから味方になるよう引き抜いて来てほしいの」

　真に味方としたいなら、相手の身体からだでなく、心を奪う必要がある。

　監禁による拘束や、魔法による洗脳では意味がないという。

「じゃあ仕事というのは──潜入任務、ということですか？」

　その認識でだいたい間違いはないと肯定される。

「しかしオレの専門は……」

「殺しでしょう？」

「ええ。だからこういうテクニカルな仕事はやったことがありません。諜報員スパイとしての訓練を受けたこともないですし、完全に門外漢で、適性があるとは思えないんですが」

「大丈夫、キミにはとびきりの才能がある」

「……とびきりの才能？」

　自信ありげにそんなことを言う。

「ズバリ──顔だ」

「なるほど顔ですか」

　……って顔!?

「自覚ないんだろうけれど、相当に整った顔しているよ」

「真面目に言ってます？」

「顔だけで世を渡っていけるとまで断言しよう」

「そんな無茶苦茶な……」

　そこまで言われると一層うさんくさい。

　彼女が本心で褒めてくれているとすればそれは、

「シリウスさん、男の趣味変わってるって言われませんか？」

「それは私の目が節穴だって言いたいのかな？」

　そうです。口にしないけれど。

「今の帝国は技術分野が特に発展していてね」

「なんですか急に」

「色々とモノを作って他国に輸出しているんだ。昔と違って貿易を盛んに行っている。中でも拷問器具の評判はすこぶるよくて、是非とも過去から来たキミにも見て──」

「訂正します。シリウスさんの見る目は正しいです。これ以上なく正しいです」

「まだ説明の途中なんだけれど」

「自分の目が節穴でした。もう十分です。話を進めましょう」

　だからどこからか取り出したその道具を仕舞ってほしい。

　鬼に金棒ならぬ、悪魔に拷問器具である。

「なまじ恋愛経験がないという顔をしていたけれど、実際は女性にアプローチされていたんじゃない？　シエル君が気づかないだけでさ」

「どうでしょう、なにせ戦争漬けの日々でしたから」

　物心ついた時から戦場にいて、恋だ愛だと考える暇はなかった。

　正しくは、考えること自体が邪魔だったのだ。

「例えば──自分の周りで、女の子たちがよく喧けん嘩かしていたとか」

「例えば──自分にだけ妙につっかかってくる女の子がいたとか」

「例えば──他の子と喋しゃべった後に会うと、虚うつろな目で刃物を持って迫ってきたりとか」

「例えば──……」

　心当たりがあるだろうと、過去にこういう体験がなかったかと例を並べる。

「どうかした？」

　喜びも驚きもしない無反応なオレが、不思議に思えたらしい。

「仮にあなたの話が当たっていたら、と考えていました」

　やはり自分は、戦うことしか頭にないということだ。

「そういう、やつなんでしょう」

　ここで後悔したり懺ざん悔げしたりすることに意味はない。

　仲間たちは既に戦場に散っているのだから。

「私、キミの顔は才能だと言ったけどね」

　それよりも、と続ける。

「シエル君の人柄こそが、どうやら本当の武器になりそうだ」

　椅子に腰をおろしてから、改めて宣言した。

「それに隠すのも得意のようだし、大丈夫でしょう」

「…………」

「そうだ、具体的な報酬の話もしておかなくちゃいけないね」

　彼女はハキハキと話を進める、まるで何でも知っているかのように。

「成功報酬として──これぐらいでどうだろう？」

　シリウスさんに提示されたのは、まさに破格の金額であった。

　ゴクリ、とつい固唾を吞のんでしまう。

　この報酬があれば、完全返済までの道のりがぐっと近づくだろう。

「別に誰も殺さなくていいんだ。キミが上手くやるなら、ね」

　オレがやらないなら、この写真の少女は殺される……と脅してるのか。

　誰とも知らないお嬢様の命、まして敵国の人間であれば、正直どうでもいいことだが。

「それに、この仕事でヴァイス・アンフェールにも近づけるんじゃないかな」

　────。

「このお嬢様に、例の黒幕が関わっていると私は睨にらんでいる」

　アイツの足取りが摑つかめるかもしれないということか。

「これは運命だよ。運命からは誰も逃れることはできない」

　アイツからも、借金からも、逃げることはできないのだ。

「はぁ……わかりました」

　ついにオレは折れた。

「冤えん罪ざいにも、未来にも、敵国のお嬢様にも興味ないですけど──その仕事、受けます」

　シリウスさんは予あらかじめ用意していたのだろう、今回の仕事に関する契約書を差し出した。

「結局、この仕事を受ける決め手はなんだった？　やっぱり早く仇かたき討うちしたいから？」

「だからそんなカッコイイものじゃないですって」

　契約書に目を通し、手早くそれにサインをする。

「借りは返す主義なんです」

「宿敵たる彼にかい？」

　妙に勘ぐる彼女に、あえて肩で笑ってみせる。

「まさか」

　オレの戦いはオレだけのものだ。

「借金を返す──それだけですよ」




　　　　※※※




　契約書にサインした翌日。

　オレはシリウスさんに連れられ、応接間のような場所に来ていた。

「キミは百年前から来たばかりの人間だ。現代の文化や情勢、価値観などにすぐ適応するのは難しいでしょう？　だから潜入任務にあたり、補佐役をつけることにしたよ」

　シリウスさんが合図をすると、扉から軍服を着た女性が入ってきた。

（銀色の、髪──）

　息を吞んだ。

　その髪は美しく清麗であると共に、過去の記憶を呼び起こすものだったから。

　百年前──ヴァイスたちに殺された仲間の一人、最さい期ごを看み取とった彼女の幻影が蘇よみがえる。

「美人でしょう？」

　過去を見返していたことを、彼女に見み惚とれていたとシリウスさんに勘違いされる。

　肝心の少女は機械のように無駄のない動きで、オレの隣に立ち、そして回れ右をした。

「紹介しよう、彼女は──」

　シリウスさんが言い切るよりも先に、向かい合った少女が言葉を発する。

「レーヴェ・リムファイアです」

　ひどく無機質な声音だった。切れ長の青い瞳が冷徹にこちらを捉えている。

　しかし気になったのはその家名だ。

　やはりこの少女は、あの人の血を引いている。

「レーヴェちゃんはキミより一つ年上だ」

「……この人が補佐を？」

「心配いらないよ。なにせ『雷らい霆てい』と畏怖されるリムファイア一族の後継者だ。軍学校だって歴代最高得点で卒業したんだから。エリート中のエリートさ」

　実力は折り紙付きだと、重々に保証される。

「じゃあ二人とも、仲良くしてね」

　他の仕事があるということで、シリウスさんは風の如ごとく部屋を後にしてしまった。

　残されたのは自分と、この銀髪の少女だけである。
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「オレは──」

「シエル・ブラック」

　名乗ろうとしたが、どうやら既に知っていたらしい。

「資料を渡されました」

　タイムラグのない簡潔な回答、本当に機械のような女性だ。

「レーヴェさんは──」

「レーヴェで結構です」

　その時、突如として視界が暗転した。

「──!?」

　脳が命ずるより早く、身体からだが自動的に後方に飛ぶ。

「……何の、マネだ？」

　暗転の正体は、レーヴェが顔面に撃った軍靴ブーツであった。

「──あなたの目的がなんであろうと私には関係ありません」

　それは決して攻撃をしたことの言い訳などではなかった。

「裏切り者だとか、実は冤罪だったとか、そんなことは至極どうでもいいのです」

　この女はオレの正体を知っている。

「私は帝国軍人、国のための礎いしずえとなるだけ」

「なら、仕事仲間になるかもしれないオレに攻撃するのはマズイんじゃないか？　シリウスさんにも命令されているんだろう？」

　レーヴェは臨戦態勢のまま、こちらを見つめる。

「最高のパフォーマンスには、最高のマシーンが必要です」

「オレが足手まといになるって言いたいわけだ」

「上官の命令には従わなければいけません。しかし国家にもたらされる利益を鑑かんがみた際、従わないことでより大きな利益を獲得できるのなら、それは上官命令より優先されます」

　あくまで自分の主あるじは帝国であると言いたいらしい。

（なんかまた危ない女が出てきたな……）

　平然と命令無視する軍人ってどうなんだ、常識的に考えて。

　エリート軍人だと紹介されたが、ネジが何本か飛んでいるぞ。

「シリウス上官は、形式上とはいえあなたの〝補佐〟となれと言う。あなたの命令に従い、献身的にサポートしろと仰おっしゃったのです」

　オレだって借金がなければ、こんな仕事受けたくない。

　まして補佐なんて欲しくもないのに、そんな風に逆ギレされても困るのだ。

「じゃあ、ここで上下関係をハッキリさせようってわけだな」

　彼女の示す方法は単純明快、実力で雌雄を決しようというのだ。

「『絶ぜっ劒けん』」

　そんな呼び名まで伝わってるのか……。

「かつて帝国軍最強と呼ばれた軍旅──『黄金なるトゥエルブ・夜明けナンバーズ』」

　レーヴェは歴史をつまびらかにする。

「『夜明けナンバーズ』に選ばれし一二英雄その最後の一人。史上最年少で特魔法士官級ハイ・クラスとなり、英雄から裏切り者へと転落した男──全ての魔法使いの天敵であり、しかし現在まで謎に包まれたその魔法は、凶悪にして最悪だったと聞き及んでいます」

「確かめようっていうのか？」

「百年前から来たことが真実だとしても、あなたの実力が伝承通りとは限りませんから」

「……殺してしまったらどうする？」

「どうする、とは？」

「シリウスさんは仲良くしろって言っていたぞ」

「些さ事じです」

「じょ、上官命令が些事なのか……」

　シリウスさんはこの女の本性を知っていて選んだのだろうか……。

「他の心配をしている場合ではありませんよ──あなたは既に危地にある」

　目をこらす、既に部屋には何本もの線があった。

「処理します」

　線の正体は糸、極細の糸が網のように張り巡らされていたのだ。

　それはレーヴェの宣告と共に収束し、オレの身体をきつく縛り上げる。

「糸使い──」

　強固な拘束であり、びくともしない。

「ただの、糸じゃないな」

「あなたの時代にはなかった【鋼糸レイザー】と呼ばれる特別製の糸です」

「現代の武器か。是非とも解説してもらいたいもんだ」

「では動かないことをオススメしておきます。下手に力技で抜け出そうとすると、骨が折れるので注意が必要でしょう。鋼糸訓練で起きる事故で、最も多い原因がそれなのです」

「…………」

「なんですか？」

「いや、本当に説明してくれたから」

　しかもとても丁寧に。

「実はけっこう優しいのかな……と」

　レーヴェは初めて嫌そうな顔をする。

　無表情のままなのだが、なんとなくそういう風に感じられたのだ。

「畢ひっ竟きょう、力で切断することは不可能。抜け出したいのなら魔法を使うべきです」

「別にそんなに大それた魔法じゃないんだけどな……」

「なら大人しく死んでください」

「お前、この件がシリウスさんに知れたらどうする気なんだ」

「くどいです。心配は無用、私が上手うまく処理し……」

「オレが心配しているのは」




「──お前が死んだ時のことだよ」




　刹那、拘束をしていた糸がバラバラに切断される。

「……！」

　同時に、オレの服のあちこちから刃物が落下し、地面にぶつかると砕けてしまう。

　流石さすがのエリート様も驚いた様子だ。相変わらず表情は変化しないけれど。

「身体中に短剣ナイフを隠し持っていたんですね」

「会話の最中、少しずつ身をよじっていた。鋼糸とやらが頑丈で時間が掛かったけど」

　しかし手元に残る魔剣はあと一本だけ、しかもこれは戦闘用ではないので使えない。

「魔法を見せる気はないようですね」

「いま見せたよ」

「？　もしかして虚言癖があるのですか？」

「こいつ……なんか普通にムカついてきたな」

　しかし彼女は真剣のようで、こうしている間にも殺気がヒシヒシと伝わってくる。

「──電光石火にサンダー白銀衣ロード」

　レーヴェの身体が、青白い電流に覆われる。

　それは雷の属性、神経を電気で刺激することで、身体能力を飛躍させる効果がある。

　オレはその技をよく知っていた。

「祈りの時間も与えません。お覚悟を」

「神を信じたことなんて一度もないよ」

　交わされる言葉はなく、お互いの視線だけが交差した。

「順列処理シーケンス」

　先手、レーヴェの指先が踊る。

「狭い空間ゆえに使える鋼糸の数は少ない。しかしあなたの動きを抑えるのには十分」

　回避するうち、オレは彼女の真正面に立たざるをえなくなる。

　物理的な拘束ではなく、空間的な拘束──！

「太陽への独唱オーバーレンジ」

　そこに超圧縮された電気、特大の槍やりのような一撃が、回避不能の状態で放たれた。

　この部屋どころか施設ごと破壊しかねない威力であり、いかにレーヴェという人間が、本気で殺しにかかっているかが理解できる。直撃すれば肉片すら残らないだろう。

「鋼の音、炎の槌つち、水の器、ところすべては劒つるぎの法」

　オレは魔法を発動する。

　するとレーヴェの魔法は直撃する寸前、夢のごとくはじけ飛ぶ。

「魔法が、消えた？」

　何の前触れもなく消し飛んだのだ。

　事態を把握できない相手は、糸を操っていた指を停とめてしまう。

「──オレが使えるのは錬成の魔法だけなんだ」

　自分に才能というものはなく、他の一〇ある属性の魔法は扱うことができなかった。

「しかも武器を錬成することしかできない」

　同じ錬成分野でも、回復薬とか、便利な道具を作ることはできないのである。

　戦うことにだけ特化した、戦うためだけの錬成──

「馬鹿馬鹿しい」

　若干苛いら立だったようにレーヴェは吐き捨てる。

「『絶劒』とまで呼ばれた、あなたの魔法の正体が、錬成の魔法だと言うのですか？」

「自分で名乗った覚えはないよ」

「錬成は非戦闘系魔法です。そんなものでは──」

「しかし現にオレは、お前の魔法を受けて無事に済んでいる」

　非力な錬成魔法でも戦えるのである。

　いや、戦えるようにしたのだ。

「別に消したわけじゃない、バラバラに分解しただけだ」

「分解？」

「お前の魔法は目に見えないほど細かくなっただけで、今もこの場に存在している」

　オレの手に、圧縮された電気が現れる。

　その青白い輝きは、レーヴェ・リムファイアの魔力に他ならない。

「魔剣錬成」

　自分の右手に、青白い刃をした短剣が現れた。

「オレは相手の魔法を材料に、武器を作ることができる」

　相手の魔法が強ければ強いほど、比例してオレの錬成は進化するのだ。

　生み出されるのは【魔剣】と呼ばれる、特別な力をもった武器である。

「なら先ほどあなたの服から落ちた短剣は」

「この世界に来たばかりの頃、出会った兵士たちの魔法から作った」

　鋼糸を破るだけで壊れたので、彼らの魔法レベルはそこまでと言うことだが。

「ただの錬成の魔法ではない。属性体系における武器錬成ではあるのでしょうが、しかし他者の魔法を破壊、あまつさえ利用し再構築するなど常軌を逸してる。それはもう──」

　レーヴェは答えに辿たどり着いていた、ただそれを信じられない。

「──固有魔法オリジナル」

　理論の先にある、魔法における到達点。

「見つけたというんですか、その歳としで」

「できることが武器錬成しかなかったんだ」

　レーヴェは苦い顔をした、ような気がする。

「なにが大おお袈げ裟さな異名ですか、伝承というのはやはり信用できません」

「周りにいた人らに比べれば地味な魔法だ」

　ここまで聞いて、見て、知って、少女は再び指先を構えた。

「まさか親切心でネタバラシをしたわけではないのでしょう？」

「いやオレは──」

「私が死んだ時でしたか、その場合は、都合のいいように理由をでっち上げてください」

「お前……」

「それが大人らしく死ぬということです」

　レーヴェの姿が消える──否いな、強化された身体からだが超高速の移動を生み出したのだ。

　電流が部屋を駆け巡る、それは空間を高速移動している足跡のようなもの。

　捕まらなければ魔法が分解されることもない。単純だが最適な戦法の一つである。

　落雷の如く銀色はオレの頭上に現れ、そして容赦なく厚い軍靴を振り下ろす。

　紙一重で後方に飛びそれを避けると、直撃した地面が砕け粉ふん塵じんが舞った。

「交差処理オーバークロス」

　だが飛んだ所にレーヴェの鋼糸が先回りする。やはり逃げ場はない。

　しかしオレには武器がある。彼女の魔法で作った魔剣があるのだ。

「試し斬りだ」

　プラズマの刃は紙を切るように容易たやすく、それは鋼糸の網を切断した。

　だがこれだけでは終わらない。

「──っ」

　電気は発光する。握った魔剣を閃せん光こう弾のようにして彼女にかざしたのだ。

　目を瞑つぶってしまったレーヴェは、高速移動を一瞬だけ解いてしまう。

　その機を見逃さず、オレは彼女の身体に触れた。

　纏まとっていた『電光石火にサンダー白銀衣ロード』は分解され、またオレの手に新しい魔剣が鋳造される。

「その魔法、再使用するには数分のインターバルが必要だろう」

　地面に伏したレーヴェの前に、オレは片膝をつく。

「諦めろ。これでお終しまいだ」

「お終いでは、ありません」

　たとえ見下されようとも、その眼めは死んではいなかった。

「私の狙いは、超至近距離まで近づくことに変更されていた」

　しかしこの距離では、自分ごと魔法に巻き込んでしまう。

　もはやオレを殺すことはできないはずだ。

「あなたは色々と調整が必要ですが、良いマシーンです──殺すのは惜しいということですよ」

　レーヴェは、自分とオレの身体を糸で巻き付ける。

　雁がん字じ搦がらめ、鋼糸の歌うような乱舞カンタービレ。

　逃がさない、力ずくで引きずり込む。

「帝国の礎いしずえになりなさい」

　いつのまにか彼女の手には指輪が握られていた。

（ただの指輪じゃない……！　魔導具、しかも封印指定級の……！）

　これでも錬成を生なり業わいとするのだ、モノの価値はだいたい分かる。

「これは【隷属】の指輪──私に従ってもらいます、忠実なマシーンとして」

　どうして彼女が、そんなものを持っているのかも気になるが、

「やめろレーヴェ！　それ以上オレに近づくな！」

「最後くらい大人らしくしてください」

「違う、お前は知らな──」

　黙らすように、レーヴェは指輪をオレの首元に押しつけた。

　位置関係的に、それが手の届く丁度良いポイントだったのだろう。

　赤みがかった紫色の光が部屋を染め上げる。

　これでオレは彼女の奴隷に──ならない。

「だからやめろと言ったのに」

　オレの懐ふところにあった魔剣が輝いた。

　ここに来る前に予あらかじめストックしていた、戦闘用ではない最後の魔剣である。

　指輪から放たれる紫の光はオレにではなく、レーヴェの首に収束された。

「っな……」

　驚いた声を上げるレーヴェの首元に、複雑な模様が焼き付けられていく。

「あ、つい……！」

　それは【隷属】の印である。

　皮膚がゆっくりと焼かれる痛みに、流石さすがの軍人少女も苦く悶もんの声を漏らしたのだった。

「……大丈夫か？」

　事が終わる頃には鋼糸も緩み、身体の自由がきくようになる。

「なにを、したのですか？」

　睨にらむような上目遣いでそう尋ねる彼女に、オレは懐から例の魔剣を取り出した。
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「これは【反射】の魔剣──呪い、災い、洗脳、操作とか、自分に状態異常をもたらす魔法を、相手にそのまま跳ね返す効果を持っている」

　まだ百年前の世界にいた頃、仲間の一人に協力してもらって作った魔剣だった。

　シリウスさん対策にと思っていたが、まさかレーヴェに使う羽目になるとは誤算である。

「じゃあ私は、あなたに隷属するんですか？」

「まぁ、そういうことになる」

「わ──私の主君は帝国だけです。なぜあなたのような人間に……」

「だからオレはやめろって言ったぞ」

　こう言っては怒るだろうが、自じ業ごう自じ得とくなのである。

　オレを殺そうとしたのも、隷属させようとしたのも、全て彼女からのアクションで始まった。

「勘違いしているようだけれど、オレはお前を殺すつもりはなかった」

「脅したではないですか」

「少しは退ひいてくれると思ってな、逆効果だったけど」

　オレは借金を返さなければいけないのだ。

　補佐につけられた帝国軍人を殺しては、この仕事から降ろされかねない。

「はぁ、まずはこの指輪について教えろ。古代魔導具アーティファクトだよなそれ？」

「仰おっしゃる通りです。これは人のモノではなく、神が創りしモノ。帝国西沿岸部にある遺跡地下から発見されました。イデア霊国から流れ着いたものだろうと分析されています」

「使い方は？」

「指輪に魔力を込めながら私に向け、命令を口上で述べることで発動します」

「訊きいておいてなんだが、素直に教えていいのか？」

「あなたの専門は錬成、どうせ幾つか見当がついているのでしょう。黙秘するだけ無駄です」

　そういうことを真まっ直すぐ言えるあたり、なんともクールな女である。

「どうやったらこの契約を解除できる？」

「あなたの願いが成じょう就じゅするか、私が死ぬかです」

　主君の願いが叶かなうまで、指輪は奴隷レーヴェを縛り続ける──か。

「じゃあ契約が切れない間、お前はオレにずっと付いてくることになるのか？」

「そういうことになります」

「…………」

「露骨に嫌そうな顔しないでください。私の方がもっと嫌なんですから」

　お互い思うことは一緒である。

「まぁ安心してくれ。別に隷属契約があるからって、なにか命じたりはしない」

「噓うそですね」

「噓じゃない。約束する」

　あの人に返しきれなかった分、子孫たる彼女には少しぐらい譲歩してやろう。

　しかしそんな事情は話せるはずもなく、レーヴェの目は鋭いままだ。

「あなたの約束ほど信用できないものもありません」

「オレのことをよく知りもしないのに言い切れるのか」

「聞きました、莫ばく大だいな借金をしていると」

　う──。

「魔法は伝承以上でしたが、人となりは耳にした通りのようですね」

「人となり……？」

「女好きでギャンブル好き。強大な魔法を持つことを盾に、弱者から財産を奪い、酒池肉林のかぎりを尽くしたという──」

「待て待て待て。誰だそれは。もはや別人だろう」

「では借金をした理由を教えてください」

「それは……」

「女に貢みついだか、賭と博ばくに使ったか、だいたい見当はつきます」

「な、なんでもいいだろ……」

　するとレーヴェは急に姿勢を起こし、オレを押し倒す。

「吐かせます。あなたの弱点を知りたい」

「また性懲りもないことを……！」

　オレはレーヴェと床でもみくちゃになり、命令はしないと約束したのを後悔した。

　その時、タイミングが良いのか悪いのかシリウスさんが帰ってくる。

「随分仲良しになったみたいだね」

　オレたちの取っ組み合いを見て楽しんでいるらしい。

「仲良し？　シリウスさん、オレは──」

「私、彼に穢けがされました」

「おい！」

「事実でしょう？」

「そんなわけあるか。お前が自業自得で──」

　レーヴェ・リムファイアとの出会いは、まさに最悪だったと言っていい。

　なにせ突然襲われ、突然契約させられたのだ。

「レーヴェ、お前はもっと考えて行動を──」

「シエルこそ、お金に執着しすぎで──」

　そんな様子を見て、シリウスさんは溜ため息いきをついた。

「二人とも子供だねー」











２章〈燃えろ、激情〉






　桜おう花か爛らん漫まんの季節、オレとレーヴェはついに敵国たるオリオン王国へと至る。

　オレは例のお嬢様に接触するため、この大都市にある名門魔法学園へと入学せんにゅうするのだ。

「…………」

「なんですか？　怖おじ気けづいたんですか？」

「レーヴェがメイド服を着ているなぁと」

　潜入にあたり、オレたちは身分やら格好を偽装することになった。

　レーヴェはオレの〝従者〟という立場になったのだが、気になるのはその変装である。

「ジロジロ見ないでください」

「けっこう似合ってるぞ。メガネも違和感ない」

「殺しますよ？」

「褒めているんだけどな……」

　あれだけガッチリ軍服を着ていた彼女が、今はフリフリのメイド服を着ているのである。

　もともと美人なこともあるが、銀髪に白と黒のコントラストがよくマッチしていた。

　仕事一筋で少しおっかないメイド（本当は少しどころではない）、という印象だ。

「キョロキョロしないでください。ご主人様が不審者だとバレてしまいます」

「まずオレが不審者だという前提で話を進めるな」

　レーヴェは街に入り、軍人としてのスイッチが入ったらしい。

　完全に役を演じており、オレを『ご主人様』と呼ぶのが良い証拠だ。

「これから滞在する宿に向かいます」

　学園には寮があるのだが、諸事情によりオレたちは宿を取ることになる。

　お互い無言で、粛々と歩いていると、すぐに目的地には到着した。

「これはまた……」

　裏路地を経て現れたのは築数十年、風化した赤茶色の建物だった。

「ボロいですね」

「そうハッキリ言うなよ」

「事実を述べたまでです」

　一応エントランスなのだろう、入ってすぐの場所にいた老婆と相対する。

「シエル・ブラックさん？」

「事前に話は聞いていると思いますが……」

「ええ、ええ。伺っております。一番上の三階、角の部屋でお願いしますね」

　老婆はいそいそと鍵を取り出し、一歩前に出たレーヴェに渡した。

「でも本当によろしいのですか？　うちは一人部屋しかないのですが……」

「問題ありません店主、私もご主人様も、どこでも寝られる訓練を受けています」

「く、訓練……？」

　オレは訓練を受けたわけではない。気づいたらできるようになっていただけだ。

「あ、それから」

　老婆は思いついたとばかりに手を叩たたく。

「夜にあまり大きな音を出すと、聞こえてしまうことがあるので注意してください」

「「…………」」

　この人にとっては、そういう関係に見えなくもないのだろう。

　多少強引に話を打ち切って、階段を登り扉の前へ。

　部屋に入るなり、また無言になるオレたち。

「「狭い」」

　合わせたわけでもないのに、珍しく意見が一致する。

「本当に一人暮らし用だな」

「掃除はされているようなので、思いのほか綺き麗れいですが、なかなかに厳しい環境です」

「とりあえず点検かな、オレは寝室を」

「私はトイレの方を」

　速やかに部屋を調べることに。

　万が一、盗聴や盗撮の魔法が仕掛けられていたら大事である。

　お互い軍で生きていただけあり、こういうのを打ち合わせなしにすぐ行えるのは楽だ。

「やっぱりベッドは一つだよな……」

　オレたちが一緒に寝るなんて、天地がひっくり返ってもないだろうが。

　併せてクローゼットや机も確認するが、いずれも異常は見当たらない。

「シエル、こちらは問題ありませんでした」

「同じく、こっちも問題なし」

　レーヴェがオレの方に合流する。これで点検は完了したわけだ。

「まったく、あなたのせいで私までとばっちりです」

「そこは申し訳ないと思ってるよ」

　実は安宿になった理由の一つに、オレの借金が関係しているのだ。

　帝国にいた数日前、シリウスさんの言葉を思い出す。

『シエル君がご主人様で、レーヴェちゃんがそのメイド』

『二人は主従として一緒に行動してもらう。同じ宿、同じベッド、同じ食事だ』

『ちなみにシエル君の借金返済のために、結構な額の報酬を用意したけど、その分だけ仕事の予算が削られていてね、格安の宿を使ってもらうことになると思う』

『自分が付き合うのは納得いかない？　レーヴェちゃんはメイドなんだから、しかも私がいない間に【隷属契約テスタメント】までしたんでしょう？　今の段階から、死地まで付き合う覚悟でやってもらわないと』

『それに寮や高い宿は、快適な分だけ敵に察知されやすくなる。機密性を守るためにも、活動をしやすくするためにも、安宿を使うという選択は適切だと考えるよ』

『それじゃあ初めての二人暮らし、頑張ってね』

　──というほぼ一方的なやり取りがあった。

「私の初任務が、こんなに低予算とは、訓練生時代には思いもよりませんでしたよ」

「初任務なのか？」

「軍学校を先月に卒業したばかりですから」

「なら実戦は初めてか……」

「まさか不安だとか言いませんよね？」

「オレだってこんな仕事初めてだし、似たようなもんだ」

　今回狙うのは敵の心臓ではない、お嬢様の心なのだ。

「当分は節約だな。ちなみに生活能力は？」

「完璧です」

　無表情なドヤ顔である。

「…………」

「疑っているようですね。なんなら今から披露しましょうか？」

「包丁を取り出してなにを披露するつもりなんだよ」

「料理です。食材もちょうど目の前にありますし」

「目の前って……そんな猟奇的な料理があるか！」

　怖い冗談だ（冗談でなく本心の可能性もあるが）。

「シエルがふざけるのもいい加減にして、さっそくブリーフィングに入りましょう」

「ふざけてたのはレーヴェの方だと思うぞ……」

　まだ到着したばかりだが、仕事内容を改めて確認することになる。

「ターゲットの名はメルセデス・クレセント。学園の理事長の娘にして、いま王国で最も注目される魔法使い。若い世代では突出した実力と才能を持つと報告されています」

「オレも〝クレセント〟の家名には覚えがある」

「『炎滅クリムゾン』のクレセントですね」

　戦場で何度も耳にした。

　オリオン王国には、特別な炎を操る一族がいると。

「圧倒的な炎で敵を一帯まるごと灰にする。戦闘能力という点においては、他の追随を許しません。まさに殲せん滅めつを生なり業わいとする一族であり、戦後の今も、政治に対し強い影響力を有してます。国内でも未いまだ尊敬と畏怖が混じった目で見られているそうです」

　そんな彼らと刃やいばを交えることは終ついぞなかったが、ついに初対決というわけだ。

「メルセデス・クレセントは昨年に婚約者ができました」

「確か階級は公爵だったな。婚約が一六歳っていうのは、貴族にしては遅い気がするが」

「本人があまり乗り気でないのかもしれません。そこは調べてみないとなんとも。相手は学園の教師でレンズ・ファウスト、上級貴族の生まれで、専門は闇属性の魔法です。他に使役や錬成の魔法などにも長たけていると聞きます」

　とても優秀な教師で、学会に発表した論文がいくつも賞をとっているらしい。

「問題は時間ですね」

「時間？」

「メルセデス・クレセントの誕生日が、二週間後なのです」

「それが？」

「一七歳になったその日に、彼女は正式に結婚をすると聞いています」

「そうか──え？　結婚？」

「メルセデス・クレセントは大貴族です。正式に籍を入れてしまえば、その責任から他の男に傾く可能性はぐっと減る。もしも攻略するチャンスがあるとすれば、それは明日からの二週間だけ──そうシリウス上官から忠告されませんでしたか？」

　あえて黙ってたなあの人……。

　そんなことを知れば、オレがこの仕事を断りかねないと考えたのだろう。

「でも流石さすがに二週間って厳しくないか……」

「世の中には一ひと目め惚ぼれといって、一瞬で恋に落ちる現象もあるそうです」

「本当なのかそれ？」

「わかりません。資料を読んで知っただけですから」

「ほう、どんな資料？」

「『メイド調教物語〜ドＳなご主人様に身も心も縛られて〜』です」

　触れてはいけないところに、触れてしまった気がする。

「今回の任務にあたり、イメージトレーニングをすべく偶然に読んだまでです。偶然偶々たまたまにです。過失と言ってもいい。緊縛される趣味はありませんし、当然興味もありません」

　と、手中で鋼糸レイザーを弄びながら、複雑な模様を作りながら疑惑を否定する。

　料理の時とは異なり、オレは素直に頷うなずいておくことにした。




　　　　※※※




　大都市に到着した翌日。

　オレは、この時期に行われるという編入試験を受けにやってきた。

「ここが王国の超名門、クレセント魔法学園です」

　目の前にそびえる正門は、太陽に届くと錯覚するほど高く巨大である。

　しかもそれを起点として、砦とりでのような高壁が敷地を囲んでいるのだ。

「学園……なのか？」

「学園です」

「奥に城が見えるんだけど」

「城のような学園です」

　複数の建造物が複雑に交錯し、中心へと集まっているようだった。

　頂点らしき部分を見ていると首が痛くなる。

「クレセント魔法学園は四百年以上の歴史を持ち、国中の貴族や有力商人たちがこぞって子息たちを中等部入学させるべく競います。王国民としては、この学園に入ったというだけで、ステータスとなるほどです」

「オレがこれから受けるのは高等部……の編入試験だったよな？」

「難関ですよ。幼い頃から英才教育を受けてきた者たちに、途中から交ざるのには、相当の実力と覚悟が必要ということです」

　周囲を見渡すと、オレたちと同じくらいの少年少女が沢山いた。

「それにしても……さっきからジロジロ見られているような」

　まさか正体がバレているということはないと思うが……。

「顔です」

「顔？」

「シリウス上官に才能とまで言われたでしょう──先に言っておきますが、変な女にホイホイついて行かないでください。くれぐれも私の仕事を増やさないようお願いします」

　レーヴェはオレに有無を言わせず、注意事項等をこれでもかと並べる。

「書類審査は既に通しておきました。あとは実技試験のみです」

　学生に同伴する従者は、学生でなく世話係として登録されるので、試験を受ける必要がないという。レーヴェは今回傍観するだけで、全てご主人様任せということになる。

「再三になりますが、本気は──出さないでくださいね」

　既に何度も注意されていることだった。

「合格点ギリギリになるよう力を加減する」

「お願いします。もしも固有魔法オリジナルが使えるなどということが露見したら──」

「わかってる。上手うまくやるよ」

　オレとレーヴェは門をくぐり、敷地内に足を踏み入れる。

　城と形容した校舎までは、突き抜けるような長い大通りが待ち構えていた。

　完璧に手入れされた草木や、謎のモニュメントを目の端に流しながら進む。

（そういえば、試合形式だとは聞いているけれど、一体どんなやつが試験官を──）

　そのあたり、事前の資料には書いてなかった。

「──来たわね」

　城内に入ると、まるで舞踏会でもするのかという豪ごう奢しゃな広間がある。

　ざわつく志願者たちの前に、彼女は現れた。

「ごきげんよう、わたしが今回の編入試験を担当します」

　太陽のように輝くブロンドの長髪が、優雅に流れる。

　意志の強そうな瞳、自信に満ちあふれた態度、一切の乱れなく制服を着こなす。

　黄金の美少女は、女王の如ごとき威光をオレたちに放つのだった。

「う、うそだろ……」

　志願者の中の誰かが言った。

「殺されるぞ……」「なんで編入試験なんかに！」「例年通りなら試験官は教師じゃないのか？」「あぁ、全部終わりだよ……」「な、なんとか今から辞退できないかな？」

　それを皮切りに、みな一様に顔を伏せ、不運だと表情を引きつらせる。

「どうやら、間違ってここに来てしまった者がいるようですね」

　彼女は優美な表情のまま、ゆっくりと全員を見回した。

「少し待ちます。もしも間違っていたという方がいれば──どうぞお引き取りください」

　それはもはや号令だった。

　ここに来る前、あれだけ楽しそうにしていた少年少女は、一目散に逃げ出したのである。

「おい」

　目の前で同じく踵きびすを返した男を、すんでの所で捕まえる。
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「なんで逃げる？」

「あ、あのお方を知らないのか!?　これから行われるのは試合形式、戦うことになるんだぞ！　命がいくつあっても足りないだろうが！」

　強引にオレを押しのけ、男は行ってしまう。

　数え切れないほどいた人間は、刹那にケムリとなって消えてしまった。

「今年の編入志願者はゼロ──と」

　こうなることは知っていましたとばかりに、彼女は長髪を颯さっ爽そうと手で流す。

　いちいち気品があるように見えるのは、蓄積した教養が自然と滲にじみ出ているから。

　それから手元にあった書類の束を燃やし、そのまま立ち去ろうとする。

「──試合は、ここでやるのか？」

　彼女の足がピタリと止まる。そして顔を半分だけこちらに振り向いた。

　ぞっとするほど冷たい眼まな差ざしである。

「あら、出口がわからないのかしら？」

「教えてほしいのは入口の方だよ」

　相手が攻めの姿勢ならば、こちらもまた攻める姿勢で臨む。

　自らの経験を信じるならば、こういう手合いに頭を下げるのは悪手なだけだ。

「辞退、なさらないの？」

　一層鋭くなる眼光、灰にした紙束を宙に捨てる。

「あなた、わたしが誰か知っている？」

　溢あふれ出る威圧の威光、威風堂々としたその姿は、そのまま逆風となって相手を威脅する。

　人を試すような問いかけ──本当に覚悟はあるのかと。

「ああ、よく知ってるよ」

　彼女のために、遠路はるばるこんな所まで来たのである。

　オレが本気でここにいると伝わったのか、姿勢は完全にこちらに向く。

「わたしは──メルセデス・クレセント」

　まるでこれから政治演説でもするかのように、力の込められた口上である。

　ただ名前を述べるだけで、彼女の周りがキラキラと輝くような感覚があった。

　教養もあるが、持って生まれたカリスマ性というものを身をもって体感させられる。

「この学園の新二年生です。今回の実技試験を担当します」

　彼女は美しく背筋を伸ばしたまま、目の前まで歩いて来る。

「わたし、願書を全て燃やしてしまったんです」

　高貴なる笑みを浮かべる少女は、けっして揺るがない。

「あなたのお名前、教えてくださる？」

　彼女の冷たくも燃えるような瞳が輝いた。

「シエル──シエル・ブラックだ」




　場所を移動し、第四魔法演習場へ。

「──わたしをよく知っていると仰おっしゃいましたが」

　制服はそのままで、しかし腰に細剣レイピアを差したメルセデス。

　オレは上着だけレーヴェに預け、短剣ナイフを差した状態で対たい峙じしていた。

「申し訳ないのですが、わたしはあなたの名前を聞いたことがありません」

「だろうな」

　なにせ数日前にシリウスさんがつけた偽名である。

「度胸はあるようですね。まさかこのわたしと試合とはいえ、一戦交えようというのは」

「あなたと戦わなければ入学はできないんだろう、メルセデスさん」

「ええ。しかし無事では済まないかもしれませんよ？」

「勝利を欲するのであれば、それだけの覚悟が必要ってことだ──オレはどうしてもこの学園に入学したい、そのためなら命ぐらい当然に張る」

　なにせ借金五〇億ルクスである。無傷で返しきるのはそもそも困難というものだ。

「…………」

　皮肉に対し一歩も退ひかないからだろう、メルセデスは意味深な目をする。

　今さら高貴なお嬢様のプレッシャーにひるむほど、やわな人生は送っていない。

「改めて──持ち込み可能な武器は一つだけです。わたしはこの細剣を」

「オレは短剣を使わせてもらう」

　取り出したのを右手に握る。

　事前にレーヴェの魔法を材料に作らせてもらったものだ。

「他に注意点ルールはあるか？」

「攻撃系統における魔法は第五階級までとします。それ以上の魔法行使は、この演習場で許可されていません、使えば自動で──と、まぁあなたがそれほど強力な魔法を使えるようには見えませんけど」

　詳細に説明してくれるが、オレは錬成魔法しか使えないので関係ない。

（持って三分ってところか──）

　対面してだいたい分かった。メルセデス・クレセントは本物である。

　彼女の真価まではまだ測れないが、レーヴェの魔剣一本だけではそれぐらいが限界だ。

「本来であれば試験時間は一分でしたが……」

　彼女の実力ならそれで十分だったのだろう。

「せっかくなので五分に延長しましょう、あなたの勇気を表して」

　どうせ試す相手はオレ一人なのだから、か。

「降参するか戦闘不能になるか、諦める時はいつでも声をあげてください」

「合格条件は？」

「合格……」

　そんなにおかしなことを尋ねたつもりはないのだが、メルセデスは目を点滅させる。

「試験官に勝ったら合格ってことでいいのか？」

「ふ……ふふふ、色々と審査基準はありますが、そうですね、何であれわたしに勝利できるようなら、それはもう合格でしょう」

　メルセデスは不敵な笑みを浮かべて剣を抜く。

　合わせるようにオレは自然体で剣を持った。

「始めましょう」

　メルセデスが魔力を発すると、演習場に備えられていた巨大な砂時計が現れる。

「わたしは炎の属性をよく使います。あなたの得意な魔法は何ですか？」

「それは試験官としての質問か？」

「いいえ、個人的な質問です」

　お互い円を描くように歩きながら、間合いを計る。

「錬成だ」

「錬成……他には？」

「それだけだ」

「ならこの試験では、戦う最中に薬の調合でもするわけですか」

「もしも許してくれるのなら、是非ともそうさせてもらいたいね」

　実は薬剤の錬成なんてできないのだけれど。

「──灰と、靄もやと、赤と、その先に華の大地を」

　最初に動いたのはメルセデスだった。

　細剣を中心点として、紅の炎が渦状になって、足下に広がっていく。

「『炎の鳥ハイドラグーン』」

　ルール内の中級魔法でも、彼女が使えばそれは強大な魔法に様変わりする。

「炎と踊りなさい」

　渦は世界となり、四方八方から炎の連撃が繰り出される。

　触れれば無傷ではすまないだろうが。

　こういう類の魔法は腐るほど見てきた、よってレーヴェの魔剣を使わずともよい。

（この程度の魔法なら、経験だけで十分に回避可能だ）

　感覚器官は瞬時に全体を把握し、自動的に最適な行動を導き出す。

「魔法を使わず──!?」

　メルセデスの眼めが僅かに見開く。

　オレは身体能力だけで、短剣の間合いに彼女を捉えていた。

「魔剣、起動」

　蓄積されたレーヴェの魔力が一気に弾はじける。

　プラズマの刃は炎を切り裂き、相手の腹部から頭部にかけてをがら空きにした。

　魔法で対処されるより早く、剣身を叩たたき込む。

「──っ！」

　響く鍔つば競ぜり音、メルセデスは細剣を滑り込ませることでギリギリで耐えてみせた。

（剣術もできるのか……）

　短剣を空中でチラつかせながら、それをフェイントとして徒手格闘術を織り交ぜる。

　軍式を除いた、我流における打撃技の簡易混成インスタント・接続コンパット。

　魔剣の使用は最低限に、身体からだの使用を最大限にして急所を狙う。

　一時は渡り合うも次第にメルセデスは押され、魔法のコントロール精度が落ち始める。

「……！」

　刹那、ブロンドの髪が火山のように噴き上がった。

　文字通り、剣を交えていた場が噴火したのである。

「──いい加減に、しなさい」

　頰に流れた汗を振り払い、間合いを取って再び細剣を構える。

　その声音には怒気が含まれているように感じた。

「なぜ魔法を使わないの？」

「魔剣を使っている」

「それだけじゃない……！」

　ああ、それだけだ。

　正体を隠している手前、レーヴェにも忠告されたが固有魔法は今回使えない。

　しかしオレの戦法とは元々、敵の魔法を奪って無効化し、魔剣を作り、そこに確実な攻撃を仕掛けることである。一応〝奥の手〟もあるが、それ以外は殺しに特化したものでしかないのだ。派手さや多様性といったものは存在しない──邪魔なだけだ。

（なんだけど、試験官を怒らせたら意味ないよな）

　本来の目的は入学することでなく、メルセデス・クレセントを籠絡することだ。

「やっぱりオレも──『炎滅クリムゾン』の名を知っているから」

　だから柄にもなく、そんな言い訳をしてしまった。

　急にその異名を口にしたからか、メルセデスは眉を顰ひそめる。

「戦争の時代において、オリオン王国の最高戦力であったクレセント家。一族全員が一騎当千、万夫不当の強つわ者ものだったと聞く。人群を撃破する攻撃魔法のエキスパートだ。となると、正面から魔法比べをするのは分が悪いと思った」

　だからああいう戦法を取ったのである──と、それらしい説明をした。

　クレセント家、ひいてはメルセデス・クレセントを若干立てるような形で、彼女の怒りを収束させようとイメージしたのだ。

「一人残ったあなたまで、そんなことを言うの……」

　しかし戦うことしか知らない。

　そんな自分が、柄にもなく言葉で場を回そうというのは、やはり無理があったのだ。

「クレセント家が、なによ」

　途端、場内の温度が高まっていく。

　急激な変化に砂時計にヒビが入り、砂が中から零こぼれ出す。

　その原因は目の前にいる少女である。

「そこまで言うのなら、見せてあげるわ──」

　炎が感情を代弁するかのように、激しく火を散らす。

　世界は静かに炎に沈もうとしていた。

（どうやらオレは、なにか地雷を踏んでしまったらしい）

　しかし知らなかったでは済まされないだろう。

「これが、炎滅か」

　空が燃え、風が燃え、大地が燃えていた。

　次第に呼吸が苦しくなり、眼や唇からは水分を奪われる。

「（──レーヴェ）」

　オレは来る勝負の前に、遠く後方にいた相方に目配せする。

「（一旦外に退避してくれ）」

「（しかし）」

「（命令はさせないでくれよ。メルセデスが本気になった。一対一でケリをつける）」

「（……了解）」

　残されたのはオレとメルセデスだけだ。

　魔剣に残るパワーを一点集中する──決めるなら一撃だ。

「万象よ、炎にきせ」

　炎の女王の号令。

　彼女を守るように、分厚い赤せき色しょくの壁が現れる。

　それから演習場を吞のみ込むほどの、大量の魔法陣が全方位に展開された。

　炎の揺らめきの中で、オレと彼女の視線がふいにぶつかる。

　一瞬で決着はつく──そう悟った。

『──警告』

　だがお互い一歩を踏み出そうとした時、機械的な大だい音おん声じょうが響き渡った。

『学園全フロアに警告。第四魔法演習場周辺にて第一〇階級以上の魔法出力を確認。パターン赤レッド、パターン赤レッド。敵対勢力による大規模強襲の可能性極大。全生徒、速やかに避難せよ。繰り返す、全生徒、速やかに避難せ──』

　けたたましいサイレンと共に、避難命令が指示される。

（この学園にはこういう防衛システムみたいなものが組み込まれているのか──？）

　メルセデスは試験前に『第五階級までしか許可されていない』と言っていたが。

　彼女自身も、警告音によってふと我に返ったようだ。

『敵影確認。防衛システム起動。全装備オール・使用制限解除アンリミテッド──これより排除を開始』

　周囲の状況をすぐに確認する。

　どうやら防衛兵器があるらしい、しかも超高水準のだ。

　演習場内の壁がいくつも開き、単発型ピン・特級魔砲台ランチャーが現れる。

（一〇、三〇、七〇……百台以上ある！）

　そして原因であるメルセデスを、グルリと囲むように砲身が構えられた。

　目まぐるしいハプニングに、彼女はつい立ち止まってしまう。

　炎の円の中で、立ち尽くしてしまったのだ。

　それは考えうる中でも一番の悪手。

「（ッチ──！）」

　気づいた時には、走り出していた。

　回り道をしている余裕はない、分厚い炎壁に上から飛び込む。

　炎が全身を包んだ。

　それでも走る、彼女の元へ。

「メルセデス！」

　オレの声が届いたのか、はたまた危機意識が働いたのか、ようやくその身体が動く。

　しかしもう遅い。いくら彼女でも、全方位から放たれる砲撃を対処できる余裕はない。

『排除実行エリミネート』

　でも、オレならまだ間に合う。

「──簒さん奪だつの理ことわり」

　静かに唱えながら、オレはメルセデスに被かぶさるようにして押し倒す。

　砲台から放たれる無数の極大魔法弾に、固有魔法が発動する。

　降り注ぐ弾丸、高速の判断、分解の計算、再構築の換算。

　一発も見逃すな、あらゆる脅威を退けろ。

「いざしかん、錬成の道を──！」

　魔法弾はオレたちに接触する寸前で分解される。

　そのまま空中にて、同時進行で外向きの長剣として錬成してしまう。

「お返しだ」

　放たれた魔法弾は長剣へと形を変え、そのまま発射された方に戻っていく。

　のべ百を超える長剣は、瞬またたく間に全ての砲台を貫いた。

　爆発音と共に、熱を帯びた砂さ塵じんが舞う。

「…………っ」

　激しい熱波に、下にいる彼女がさらされないよう、覆い被さったまま動かない。

　服が燃え、上半身が露出したせいで、背中だけが異常に熱かった。

「──無事か？」

　炎が静まった後、オレの呼びかけに、目を瞑つぶっていたメルセデスがゆっくりと開眼する。

「庇かばって……くれたの？」

　そう言われると、オレも答えるのに困る。

「別に。それよりも身体に痛みや違和感はないか？」

「……ええ、なんともないわ」

　それから彼女は起き上がろうとするが、あえてそれを止める。

　いまだにオレは、彼女を押し倒したままでいた。

「ちょ、ちょっと、いつまでわたしの上にいるの？」

「このままでいさせてくれ」

「な、なんで、どきなさい！　どきなさ──」

「メルセデス」

　既に一度呼び捨てにしている。

　もはや形だけ敬うことに意味はない。

　オレは目を合わせて言った。

「このままだ」

　有無を言わさない命令口調に、流石さすがの彼女も押し黙る。

　なにせ花よ蝶ちょうよと育てられたお嬢様である。

　こんな風に一方的に言われることは初めてなのかもしれない。

「わ、わかった……わよ……」

　しかし最初反発したメルセデスだが、最後は驚くほど素直に頷うなずいた。

　オレの意味不明な行動に赤面しそっぽを向く。口もきけないほど怒っているのだろうか。殴られるぐらいのことは覚悟したが、大人しくしてくれるのならありがたい。

　こちらにも切羽詰まった事情というものがあるのだ。例えば──

「怪け我がはないようだし、被害はスカートだけみたいだ」

「え──」

　メルセデスがハッとする。

　誤解されてはたまらないので、すぐに先手を打つ。

「オレがやったんじゃないぞ？　炎がかかって燃えたんだ」

「か、確認させ──」

「やめておいたほうがいい。オレに下着を見られるのは嫌だろう」

　押し倒したままでいる理由の一つだ。

　この姿勢であれば、オレの視線は彼女の顔にしか向かない。

　後で盗視だなんだとあらぬ嫌疑をかけられるのは御免である。仕事内容的に好感度はなるだけ下げたくないからな。不格好であるがあえての押し倒しキープ。

（改めて見ると──）

　煌きらめく金髪、整った眉、長い睫まつげ、丁度よく高い鼻、艶のある唇。

　努力もしているのだろうが、遺伝子レベルから美少女は美少女なのだなと実感する。

「……なによ？」

　ジロジロと見ていたことを感じ取ったのだろう、伏し目がちにこちらを窺うかがってくる。

　だがすぐに視線を逸そらして、そっぽを向いたのだった。

　それから改まった様子で口を開く。

「ごめんなさい」

　お嬢様は謝った。

「わたしが悪かったわ」

「元はと言えばオレの言葉が、なにか逆げき鱗りんに触れたんだろう」

　こういう大事になったが、きっかけはこちらだったのだ。

　メルセデスは消えるぐらい小さな声で、一言だけ呟つぶやく。

「『炎滅』って呼ばれるの、好きじゃないの」

　教えてくれたのはそれだけだった。

　あるいは教える気なんかなくて、ただの独り言だったのかもしれない。

　それ以上なにか語ることもなかったし、オレも訊きかなかった。

　すると会話もなくなってしまう。無言だ。

　しかし彼女が到着するまでには、まだ時間があるので。

「──綺き麗れいな炎だ」

　オレはいまだに燃え続ける赤を見て言った。

「綺麗……？」

　その言葉にブロンドの髪が微かすかに揺れる。

「よく燃え、よく熱く、よく輝く。クレセントの炎は格別だと、昔から耳にしてたが、見るのは今回が初めてだった」

　メルセデスはポカンとしていた。

　オレの言ったことが、信じられないようだった。

　しかし信じられないのはオレも一緒だった。

「お前、そういう顔もするんだな」

「……っ！」

　直じかに対面した時は、なんとも立派な貴族であると思った。

　自信があって、気品があって、高潔そうで、絵に描いたような公爵令嬢だったのである。

　しかしそういう間抜けな顔もをするんだと知ると、不思議と人間味を感じた。

「あ、あなたねぇ！」

　指摘されたことで、声を荒らげる。

　その声を荒らげるという行為も、会った当初では想像もつかなかったものだ。

「素直に感心しただけで悪気は──」

「感心しない！」

　腹部を殴られる。やっぱり殴られてしまった。

「まったく……」

　やれやれという顔で、息を静める。

「炎が綺麗って、燃やされておいてよく言えるわね」

　彼女はオレが炎壁に飛び込んだのを見ていた。

「綺麗なものは綺麗だ」

　本心である。もはや変に言い繕うのは自分の首を絞めるだけと学習した。

　メルセデスも、それ以上なにか反論をするようなことはなかった。

「そういえばあなた、本当は怪我しているんじゃないの？　すぐにでも医務室に行くべきだわ。それかこの場で治癒の魔法を──」

「問題ない。本当に重傷なら、こんな所でお前を押し倒したりしていない」

「でも……」

「クレセントの炎、威力については思いのほか余裕だったってことだ」

「な──」

　王国を代表する炎の一族である、面と向かって「余裕だった」と言われるのは初めてのはずだ。まして攻撃を受けてなお「綺麗」だと言われたぐらいだ。

　事実、お嬢様は驚きょう愕がくという表情をしてらっしゃる。正直面白い顔だ。

「──ご主人様」

　メルセデスが何か言おうとしたが、ちょうど背後から来た彼女に遮られる。

「ついにやってしまったのですね」

「オレは何もやってない」

「上半身裸で女性を押し倒しているではないですか」

「服は炎に突っ込んだ時に燃やされたんだよ。押し倒しているのもわけあってだ」

「公爵令嬢を暴行未遂とは極刑ですよ」

　相変わらずマトモに話を聞かないメイドである。

「別にやましいことはしてない、そうだよなメルセデス？」

「…………」

「おい」

「え、えぇ！　別に……なにも……なかったわ、よ？」

　ならなぜ赤面する。なぜ歯切れが悪くなる。

　見てみろ、レーヴェ全然納得してないぞ。

「こ、細かいことはいい。なにか布みたいなものはあるか？」

「携帯しております。救急手当て用と災害時就寝用がございますが」

「ここにスカートが燃やされたお嬢様がいるんだ」

「御意」

　レーヴェはすぐに意図を察知し、就寝用らしい広い布を取り出した。

　メルセデスが受け取っている間、オレはレーヴェに預けていた上着をすぐ回収した。

　上半身裸でさまよっていては、また暴行だなんだと誤解を受けかねない。

「あ──いらっしゃったぞ！　メルセデス様だ！」

　そこでタイミング良く、教師らしき格好の人たちもやってきた。

「ご無事でしたか！」

「えぇ……生徒や教師に怪我人は出ていませんか？」

「死傷者ありません。現場にいたメルセデス様だけが気がかりでしたが……」

　安心して欲しい、スカート以外は健在である。

「……システムを作動させてしまいました。わたしの責任です」

「責任だなんて、もともと試験官をお願いしたのは我々で──」

　理事長の娘で、期待の天才、責任を取るという彼女に教師たちは首を横に振るだけだ。

「それじゃあ、後のことよろしく試験官殿」

　あえて教師達にも聞こえるような声量で、最後の言葉を結ぶ。

「ま、待って！」

　それでも呼び止めようとするので、オレは諦めさせるつもりでつい言ってしまう。

「気をつけろよ、あんまり動くと派手なの穿はいてるってバレるぞ」

　──あ。

「派手って、あなたまさか……」

　肩が震え出すメルセデス、どうやらすぐに撤退した方がよさそう。

　なにしろオレにも時間というものがあるのだ（決して臆したわけではないぞ）。

　オレは一いち瞥べつして、その場を迅速に立ち去ろうとする。

　これでやっとこの硝煙の臭いからも解放される。

「待ちなさい──ッ！」

　それから丁度に複数方向から爆発音がする。演習場の崩壊が始まったのだ。

　崩れるまでもう少し時間があると踏んでいたが、計算が甘かったか。

「メルセデス様！　すぐにここから避難を！」

「っく……」

　彼女はきっと憎々しい表情をしているのではないか。

　待てと言われて待たれなかったのは、あまり経験ないだろう。

「──再会できることを願おう」

　神にではなく、彼女の高貴さに願う。

　もしも次に会うことができるとしたら、それはオレが学園に入学できた時だ。




「──良かったのですか、あんな別れ方で」

　演習場から出て、正門を目指す最さ中なか、レーヴェが尋ねた。

「ご主人様のことですから、私のいない間に上手うまくやったのでしょうが」

「…………」

「ご主人様？」

「だ、ダメかもしれない」

　真剣に戦ってしまった。異名のことで怒らせてしまった。呼び捨てにしてしまった。押し倒して密着してしまった。命令して黙らせてしまった。下着を見てしまった、エトセトラエトセトラ……。

「どうやって殺すのが最適かな──とか考えながら戦ってしまった、たかが試験なのに」

「ようは急所や弱点を攻めまくったと」

「一対一であることが確定していたから、接近戦で消耗させて、魔法のコントロール鈍らせて、魔力も無駄遣いさせまくって、スタミナ切れになったところを狙おうかな……と」

　公爵令嬢を相手に、気遣いもなく、むしろ無礼千万を尽くしてきてしまった。

「試験自体はめちゃくちゃです。もはや審査もなにもないでしょうね」

「となるとメルセデスの裁量次第ってことになるんだよなぁ……」

　シエル・ブラックという人間を印象づけたという自信はある、悪い意味で。

「地雷を踏んでしまったことが、一周回ってプラスに働くと思うしかないな」

「とにかく自分なりに精一杯やったと言いたいのですね」

「はい……」

　彼女は誇りを持つ人間だった。そして貴族としての責任感もある。

　もしかしたら、かなり恨まれているかもしれない。

　最後なんか『炎滅』なんて大したことないと言ってしまった。

　いっそ学園に入学させて、これまでの無礼のお返しとして、大衆の面前で今度こそコテンパンにしてやろうと今頃は思っている可能性もある。

「学園への入学せんにゅうは、なんとかなると願おう」

　ダメだったらそれまでだ。シリウスさんと対決する。

「まったく、今日は頭を使いすぎたな……」

　腹の底から溜ため息いきが出る。どっと疲れが押し寄せてきた。

「やっぱり、慣れないことは……するもんじゃない……」

　強い痛みに、重心がグラリと揺れ、壁に片手をついてしまう。

「ご主人様？」

　その様子を見て、レーヴェが足を止める。

「どうかなされたんですか？」

　相変わらず無感情な声音であるが、一応は気を遣ってくれている、と思う。

　だが流石さすがはエリート軍人というか、すぐに異変に気がついたようだった。

「──失礼します」

　メイド役を演じながらも、少々乱暴な手つきでオレの上着を捲めくる。

「ひどい……」

　できれば宿に着くまでは平然としていたかったのだが。

「クレセントの炎、見事な火力だったよ」

　オレの上半身正面は、鎖骨あたりから腹部にかけて、真っ赤に染まっていた。

　火傷やけどである。肉が崩れ、ところどころ骨が露出し、ずっと抑え込んでいた血が遂ついに床にポタポタとこぼれ落ちてしまう。

「直ちょくで受けたが、想像以上に効いた……」

　そのままズルズルと壁にもたれかかってしまう。

「固有魔法で対処しなかったのですか……!?」

　珍しく、レーヴェの語気が乱れた。

「メルセデスが見ていたから、使えなかった」

　覆い被かぶさることには、彼女の視界を遮断する意味もあった。

　砲台による攻撃に対し、固有魔法を使えたのは、見られる可能性がなくなったからだ。

「これが最適だと判断した。それだけだよ」

　なにも驚くことはない。

　オレはただ、正体がバレないようにという条件下で、目的を達成しようとしただけだ。

「そのためには死んでもいいと？」

「？　最初からそう言ってるだろ？」

「やり方は、他にもあったはずです」

「かもしれない」

「なら──」

「でもオレにはこれしかできなかった」

　なぜそんなことに拘こだわるのか、いつものドライさはどこにいった。

「言っておくが、レーヴェの注意があったから、固有魔法を行使しなかったわけじゃないぞ。あくまで自分の意思で全てやったことだ」

　事前の『潜入任務なのだから、目立つことはするな』という注意をしたことで、レーヴェが責任を感じているのだと思った。

　しかし彼女は、そうではないとばかりに視線を落とす。

「動かないでください。治療しますから」

「悪いな、仕事を増やして」

「もう喋しゃべらないでください。殴りたくなります」

　誰もいない暗い通路、壁を背に座したオレに、レーヴェは両膝を立ててしゃがみこむ。

　それから回復の魔法を、特にひどい腹部から当てていく。

　自分でできたらいいのだが、錬成以外はできない人間なのだ。

「私は自分のことを、マシーンだと考えるようにしています」

　口を開こうとしたオレを、眼めで制止する。

「最高のマシーンには、品質の良いパーツが必要です。入念なメンテナンスが必要です。十分なエネルギーが必要です。柔軟な行動原理が必要です。命令を下すマスターが必要です。様々な要素が組み合わさり、一つの形になります。構造内には複合物ゆえの境界線が数あま多たあり、時には欠陥バグを生みますが、それを克服することで、より高度な能力を持つマシーンに成長するのです」

　レーヴェの細い指が、そっと傷に触れる。

　火傷のせいだろう、彼女の指が妙に温かく感じた。

「かつての発言を撤回します。あなたはマシーンではありません」

　怒っている。そんな気がした。

　人を怒らせてばかりの一日である。

　なら、今日はもう躊躇ためらう必要もないか──

「オレも、レーヴェがマシーンだとは思えないよ」

　女心はわからない。けれど人か物かぐらいかはわかるのだ。

　反論反抗反はん駁ばくされるのを承知で続ける。

「お前は人間だ」

　そう断言する。

「本当に最高のマシーンは、パーツもメンテもエネルギーも必要ない」

　成長などしない。進化などしない。

　生というものに囚とらわれず、完全不滅のものとしてそこに存在する。

「忠心には、私心があってはいけないはずだ」

　機械を自称する少女の矛盾。

　考えるというのは、人間の特権なのだ。

「私は……」

　治療していたレーヴェの指が途中で止まる。

　思うところが、あるようだった。

　そしてそういう撞どう着ちゃくした人間を、オレは何人も見てきた。

　みな等しく、死を恐れているようだった。

　死を恐怖するほど、人は死にたくなる。

「私は、マシーンにはなれないのでしょうか？」

　さあと首を振る。なれるなれないはオレが決められるものではない。

「ただレーヴェがどういうものになるのであれ、もしも死ぬとなった時、やっぱり厳しいとか、寂しいとか、退屈だとか、億おっ劫くうだとか、まあなにか思うことがあれば言ってくれ」

　理由はなんでもいい、これは理屈でなく義理なのだ。

「オレでよければ、いつでも一緒に死んでやるよ」

　そうすれば少しはマシになるだろう、と思う。

　レーヴェは一考して、一言だけ口にした。

「それは同情ですか？」

「まさか、今回の治療費だよ」

　それから薄暗い通路で、いくばくかの時間をすごした。

　レーヴェの手から放たれる淡い光だけが、止まった空間に流れている。

「──これで、大部分の治療は完了です」

　痛みがぐっと引いたあたりで、光が止やむ。

「すごいな。あっという間だった」

「まだ完治したわけではありません。後で集中治療を行いますから覚悟してください」

　レーヴェは包帯を取り出して、慣れた手つきで巻いていく。

「メルセデス・クレセントに対し、あの体勢を維持しつづけたのは、この火傷を見られないためだったんですね」

　もちろん下着盗視を疑われたくないという理由もあったが、真実は彼女の言う通りだ。

「試合中『炎滅』のことを言ったら、メルセデスの表情が変わったんだ」

　詳しいことは分からない、しかし何かよくない事情を抱えていると悟る。

　だからオレは炎に灼やかれたことを隠そうと思った。

　そうした方が彼女が傷つかないと考えたのだ。

　見せてしまうと今後接触する上で、尾を引くかもしれない。

　しかし本当にそれだけなのだろうか──自分の中に、妙なしこりが残っている。

「一時は、血が零こぼれるんじゃないかとヒヤヒヤしたよ」

　彼女の制服に大量の血痕がついてしまえば、後で色々と勘ぐられてしまう。

「ただメルセデスは才女だ。もしかしたら努力の甲か斐いなく、怪け我がのことバレてたかもな。やけに医務室だの治療しろだの言ってきたし」

「どうでしょう、私が見た限りでは大丈夫そうでしたよ」

「オレのこと犯罪者だとかなんとか言ってたのに、本当にちゃんと見てたのか？」

「いやですねご主人様、あれは挨拶のようなものです」

「それはそれで問題なんだが……」

「なんですか？　文句があるのですか？　殺しますよ？」

　治療してくれたのに、今度は殺すぞと言う。

　レーヴェはすらりと立ち上がり、これでいつも通りだとばかりに姿勢を正した。

「シエル──あの話、一応考えておきますね」

　そう言って、オレの三歩後ろにつく。

「帰るか」

「帰りましょう」




　　　　※※※




《ＳＩＤＥ：メルセデス・クレセント》




　今日、不思議な人と出会った。

「綺き麗れいな炎──」

　ランタンに灯ともした自分の炎を見る。

「シエル・ブラック」

　自室の机の上には、あのとき燃やした願書の原本の山がある。

　試験官として、それらに目を通してから記入を終え、残るは彼の書類だけだ。

「口では『炎滅』がどうとか言っていたけれど」

　繰り出される動作には一切無駄がなく、本気でわたしを倒すつもりのようだった。

　そこには気遣いとか、遠慮とか、忖そん度たくとか、そういう無駄なものがなくて。

　ただただ真まっ直すぐに、わたしと向き合っていた。

　今になって振り返ると、言葉よりも行動で、彼はその意思を表していたと分かる。

「そういうの、いつぶりかしら」

　結局、自分は向き合うことを恐れ言葉に頼ってしまったが。

「得意なのは錬成魔法と言っていたけれど……」

　あの試験中に錬成はできない。余裕があるないではなく、根本的に武器以外の持ち込みが認められていないからだ。材料がなければ、当然何も作ることはできないのである。

「でも、疑問が残るのよね」

　最後まで彼は認めなかったけれど、あの時庇かばってくれた時のことだ。

　シエル・ブラックはどうやって、降り注ぐ魔砲攻撃からわたしを助けたのだろう？

　どんな魔法を──使ったのだろう。

「魔砲弾数は全部で一三七。錬成の魔法どころか、並の魔法では防ぐことができない。しかも防ぐとほぼ同時に砲台まで破壊するなんて、普通じゃない──いや、異常よ」

　詳しく調べようにも演習場は崩壊してしまった。手がかりはない。

　しかしここで更なる疑問にぶつかる。

　彼がなにか強大な魔法を使えると仮定してだ。

　なぜわたしの炎に対してはそれを使わなかった？　なぜ生身で炎壁に突っ込んだ？

　通常であれば、あれだけで重い火傷やけどを負い、動けなくなるはずである。

「もしかして、わたしに魔法を見られたくなかった……？」

　思考の末に導き出したのは、合理性の欠片かけらもない答えである。

　おかしな話だ、それが試験を受けに来た彼にとってどんなメリットになる？

（少し、根を詰めすぎたかもしれません）

　ペンを置いて、息を吐きながら一度肩を落とす。

「おじいさま……」

　机には、幼い自分と、亡なき祖父エミール・クレセントを写した写真がある。

　祖父はわたしの魔法の師であり、尊敬する人であり、沢山のことを教えてくれた。

　そして、わたしの炎を綺麗だと褒めてくれた、最初で最後の人だった。

「おじいさま、今日、不思議な方と会いました」

　不思議というか奇妙というか、どこか影のある、謎めいた人物である。

　ただこんな風に感傷にひたってばかりもいられない。わたしにはもう時間がないのだ。

「早く、完成させないと」

　おじいさまと約束した夢が、このままでは潰ついえてしまうという焦あせり。

　ふと関係ないはずの彼の姿が思い浮かんで、わたしは無意識に呟つぶやいていた。

「あなたなら、どうするのかしら──」











３章〈銀色の風が〉






「──お似合いですよ」

　我らが狭い拠点も朝を迎える。

　クレセント魔法学園の制服を着たオレに、レーヴェは淡々と評価を下した。

「まるで右も左もわからぬ出来たてホヤホヤの魔法学園生です」

「褒めてないだろ」

「私のメイド服をさんざんイジったお返しです」

「イジったつもりはないんだって」

　素直に称賛していたのだが、彼女はそうは受け取っていなかったらしい。

「しかし本当に合格できるとは……」

　試験の次の日──つまり昨晩には、制服と入学案内書が送られてきた。

　たとえ合格していたとしても、数日はかかると思ったが、怖いほどスピーディーである。

「それほど恨まれているのかね、あのお嬢様に」

「出会い頭に襲ってくるかもしれません」

「それはお前だろ」

「？」

「そんなことありましたっけ、みたいな反応だな」

　そんなことありました。

「過去のことを気にする男は嫌われますよ。若い女性向けの資料に書いてありました」

「過去を気にしてなかったとしても、もともとオレのことは嫌いだろ」

　どちらでも嫌いは嫌いである。

　あくまでビジネスパートナーのようなものだ。ここに不純な関係や感情は存在しない。

「しかし過去を一切なかったように振る舞うって、なんだか冷たい気もするが──」

　若い女性がどうのこうのは知らない。

　少なくともオレは、これまでのことを過去の一言で終わらせることはできないと思う。

「そういえば、レーヴェはメイド服のままなんだっけ？」

「従者、ということになっていますので」

「メイドを引き連れて歩くって、未いまだに慣れないんだよな」

「これから行くのは名門校ですから、多くの学生が当たり前のように従者を連れています。変にぎこちないと怪しまれるので注意してください」

　一通り着替えが済むと、一応レーヴェにチェックをしてもらうことになった。

「襟締ネクタイ」

「？」

「もう少しちゃんと結べないのですか？」

　これでも頑張った方なのだが、どうやらメイドはお気に召さないらしい。

　また直そうとすると、

「一体何度やり直すつもりですか。日が暮れてしまいます」

　有無を言わさず、レーヴェがすぐ目の前まできて、生地に指を絡からめる。

「私がやります」

「レ──」

「気をつけ。背筋を伸ばしてください」

　どうやら全部やってくれるらしい。御お礼れいも文句も受け付けないようだが。

（あまり返しにくい借りは作りたくないんだけれど……）

　別に借りを作ること自体に大きな問題はない。

　それすら嫌なら、百年前に一千万ルクスも借りたりしないのだ。

　重要なのは、それを返せるかどうかである。

　その間にもレーヴェは慣れた手つきで、タイを結び直していた。

　こうして見ていると、本物のメイドのようである。

「軍学校で教わりました」

「こういうことまで教わるんだな、てっきり魔法と格闘術ぐらいだけだと思ってた」

「卒業後に、潜入任務や護衛任務をする可能性もありますから」

　自身が男装をすることになったり、今回のようにメイドとして演じる場合の想定をしての訓練なのだという。

「帝国近代史の教科書によれば、シエルの時代にも、軍学校に限らず一般学舎で、最低限の教養は教えていたと記憶していますが」

「うーむ、どうなんだろう」

「どうなんだろうって、自分のことでしょう？」

　どう答えるか僅かに迷い、ここは正直に言っても支障はないかと決める。

「オレは学校というものに通った経験がないから、よく分からないんだよ」

　物心ついたころには戦場に立っていたわけで、学生になるのも今回が初めてである。

「読み書きとか、歴史とか、そういう知識は周りが教えてくれた」

　あの時間がなければ、きっとオレは無能の上に無知と言われたのだろう。

「色々教わったけれど、どうやらネクタイの講義は不十分だったみたいだ」

　なんて冗談を飛ばしてみたが、やはりレーヴェはくすりともしなかった。

　オレの冗談が面白くないだけなのかもしれないが、彼女の笑った顔を一度も見たことがない。表情がまったく変化しないのだ。ずっと無の状態である。

　なんとなく雰囲気で、彼女が怒ったり驚いたりしているなと思う時はあるが、それも全てオレが勝手にそう思っているにすぎない。そういう気がしているだけなのだ。

「……なら、これが初めての学生生活ですね」

　そんなことを考慮している間にも、着付けが終わった。

　ネクタイから手を離して、一歩後ろに下がって距離を取る。

「百年後の世界で、命令を受けていて、メイドがいて、普通とは程遠い気がするよ」

「それでも、学生は学生です」

　オレのぼやきに、彼女は頑として言った。

（きっと学生の役を上手うまく演じきれって、遠回しに言ってるんだろうな）

　言われなくても、与えられた仕事はきっちりこなすつもりだ。

　上手く演じてやるさ。

「学生になるのですから、もう少し素直に行動してみても、いいのかもしれません」

　黙々としていると、レーヴェは助言らしきものをした。

　既に学生を経験した先輩としての意見なのかもしれない。

　素直に行動、か──

「シエル」

「ん？」

　視線を上げると、レーヴェがすっと姿勢を伸ばした。

「ご入学、おめでとうございます」

　心なしか、ほんの僅かだけれど、彼女は笑った。

　そんな気がした。




　　　　※※※




「あちこちから視線を感じる」

　正門から本校舎入口まで続く、無駄に長い一本大通りを進む中、オレは謎の視線にあてられていた。一人からどころではない、何十人単位の生徒からである。

「ご主人様が不審者だとバレてしまっているようですね」

「おい」

「やはり同じ罵倒では飽きますか、申し訳ありません。レパートリーを増やします」

「改善するポイントが違うだろ」

　まず不審者ではない。それから罵倒されて喜ぶ趣味もない。

「オレは聞き流せるけれど、あんまり人前で言うと、そういう関係って勘違いされるぞ」

「それは二人きりの時に罵ってくれ、ということですね？」

「そんなプライベートなお願いは一切していない。あんまり学園でふざけると、以前お前が言っていた本みたいに、ヒモかなにかで縛って部屋に置いていくからな」

「…………」

「な、なんで黙る？　怒ったのか？」

　いつもだったら即投げ返してくれるのに、彼女は少し俯うつむいてしまう。

　オレは咄とっ嗟さに、本気じゃない、冗談だったんだと謝ろうとするが──

「ご主人様がしたいなら、どうぞ」

　と短く小声で答え、ついでにチラチラと横目で見てくる。

（……も、もしかして期待されてる？）

　彼女は一見平然としているようだが、ほんの少し声が震えていたような気がした。

　……なかったことにしよう。

　時には過去も忘れるべきかもしれない。

　若い女性向け資料とやらにもそう書いてあったそうじゃないか。

『──あれが噂うわさの』

　登校する人影が増えていくにつれ、視線を送ってくる生徒たちの囁ささやきが、嫌でも聞こえてくるようになる。

『今回の試験、合格者ひとりだけだったんだって』

『メルセデス様がじきじきに立ち合ったって話だ。あの男はそれを突破した』

『もしかしてどこかの大貴族か王族なんじゃないか？』

『顔はイケてるよね！　玉砕いっとく!?』

『連れているメイドもめちゃくちゃレベル高いだろ。少し怖そうだけど』

　以上、生徒大衆の一部抜粋である。

　ようは自分が頭でイメージしているより、メルセデスはずっと周りに尊敬され、畏怖され、権威となっているのだ。そんな彼女が唯一認めたというのだから、自然と興味や懐疑を抱いてしまっているという感じである。

「こういうものでしょう、平和な学園というのは」

　後方のレーヴェに目線を送ると、こちらの疑問を読み取ってすぐに答えてくれた。

「レーヴェが通っていた所もこんな感じだったのか？」

「学校の在り方が大きく異なりますが、所詮は少年少女、本質は似たようなものです」

「じゃあ馴な染じむの大変だったんじゃないか？　レーヴェ強引なところあるし」

「ほほう、私がボッチだったとよくわかりましたね」

　また余計なところを踏んでしまった。どうしてこうピンポイントで言ってしまうのか。

「言っておきますが、私は孤立していたのではなく、孤高になることを選んだのです」

「栄光ある孤立と言いたいわけだ」

「友人とか恋人ができると機体強度が低下しますから」

　レーヴェは本気でそう思っているらしいので、それを気に病むのはむしろ失礼だろう。

　実際自分も、その思想に共感できる部分があるわけだし──

「ごきげんよう」

　その時、生徒たちのざわつきが一層高まった。

　ブロンドの髪がさらされると、道いっぱいに広がっていた人が左右に退しりぞく。

　まるで女王陛下のご降臨だ。

　今や彼女と同じ線上に立つのはオレだけである。

「美しい……」

　一番近くにいた男子生徒が呟つぶやいた。

（……重傷だな）

　女神でも見たかのような、あるいは学園を照らす太陽を目撃したかのような有様だ。

「再会できて嬉うれしいわ、シエル・ブラックさん」

　出会った時と変わらず、その高貴さ優雅さは健在。

　むしろ生徒たちが臣民のようにひれ伏すので、以前より一段と輝いても見える。

　下着だなんだで慌てていたことが噓うそのようだ。

「こちらこそまた会えるとは光栄だ、メルセデス」

　売り言葉に買い言葉。

　彼女はきっとオレに恨みや貶さげすみを持っている。

　前回あれだけ無礼に振る舞ったのだ、ならば今回も勝負は既に始まって──

「キサマ！　メルセデス様になんて無礼な！」

　端に控えていた生徒の何人かが血相を変えた。

　女王にあだなす不届き者を見つけたとばかりに、粛清をすべく一気にオレに飛びかかる。

（初めての学園生活が、まさか喧けん嘩か沙汰から始まるとは……）

　なんとも憂鬱なスタートだ。

　このまま彼らに押しつぶされるわけにもいかないので、適度に対処しようと決めた。

　しかしオレよりも断然早く、彼女が動く。

「──無礼なのはあなた方です」

　鋼の糸が見えた。

　刹那、男たちが全員吹っ飛ばされる。

　静かな殺気が空間を支配し、これから飛びかかろうとしていた者たちの足も止めた。

「な、なんだお前は！」

　臆した一人が彼女に向かって叫んだ。

「お前？　随分気安く言ってくれますね」

　メイドの瞳に光はなく、ただただ機械的にそれに応える。

「私をお前と呼んでいいのはご主人様だけです」

　叫んだ男の首元を、死線が食い込んで黙らせる。

「──メイドです、一目瞭然でしょう」

　糸とフリルを華麗に振りまく少女は、簡潔にそう名乗った。

　男の首から糸を解くと、彼は咳せき混じりに睨にらみをきかせる。

「こんなことしてただで済むと……僕が誰だか分かってるのか!?　メイドの分際で貴族であるこの──」

「知りません、殺しますよ？」

　温度と容赦のない言葉が、彼に突き刺さる。

　誰も、動くことができない。

「──愉快なメイドを雇っているのね」

　静寂を破ったのはメルセデスだった。

「一度顔は合わせているわね。お名前、教えて頂いてもよろしいかしら？」

　相変わらず煌きらめく彼女は、その殺気にもたじろがない。

「シエル・ブラック様の専用従者──レーヴェと申します」

　二人の女の時間だった。その空間には誰も割り込めない。

「とても腕が立つみたい、魔法を使わずに彼らを吹き飛ばすなんて」

「ご主人様に害なす者を排除する、それが仕事です」

「相手が貴族でもかしら？」

「私が仕える相手はシエル様だけですから」

　意外だった。

　レーヴェは上手くメイドを演じている。

　ただそれはあくまで任務の一環であり、本気で尽くす気はないと理解していた。

　現にさっきまで散々オレに舌ぜっ鋒ぽうを飛ばしていたのである。

　しかし今はどうだ、まるで別人ではないか。

「今日はご主人様の門出なのです──誰にも、邪魔はさせません」

　初めて学生をすることになると朝に言った。

　他愛のない昔話のつもりだった。

　しかしこのメイドは、それを本当に大事と捉えているように振る舞う。

　演技とは思えないぐらい、彼女の演技は本物じみていた。

　それは狂気すら、感じるほどに──

「あまり手荒いと、後々ご主人様に迷惑がかかるかもしれないわよ」

「かかる前に処理します」

「この場にいる全員を敵に回して、まだ勝機があるとでも？」

　一斉に襲いかかられれば、数の差で圧倒されてしまうのではないかと言う。

「逆でしょう──我々を敵に回して、まだ勝機があるとでも？」

　口調は丁寧で冷静、しかしそれは宣戦布告以外のなにものでもない。

　流石に怒りを覚えたのか、何人かの生徒が列から飛び出そうとするが──

「部分処理ワンパート」

　踏み出そうとした人々の靴だけを、器用に切断し、丸裸にしてしまう。

　まさに一歩も退かない女の戦いだった。

　一体どうする気だとオレはレーヴェに視線を送るが、いつもと違ってこちらを見ない。

　メルセデスだけを一点に眼中に収めている。

「──ふふ」

　緊張で固唾を吞のんだ時、

「まるで物語に出てくるメイドさんね」

　と、メルセデスが上品に笑った。

「主君のためなら全てと戦う、今の時代では流行はやらないわ」

「そうでしょうか」

「だって、それってもう愛じゃない」

「愛ではありません。これは使命です」

　しかしレーヴェは真っ向から否定した。

「──主君のために、命を使えるのね」

　話は、そこまでのようだった。

　どういう原理か、決着がついたらしく、メルセデスは目を瞑つぶる。

　レーヴェも指を下ろし、またオレの三歩下がったところに戻ってきた。

　メルセデスは周りにも聞こえるように述べた。

「シエル・ブラックさん。今回の件にあなたの非はありませんし、先生方には後でわたしの方から話をしておきましょう」

　メルセデスに敬語を使えなどという校則はないと、本人は改あらたまって公言する。

「メイドも今回は不問とします。従者として主あるじを守るべく動いたのですから」

　彼女はむしろ、忠道大義であると褒めているようですらあった。

　なんにせよメルセデスの一声で場は弛し緩かんし、徐々に止まっていた時間が流れ始める。

「（一体どういうつもりなんだレーヴェ）」

　オレがすぐに訊きくと、僅かにタイムラグを挟んでからこう答えた。

「（これからメルセデス・クレセントに接触していくのですから、いずれは他の生徒たちから今回のような攻撃を受けることになる。ならば初日、大勢の前で牽けん制せいしておけば、今後の活動が断然スムーズになると考えました）」

　一罰百戒──一人を罰して百人に警告をする戦略というわけらしい。

　吹っ飛ばされた数は一人どころではないけれど。

「シエル・ブラックさん」

　メルセデスが近くに来る。

　誰もがオレと彼女が同じ位置に立つのを、もはや表だって咎とがめることはできない。

「シエルでいい。フルネームで呼ばれるのは疲れる」

「ならシエルさん。今日はわたしが案内するわ、付いてきなさい」

「お嬢様が直々に？」

「編入を許可したのはわたしなのだから、わたしが責務を負うのは当然でしょう」

　なるほど、彼女らしい言い分だ。

「相変わらずご立派だ」

「相変わらずと言われるほど、あなたと親しくなったつもりはない」

「正論だな。発言を訂正する」

「素直でよろしくてよ」

　しかし意外、思いのほか会話のリレーができている。

　もしかして、オレが想像していたより、怒ったり恨んだりしていないのだろうか。

「それから助言しておくけれど、そのメイドの手綱はしっかりと握っておきなさい」

　先の件を鑑かんがみて、貴族としてのアドバイスらしい。

　握っても飼い主ごと引きずっていくのだが──とは言えなかった。

「なにか失礼なことを考えてますねご主人様」

　後ろでじっとオレたちのやり取りを見ていたレーヴェが、静かに科か白はくを落とす。

　なんだか普段より声が冷たいような……気のせいだろうか。

「まったく全然これっぽっちも」

　すぐに言い訳するが、このメイドには念仏だった。

「ご安心ください、私の身も心もあなたのものです。どんなアブノーマルな命令にも従い、完璧にこなしてみせましょう」

　遠回しに【隷属契約テスタメント】のことを暗喩しているのだろう。

　しかしなぜそんなことをわざわざここで言う。

「落ち着けレーヴェ、オレはやましいことを考えていたわけでは──」

「受け入れます。一歩間違えれば死んでしまうようなハードな命令プレイでも」

「勝手に受け入れるな！」

　あと命令の読み方が違う！

「あなたたち……」

　メルセデスが引いている。夜な夜な変なことをしていると勘違いしている。

「誤解しないでくれメルセデス、レーヴェが言っているのは……」

「思い出します、初めて出会ったあの時を。私を限界ギリギリまで追い詰めて──」

「どうしたんだ一体、もしオレに何か落ち度があったなら言ってくれ」

「そして一生逆らえないような身体からだにされて──」

「シエルさん、あなた本当に……」

　結局、オレの門出が祝福できるものであったかはわからない。

　とかく一生忘れられない出来事になったのは確かである。

　特にレーヴェには翻弄された。

　彼女自身が言ったとおり、その言動に愛があるとはまったく思えない。

　それでももし、誰かが彼女のそれを愛だと言うのなら、それはあまりに重すぎる。

　受け取ったやつは、きっと冥土までまっしぐらだ。




　豪ごう奢しゃな廊下に、制服が右へ左へ流れ流れ。しかしメルセデスが往いけば道が拓ひらく。

　学園内をざっと案内してもらうが、非常にスムーズに進んだ。

「こんなにまじまじと見られるのは初めてだ」

「みんな興味深いと思っているんでしょうね」

　隣を歩くメルセデスは、余裕の表情で闊かっ歩ぽする。

　人の視線に慣れているのだろう。

「わたしが誰かと一緒に並んで歩くなんて、普段だったらありえないもの」

　みな恐れ多くて、隣に立つことを遠慮してしまうのだという。

「ここの連中、お前のこと好きすぎるだろ……」

「なにもしていないのだけれどね」

「なにもしてなくてこうなるか？」

　そこでよく訊いてみると、次々と逸話が出てくる。

「強いてやっていることと言えば、不在がちな学園長の代わりに会議に出たり、あるいは教師に代わって講義を行ったり、あと生徒代表として──」

　しかも本人は涼しい顔をしていて、それが自慢だとか一切思っていない。

　ただ淡々と過去の事実を並べているだけ。

「それは女王様扱いもされるだろうな……」

　一通り聞いただけでも、納得できてしまう。

「妙に頼られるの。そうしたらいつのまにかこんな状態に」

　あまりに忙しいスケジュールだ。聞いているだけで頭が痛くなってくる。

「しかし仕事とはいえ、オレなんかと歩いていていいのか？」

「どういう意味かしら？」

　これは機会だと思い、思いきって例の件を本人にぶつけた。

「いや、婚約者が学園にいるって──」

　ピタリとメルセデスの足が止まる。

「誰から聞いたの？」

「誰というか、散々噂うわさになっていたからな。嫌でも耳に入ってくるよ」

「……そう」

　彼女は何事もないようにまた歩き出す。

「不要な心配よ。あなた程度が相手なら誤解のされようがないもの」

「まあそれもそうか」

「…………」

「ん？」

「別に、なんでもないわ」

　なんでもない──否いな、なんでもなくはない。

（やはりオレの予想は正しかった……！）

　メルセデスは、間違いなく一連のことを根に持っている。

　でなければそんな不満そうな顔はしない。

　婚約者のことが揺さぶりとなり、ついに本音を露見させたのだ。

　表面上は平静を装よそおっているが、腹の底ではメラメラと炎が燃えているのである。

「メルセデス」

　今度はオレが立ち止まった。

　グダグダと言い訳じみたことを言っても前回の二の舞である。

　素直に、行動をしてみよう。

　今度は、伝えたいことを、ただそれだけを──

「オレは、お前のことを知ってこの学園に来たんだ」

　絶対に勘違いされないよう、真まっ直すぐに伝えるのだ。

「え……」

　突然の言葉に、メルセデスは固まった。

（オレはお前のことを事前に知っていたんだ。そして今日は具体的な活躍も知って、他の生徒たちと同様に敬愛の感情を持ったよ。その大人顔負けの働きを──心から称賛する）

　女王様のように扱うことはしないが、それでもこの敬愛の気持ちは本当だ。

　以前に押し倒したことや、その他の一見すると無礼な行為、それは決して彼女を軽んじていたわけではないのである。相手が本物であるとわかったからこそ、オレがオレとして、不器用だが必死にやろうとした結果なのだ。だからどうかこれまでの怨えん恨こんを水に流してくれないか──と。

　しかし口下手な自分がそんなことを説明しては、またあらぬ誤解を受ける。

　だからこそ、一言で伝えるのだ。

「そ、そんなの、だって突然言われても……」

　赤面とその慌て振りからするに、オレがこんなにストレートに〝弁解〟するとは思ってもみなかったのだろう。どうやらしっかりと伝わってくれたらしい。

「ご主人様……」

　レーヴェが絶句という様子で見てくるので、自信を持って力強く頷うなずいておいた。

「それで、案内してくれるのは次が最後なんだろう？　さっそく行こう」

「行こうってあなた……せ、説明なさい！　さっきのは……」

　待つことはできない。オレに言葉は残っていないのだから。




「──ここが、大教室よ」

　最後に案内されたのは、広い教室だった。

　階段状に机と椅子が設置されていて、一番下に教壇と黒板が配置されている。

「……これから実際に授業が始まるわ」

「メルセデス、なんか声が小さくないか」

「あ──あなたのせいでしょう！」

　メルセデスの怒号に、一気に周囲がざわつく。

「く……」

　当のメルセデスはやってしまったとばかりに、ぎゅっと目をつぶった。

　しかし一度深呼吸をすると、その顔は既に貴族のものに戻っている。

「この件はまたいずれ。今は案内を続けます」

　まさに瞬間の切り替えである。

「本校は一応学年が設定されていますが、大きな意味はありません。学年ごとにいくつか必修科目が用意されていますが、ほとんどの単位は自由に選択して取ることができます」

　メルセデスは教壇のほぼ目の前に移動し座った。

　最終的に、メルセデス、オレ、レーヴェという並びで着席する。

「今回は【錬成】の授業です」

「錬成？」

「あなたの得意魔法が錬成属性と聞いていたので、初回の授業に選びました」

　初日の一発目ということで、どうやら気を利きかせてくれたらしい。

　間もなく扉を開けて、細身の男が入ってきた。

　その後ろには彼と同じくらいの背の、大きな鞄かばんを持った魔法人形ゴーレムがついている。

「──おや、メルセデスさん」

　これは珍しい客がきたとばかりに、彼は目を配った。

（レンズ・ファウスト……）

　まさかの事態というか、講師はメルセデスの婚約者だったのだ。

　オレはつい彼女に視線をやってしまう。

「……今日この時間に開いている錬成の授業は、彼だけですから」

　と小声で教えてくれる。

　思っていた以上に、気を遣ってくれていたようだった。

「ありがとう」

「気にしないでください」

　色々と婚約者とありそうではあるが、責務が優先されたというわけだ。

「レンズ先生、今日は編入生──彼らの案内に来たのです」

「あぁ、噂の」

「シエル・ブラックさん、その隣が従者のレーヴェさん。シエルさんが錬成の魔法に関心があるようなので、せっかくならと──参加させて頂いてもよろしいですか？」

「歓迎するよ。今どき錬成に興味がある学生なんて珍しいしね」

　どうやらこの時代でも、錬成は日の目を見ていないようだ。

「僕はレンズ・ファウスト。専門は闇属性だけれど、他にもこの錬成や、使役の魔法の授業も行っているよ」

　人の良い、爽やかな笑みで、彼はそう挨拶した。

「シエル・ブラックです。よろしくお願いします」

　学生らしく応えることにする。挨拶は基本中の基本だろうから。

（でも授業を受けるって、今さらだけれど大丈夫だろうか……？）

　メルセデスは関心がある生徒と紹介してくれたが、錬成の理論など学んだことがない。

　これまでずっと独学でやってきたのだ。

「今年度の授業はこれからだからね。いつもであれば教科書から入るけれど──」

　教壇に立ったレンズ先生はオレの方を見て笑う。

「今回は実験から入ろう。話だけじゃつまらないって思われるかもしれないからね」

　どうやらここでも自分は配慮を受けたらしい。

「じゃあシエル君、前に出てきて」

「え──」

　戸惑うオレに、手で急せかす。

　拒否することもできないので、静かに立ち上がって教壇に向かった。

「大丈夫、初歩の錬成を実演してもらうだけだから」

　レンズ先生は魔法人形から大きな鞄を受け取る。

　その中には授業で使う、様々な金属や鉱石が収納されているようだった。

　そして二種類の金属を目の前に置かれる。

「……初歩ですか」

　眼前に用意された金属を静かに触った。

　温度、密度、材質、特性、形などを読み取ってみる。

「この二種類の素材を、一つの形になるよう錬成してほしい」

「形状設計に指定はありますか？」

「任せるよ。好きな形にしていいからね」

　なるほど、それなら……。

「待っててね、いま図表を──」

「一応、できましたけど」

「うそ!?」

　いまだ鞄の中を探っている先生であったが、その手を止めて頭を勢いよく上げる。

「早いなぁ。じゃあさっそく鑑定させてもらおうか」

　金属の錬成は、オレの使う武器錬成の基礎である。

　固有魔法オリジナルに辿たどり着くまでには、数え切れないほど試してきたわけで。

「どれどれー」

　今回は短剣ナイフのひな形となる、薄い直方体として錬成してみた。

　幾度となく作ってきた形状である。

「これは──」

　しかしそれを手に取ったレンズ先生は、次第に表情が険しいものになっていった。

「…………」

　その眼まな差ざしは教師というより職人で、迂う闊かつに声をかけることもできない。

　彼が黙ってしまったことで、教室にも不穏な空気が流れ出す。

「三種、いや……四種錬成はできる？」

　唐突にそう尋ねられた。

「材料はなんでしょうか？」

「金属および鉱石など硬質物質、いずれも人の手が入ってない自然保存状態だ」

「おそらく、できると思います」

　レンズ先生は、新たに四種類の材料を用意した。

　材料は自然物質のみで、アウトプットする形状も自由となれば簡単だ。

　オレは出された材料をそれぞれ触り、把握し、計算した。

　そして自分の魔力を適切な量抽出し、それを粘着剤のようなイメージにして、材料の構造内部の要素同士を連結させていく。

「……完璧だ」

　できあがったものを見て彼は呟つぶやいた。

　そのストレートすぎる評価に、教室も若干どよめいた。

「じゃあ合格点……ですかね？」

　自分の錬成の魔法を、ここまで真剣に見られたのは初めての経験だった。

　完璧と言われながらも、恐る恐るという様子で訊いてみる。

「合格点？　合格もなにもないだろうこんなものは」

　しかし、彼の反応は自分の想像していたものと大きく異なるようだった。

「他の属性以上に、錬成の魔法には分析と計算、もっと言えば高い魔力操作力が必要だ」

　彼は生徒たちに説明するというより、己の理念や思想を再確認しているようだった。

「シエル君、君──なんともないのかい？」

　それは苦痛はないのかと、確認しているようだった。

　オレはその質問の意味がわからない。

「できあがったこの錬成物質、完璧だよ」

「はぁ……」

「でも完璧すぎる。元の材料があったなどとは思えないぐらい、錬成されたものだとはわからないぐらい、一つの物質として完成してしまっている。完全無欠なんだよ」

　レンズ先生は、鞄からありったけの本やら用紙を取り出した。

「見てくれ」

　それは教科書であったり、理論書であったり、巨大な図式絵であったり。

「これは全て地図だよ。特に四種錬成といった高度な領域においては、常ににらめっこをしながら行うことになる。公式や理論をその都度確認して、材料を連結させていくんだ」

　地図……。

「必要ですか？」

　言われたことがすぐに理解ができず、そのまま答えてしまう。

　戦うのに地図なんて邪魔なだけでしょう、と思ったのだ。

　いちいちそんなもの確認していたら、真っ先に殺されてしまうではないか。

　先生は少し無言になって、また新たに二種類の材料を取り出した。

　見たことのない、黒い鉱石と白い鉱石だ。

「これ、錬成できるかい？」

　差し出されたので、直じかに触れてみる。

（難しい構造だ。さっきまでとはレベルが違う。でも──）

　逡しゅん巡じゅんした末に、おそらくできるだろうと頷うなずいた。

「では実際に錬成して。それから頭の中で考えた計算──今度はそれを黒板に書いてみてほしい」

「黒板にですか……？」

「君の思った通りでいい、自由に書いてみて」

「しかし……」

「時間はあるから」

　もはやレンズ先生は、他の学生のことを見ていないようだった。

　席に戻れる雰囲気でもないので、言われたとおりチョークを持つ。

（別に固有魔法を見せるわけでもないし──）

　一つ息を吐いて、黒板の端からその白い切っ先を走らせていく。

　羅列する数字、独自の数式、不規則な図形、複雑な図表、最適な分解と再構築の調整──それらを一気に書き込んでいく。計算が終わるという頃には、記号群が巨大な黒板を隙間なく埋め尽くしてしまっていた。そしてようやく解を結んだ時に先生は言った。

「この二種類の鉱物同士はね──錬成できないとされている」

　彼は錬成されたその直方体物を手に取り、オレにだけ聞こえるような声で、

「いわゆる『錬成学上の不可能問題』というやつだ。まだ誰にも解けていない」

「不可能、問題……」

　後ろを振り返ると、黒板には答えがあった。

　この場にいるほとんどの人間が、何が書いてあるかも、何を言っているかも理解できていない。しかしこの人だけは、錬成という魔法を介してオレという存在の〝本質〟を見通そうとする。

「シエル・ブラック君」

　彼の眼めには冷たい光が宿っていた。

「君は一見、ただの学生のようだが──」

　レンズ先生の言葉を遮るように、授業の終了を告げる鐘が鳴った。

「……どうやら今日はここまでのようだ」

　彼はオレから距離を取り、今日は終わりだと受講者たちに声高に合図する。

　それを聞いた生徒たちは、訝いぶかしげに教きょう壇だんの方を見ながらも、ぞろぞろと去って行く。

「今度また時間がある時にでも話そう」

「都合さえあえば、自分は……」

「それと、できればこの授業にも顔を出してもらえると嬉うれしいよ」

　おかしなことを言う、顔を出さないでどうやって授業を受けろというのか。

「そりゃあだって、君は別格だもの」

　言わずともオレの疑問を見透かしているようだった。

「合格どころではない。許されるのなら無限に単位をあげたいくらいだ」

　いくらなんでも大仰である。

「不可能を可能にしたら、それだけで英雄なんだよ」




「──英雄は必衰するのが理ことわりだ」

　初めての授業らを終え、外気を浴びる。

「実際に堕おちたご主人様が言うと説得力がありますね」

　昼休み──オレとレーヴェは、校舎のひとつである建物屋上にいた。

　ここより背の低い施設や演習場を確認でき、同時に生徒たちの姿も観察することができる。

「学生をやるのも大変だ」

　なにせ初しょっ端ぱなからやらかしてしまった。

「さきほどの授業、まだ気にしておられるのですか？」

　自分が普通にやってきたことも、場所や環境が変われば普通でなくなる。

「結局、レンズ・ファウストに目をつけられた」

「しかしご主人様とあの教師とで行われたやり取りは、私やメルセデス・クレセントを含めほとんどの生徒が理解できていないでしょう──問題があるとすればレンズ・ファウストが敵だった場合ぐらいです」

　これが下手に探られるキッカケにならなければいいけれど……。

「とかく、レンズ・ファウストに早々に接触できたのは僥ぎょう倖こうでしたね」

「爽やかな人だったな」

「生徒からの人気も高いそうですよ」

　実績と実力を兼ね備える。

　連れていた魔法人形の出来からしても、それは明らかだった。

　レーヴェは荷物トランクの中から敷物を取り出し地面にしく。

「几き帳ちょう面めんだな」

「もし私のメイド服が汚れていたら、ご主人様が笑われます」

「レーヴェ……」

「まあ、とっくに笑われているんですけどね」

　それを言うな。知ってるよそういう噂うわさもされていることぐらい。

「早く補給をしましょう。ついで現在状況の再確認もすべきです」

　うながされて隣に座ると、白いランチボックスを手渡された。

　実は諸もろ々もろの事情により節約をしなくてはいけないので、今回は〝初〟レーヴェの手料理ということになる。

（家事に自信あります！　って感じでさんざん振る舞っていたし）

　この昼食も本人から任せてくれと言われたぐらいだ。

　彼女が口だけのメイドでないことぐらい、とっくに分かって──

「……なにこれ？」

　ランチボックスには、個別包装された謎の食品が隙間なく敷き詰められていた。

「昼食ですが？」

「そういうことじゃなくて……」

　オレは包みの一つを手に取る。

　感触として、中には横長ブロック状の固形物が入っているようだ。

「これは我が帝国が誇る栄養調整食品産業──数ある製品の中でも、特に私が愛食しているダイナミック・マウンド社製の『カロリーバランス』と呼ばれる商品です。栄養組成、サイズ、味ともに高いレベルであり、現在は他国との貿易で盛んに取引される……」

「ようは野戦食レーションってことだろ!?」

「なんですか急に大声を出して。情緒不安定なんですか？」

「そっくり言葉を返すぞ。前は生活能力は完璧だみたいなこと言ってたよな？」

「完璧ですけど？」

「どこがだよ！」

　あ──慌てるなよ自分、落ち着けよ自分、レーヴェに流されるな。

「もしかしてチョコレート味を私が独占して、ご主人様にフルーツ味ばかりを押しつけたことを怒っているのですか？　わかりましたよ、ちゃんと分配します」

「お前そんな差別を……って、味のレパートリーの話をしているわけじゃないんだ」

　がめついなという眼で見てくる彼女に、そうじゃないと断る。

「あれだけ自信ありげだったから、てっきり何か作ってると思ってたんだよ」

「ええ、これ以上なく美しい配列でボックスに入れましたよ」

「それを料理したとは言わない」

　料理というのはもっとこう……いや、直接訊いた方が早いか。

「軍学校で料理の訓練もあったんじゃないか？　ちゃんと食材を使って作るやつ」

「…………」

「成績、どうだったんだ？」

　なにせ変装やら作法やらを教えるぐらいである。

　当然クッキングの方も訓練として行っているはずだ。

「判定不能でした」

「…………」

「いいのです、私にはこのカロリーバランスがあるのですから」

「ポーズを決めてドヤ顔で言うことじゃない」

　ダイナミックなんとか社の回し者か！

（でも──）

　冷静に考える。

　そもそもメイドだからといって、彼女になにもかもを求めるのは間違いだろう。

　レーヴェはきっと前向きな気持ちで、この昼食を準備してくれたはずだ。

　何もしていない自分が、文句を言うのはおかしい。

　彼女の言い方にも問題はあったのかもしれないが、勘違いしたのはオレだ。

　率先して何かをしたわけでもない、今回の非は自分の方にある──

「悪い」

　一言謝ってから、フルーツ味と書かれた包装を破った。

　無機質な黄色をしていて、ほとんど匂いはしない。

　久しぶりの野戦食、覚悟を決めて口に含むが……。

「──！」
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　衝撃、走る。

「……こ、これが、現代の野戦食なのか？」

「帝国軍に現在採用されているのは別の社製のものですが、極端な差はありません」

　自分たちの時のとあまりに差がありすぎる。

　これが野戦食だと言うのなら、オレたちが食べていたものは一体……。

「ありがとう。素晴らしい食事だ」

　完敗である。何に敗北したのかよく分からないだろうが完敗なのだ。

「私は……」

　レーヴェも包装を破り、薄茶色の長方形ブロックをかじりながら、

「どうにも、料理の才能はないようなのです」

　軍学校時代では、評価対象にもならなくて、何度も補習を受けたらしい。

「普通の食事というものを、ロクにしてこなかったからかもしれません」

　リムファイア家というのは、実は結構な家柄なのである。

　彼女はオレと同じように過去をあまり語らない。

　もしかしたら家族となにか確執があるのかもしれないが──訊きく権利も必要もない。

「だから三食これを食べていました」

「三食!?　まさか毎日とか言わないよな？」

「ほぼ毎日ですね。軍学校には食堂もありましたが、私が行くと変な空気になりますし。ジロジロ見られながら食事をするのも億おっ劫くうなので」

「プロのボッチだ……」

「栄光ある孤立と言ってください」

　……失礼しました。

「様々な栄養調整食品を食べて、辿たどり着いたのがこのカロリーバランスです」

「愛食しているって言ってたもんな」

「少々他より値段は張りますが、クオリティーは一番です」

　レーヴェは本当に、これが好きなんだろう。

「確かに美味うまいよ、正直驚いた」

「……良かったです」

　──あ。

（いま一瞬笑ったような……いや、気のせいか）

　頑かたくなに無表情なレーヴェが、こんな些さ細さいなことで綻ぶはずもない。

「でもどうやって用意した？　オレたちの予算だとむしろ高くつくぞ」

「持参しました。私の家に沢山あったので」

「じゃあまさか……実費なのか!?」

「予算がないと、聞いていましたから」

「…………」

「料理ができる人なら、上手うまくやりくりするのでしょうが、私にはこれぐらいしか」

　平然としているが、つまり二人分の食事代を自己負担しようというのだ。

　オレはそんなこと、まったく気づいていなかった。

　途端に、さっきまでの自分を殴りたくなってくる。

「変に謝罪や感謝をしたりしないでください。あくまで任務を円滑に遂行するためなのですから。これは私が勝手に行動したにすぎません」

　レーヴェは、別に見返りを求めているわけではないと断った上で、

「あなたなら、きっとその分だけ報いてくれるのでしょう」

　借りは返す主義、オレが何度も言ってきたことだ。

「個人的には報いなんていりませんけど。私はこれを布教できただけでも良しです」

「布教か……もう愛食せざるをえないな」

　ダイナミックなんとか社を贔ひい屓きすることにしよう。

「それでは──少しこれからの話もしておきましょうか」

　お互い片手にブロックを持ち、壁に背を預けながら、ブリーフィングを行う。

「タイムリミットは既に二週間を切りました。学園にも無事に潜入ができたわけですし、そろそろ具体的な行動を取っていくべきだと考えます」

「同意する。動くべきだろう」

　シリウスさんから受けた仕事──メルセデス・クレセントを味方として引き抜くべく、彼女の心を奪うのだ。

「シリウス上官は寝取れと言いましたが、具体的になにか策は講じていますか？」

「それがまったく……レーヴェは思いつくか？」

「私も恋愛経験などありません。さっぱりです」

「「…………」」

　シリウスさんはオレに才能があるとか言っていたけれど、もう八方塞がりである。

　グイグイ行くにしても、またどこかで墓穴を掘るか地雷を踏む予感がしてならない。

「──ひとまず、ひとつ提案があるのですが」

　提案はこうだった。

「これから数日間、別行動の機会を増やしましょう」

「別行動？」

「どういう風に動くにせよ、まずはこの学園自体を少し調べたいのです。シリウス上官から怪しい者の影があると聞いています」

　きっと黒幕とやらのことだろう。

　レーヴェには軍人として、また追加的に任務が課せられているのかもしれない。

「ご主人様も、なにかを探しておられるのでしょう？」

　その通りだった。

　メルセデスのことも重要だが、同時にヴァイスについての手がかりを見つけたい。

　シリウスさんの話が本当なら、この学園のどこかにヒントがある。

「学園は巨大にして複雑──一緒に調べるより、個別に調査探索した方が効率的です」

　それに、と更に続ける。

「もしもメルセデス・クレセントと接触できる機会が巡ってきたとして、女の私が傍そばにいるのは邪魔でしかありません」

　流石さすがにばっさりと言う。冷たいが真理だ。

「わかった。なら今日は放課後あたりから別行動にするか」

「そうしましょう。となれば集合時間の設定と、緊急時における──」

　遠くに学生たちの騒ぎ声が聞こえる中、冷静に算段を組み立てていく。

　レーヴェの思考ロジックは非常に合理的で効率的、すぐにプランは決定した。

「一人になるからといって、ヘマはしないでください」

「正体を怪しまれるようなことはしないよ」

「私が言っているのは女性関係の方です」

「…………」

　なにも言い返せない。

「なにかあったら、私の仕事が増えるんですから」

　それから幾ばくか喋しゃべっていると、昼休みの終わりを告げる予鈴がなった。

「流石に全部は食べきれなかったな……」

　ランチボックスにはすごい量があったので、やはり余ってしまう。

「そもそも全部食べたらカロリーオーバーです。シエルの身体からだであれば、一昼食あたり五本も食べれば十分でしょう」

「結構エネルギー量ありそうだもんな」

　というか。

「悪く言うつもりはまったくないんだけれど、それなら五本だけ持ってきてくれればよかったんじゃないか？　そっちの方が荷物も軽くなるだろうし」

　なぜわざわざランチボックスに入れるという、手の込んだことをしたのだ？

「それでは、校内に戻りましょうか」

「む、無視？　今の話は完全にスルー？」

「あんまり追及されるとむかつきます。殺しますよ？」

　とんでもなく強引な話の切り方である。

「気にするなということです。私がやりたくてやっただけですから」

　それからレーヴェは二、三本のカロリーバランスをオレに押しつけ、残りはトランクに仕舞ってしまう。どうやら携帯食として何本か取っておけということらしい。

　色々とわからないことだらけだが、ただちゃんとわかるものがある。

「やっぱりレーヴェって──」

「殺します」

　旋風が頰を撫なでる。

「うおっ……！　い、今の本気で蹴らなかったか!?」

「いいえ。首の骨をへし折ろうと思っただけです」

「だから本気なんじゃないか！」

　二人でそんなことをしていたので。

　オレは登校初日にも拘かかわらず、午後の授業に大遅刻してしまうのだった。




　放課後──オレは一人で図書館を訪れていた。

　きっと立派な図書館なのだろうと察していたが、あまりの本の物量に圧倒されてしまう。

　入ってすぐのエントランスは広く吹き抜けになっており、受付のカウンターが横並びに設しつらえられている。

　施設自体はいくつも階層が積み重なった造りで、階段を使って上や下に移動ができるようだ。その規模や構造は巨大迷路という表現がぴったりで、自分のように初めて訪れるような人は、きっと途方に暮れるだろう。

「あのー……」

　自力で探せる気がしなくて、職員に本の場所を聞いてしまう。

「百年かけても全部読むのは無理だな」

　それどころか半分、いや半分の半分、半分の半分の半分も不可能だろう。

　あまりに規模が大きすぎるせいか、目的地に到着した頃には、生徒とすれ違うことすらなくなった。シンと静まり返っており、まるで異世界に一人取り残されたような気分だ。

「人がいないに越したことはないんだけれど……」

　訪れたのは炎属性の魔法を扱うスペースだった。

　放課後の予定としては、ここでごく個人的な用事を済ませた後、学園全体の調査探索を行うつもりだった。

「──これかな」

　そしてごく個人的な用事というのは、とある本を借りることである。

　梯子はしごを使い、棚から取ったのは『入門　はじめての炎マホウ』というタイトルだ。

　説明するのも恥ずかしいが、これから魔法を勉強する小さな子供向けのものである。

　少なくともここのエリート学生たちが読むものではないだろう。

「…………」

　本の序章をめくりながら、午後の授業のことを思い出す。

　初体験のことばかりだったのは言うまでもない。

　しかしある授業で、実験的なことをやる場面があった。

　そこで教師がこう言ったのだ。

『それでは実験を始める前に、まずは発火の魔法を使って、魔導具が正常に点火できるか動作確認を行ってください』

　発火の魔法というのは、炎属性の中で最もレベルの低い魔法だ。

　結局何が言いたいのか。

　それは、オレが授業の入口にすら立てなかったということである。

（あの時はレーヴェが上手いこと対処してくれたけれど……）

　忘れていた感情が蘇よみがえる。

　だから思ったのだ。ちゃんと教科書を読んで、真っ当に勉強して、正式な練習を積めば、もしかしたらこんな自分にも、発火の魔法が使えるようになるのではないかと──

「──シエルさん？」

　不意打ちだった。ちょうど序章が読み終わったタイミングである。

　よっぽど集中していたのか、自分が警戒を怠っていたことに気づいたのは、声をかけられてからであった。

「メルセデス……」

　横を向くと、本の行列を背景にブロンドの髪がなびいていた。

「随分と真剣に読んでましたね」

　カツカツと靴音を立てながら、こちらに近づいてくる。

「初日から図書館で勉強とは、感心です」

　どうやら本当に褒めてくれているらしかった。

　普段の威圧感が薄れ、なんだか声に柔らかさを感じる。

「なんでここに……」

　ほとんど無意識に、持っていた本を背に隠してしまう。

　別に悪いことをしているわけではないのに。

「資料集めです。ここ──炎の魔法についての文献がある場所ですから」

　そうか、『炎滅クリムゾン』とまで呼ばれるのだから、ここは彼女の専門領域なのか。

（もしこんな本を持っているなんてバレたら……）

　嫌な妄想が頭を過よぎる。

『まさかあなた発火の魔法もできないの？　よくもそれでわたしに近づこうなんて思い上がったことを考えたわね。まったく──田舎者で昔人間で無礼者で無能な男』

　などど嘲笑されるのではないか……!?

　普段なら気にしないが、今回は彼女に幻滅されるようなことは避けなければいけない。

　しかしこちらの心中などつゆ知らず、メルセデスは楽しそうに口を開いた。

「炎の魔法、興味があるの？」

「えっと──」

「いま何か本を読んでいたでしょう？」

　確かに興味はあるが、しかしその対象は超初心者魔法であり、きっとメルセデスが期待するものとはかけ離れている。

「興味は、ある」

　やっと口から出たのは、単調な、面白みの欠片かけらもない言葉だった。

「そう」

　メルセデスは穏やかに頷うなずいた。

　きっとここから「何を読んでいたの？」という質問が飛んでくる。

　そう覚悟をしていたが、彼女は身体を本棚の方へと向けた。

（き、訊きいてこないのか……？）

　メルセデスは本を手に取り、先ほどのオレと同じように黙読を始める。

　横目で見るその表情は真剣そのもので、時折ノートにメモをする。

　もはや言葉はないようだった。

「…………」

　オレも、自然と本棚に姿勢を戻す。

　後ろ手に持っていた本をまた開いて、先ほどの続きから読み始める。

　本来であれば、なにか理由をつけて立ち去るべきなのだろう。

　しかしそうはしなかった。

　もう少しだけ、ここにいようと思ったのだ。

　数歩踏み出せば手の届くところに、彼女がいる。

　オレたちに会話はない。誰もここにはやってこない。

　奇妙にも、居心地のよい時間だった。

　おそらく一時間ぐらい経たった頃だったと思う、メルセデスが分厚い本を閉じた音がした。

　つられてオレも本を閉じる。

「シエルさん」

「うん？」

「右腕──火傷やけどしているわよね？」

　突然なんのことだと、すぐに事態を把握できない。

「授業中に袖がめくれて偶然見えたの。それって、わたしとの試合でできたものよね」

　そこまで言われてやっと理解した。

　あの時に負った火傷のほとんどはレーヴェが治してくれたが、腹部に集中しすぎたために、いくつかの細かい火傷は間に合わず痕が残ってしまったのだ。

「その通りだが、大した傷じゃない」

「でも傷は傷よ」

「まさかこの程度のことで責任だなんだって言うのか？」

「言うわ」

　……直球だな。いっそ清すが々すがしい。

「それで、もしよければだけど、わたしが炎の魔法──教えましょうか？」

　にこりとした彼女に、また不意打ちをくらった気分だった。

「め、メルセデスが教える……？」

「なに、不服なの？」

　年頃の少女らしく、わかりやすく口を尖とがらせてみせる。

「発火の魔法、苦手なんでしょう？」

　ど──どうしてそのことを。

「今日の演習授業よ、わたしも受けていたじゃない」

　オレがさっき実験をやったと言った授業のことだ。

「発火の魔法、あのメイドにやってもらっていた」

　目撃、されてしまっていた。

「あなたその時、ちょっとだけ暗い顔していた」

　な──

「あら、自覚ない？」

　ない。

　しかしメルセデス、どれだけすごい観察眼を持っているんだ。

　小さな火傷に気づいたこともさることながら、些さ細さいな工作まで見破るなんて。

「もしかして、ずっと見てたわけじゃないよな……？」

　もうこの際と、踏み込んで訊いてみる。

「ず、ずっと、なんて見ていないわよ。それじゃあわたしがあなたの……ストーカーみたいじゃない」

　だよな……やはりオレが深読みしすぎただけらしい。

　とにかくメルセデスは、火傷が残ってしまったことを理由に魔法を教えるという。

「すごくありがたい提案なんだが……」

「なにか問題があるの？」

「もう発火の魔法ができないってバレたわけだし、ハッキリ言わせてもらうけれど」

　もはや隠す意味もない。

「オレ、魔法の才能がないんだ」

　炎、水、風、土、無、氷、雷、光、闇、使役──そのどの属性もからきしだ。

「あれだけ錬成の魔法が使えるのに？」

「あれだけしかできないんだ。他に関しては、たぶんメルセデスの想像を絶するくらい、オレには才能ってやつがないんだと思う」

「よほど苦い経験をしているようね」

「教わってもあまりにできないから、昔の──いや、故郷で世話になった人たちには〝呪い〟だとか〝もはや才能〟だとか、散々ないわれようだった」

「ふふ、ひどい人たちね」

「笑いごとじゃないよ」

　今では気にしていないが、昔はかなりできないことを引きずっていた。

　努力をしなかったわけではない。むしろ生き延びるために必死に努力をしたつもりだ。

　多くの魔法が使えるということは、生存する手段がそれだけ増えるということなのだから。結局、錬成しかできなかったけれど……。

「燃えるじゃない」

　メルセデスは力強く言った。

「もしもあなたが炎を使えるようにできたら、あなたにとって、そんなに喜ばしいことはないわけでしょう？」

「それはそうだが……」

「ついでに、わたしの責任もこれ以上なく果たせたということになるし」

「強引なまとめ方だ」

　だが嫌いじゃない。

「どうせなら、あなたが喜ぶことをしたいもの」

　その目に噓うそはなく、本気でそんなことを考えているようだった。

「……分かった。お願いしよう」

　断る理由もなかった。ここまで彼女に言わせたのだ。

「でも忙しいだろう？　時間は大丈夫なのか？」

「いいの。おじいさまも、忙しいことは幸せだって言っていたし」

　おじいさま……故人だったと記憶している。

　彼女にとって、なにか特別な意味を持つ人なのだろうか。

「それから、わたしと練習することは誰にも秘密よ？」

「秘密？」

「二人だけの秘密。他の人に知られたら、きっと大変なことになるわ」

　女王様が一対一で授業をしてくれるとか、ここの生徒が知ったら嫉妬で狂い、オレのことを今度こそ殺しに来るかもしれない。いやそれ以上にメルセデスに迷惑がかかるか。

「ちゃんと秘密を守れるのなら、わたしも、あなたが魔法を苦手にしていること黙っておくことにする」

　冗談のつもりなのだろう、イタズラっぽい口調でそんなことを言う。

「それを言われたら逃げられないな」

　こちらもわざとらしく肩をすくめた。

「約束よ」

「ああ」

　インクと紙の匂いが混じる図書館の回廊で、オレは彼女と約束を交わしたのだった。

「──あ、もうこんな時間！」

　メルセデスは時計を見ると、声を上ずらせる。

「わたし、行かないと」

　どうやらまだまだやることがあるらしい。

「今やっている研究、いよいよ大詰めな気がするの」

　それから慌てた様子で、いくつもの本を手に取って、腕に抱え込む。

「手伝おうか？」

「大丈夫、いつものことよ」

　彼女は得意げな顔をして、最後に。

「さようなら」

　と挨拶するのだった。

「またな」

　オレの応えを聞くと、足早にこの場を後にしていった。

　きっとこれから、あの本を使って研究とやらの続きをするのだろう。

「……ん？」

　自分もそろそろ去ろうかという時、本棚に残されたノートを見つける。

　さっきメルセデスがメモをしていたものだ。

　本を抱える時に、忘れていってしまったのだろう。

「明日に……いや」

　今日届けよう。今から走ればまだ追いつける。

「──放課後の予定は変更だな」




　　　　※※※




《ＳＩＤＥ：メルセデス・クレセント》




　図書館を後にし、自分の研究室へ向かう。

「──メルセデスさん」

　誰かが、わたしを呼んだ。

「レンズ、先生……」

　振り返ると、レンズ・ファウスト教師がそこにいた。

　緩んでいた気持ちを一気に引き締める。

「今日のこと驚きましたよ。まさかあなたが僕の授業を受けに来るなんて」

　彼はニコリと意味ありげに笑った。

「よっぽど彼のことを気に掛けているんですね」

「試験を合格にしたのはわたしですから。その責任を果たしているまでです」

　他意はないと明確に否定する。

「すいませんね、出発する前になるべく不安は少なくしたかったので。ご存じの通り、僕の方はこれから王都で開かれる授賞式に参加しなければなりません」

「そうでしたね。遅ればせながら、学会での受賞おめでとうございます」

　できればすぐに立ち去りたくて、わたしは短く祝いの言葉を口にする。

「メルセデスさんも──早くまともな研究をされた方が良い」

　彼はもう一歩傍そばに近づいてきて科か白はくを続ける。

「亡なきおじい様が挫折したという研究を続けたい気持ちは、とてもよく分かりますが、しかしいつまでも無駄足を踏んでいては時間がもったいない。あなたほどの知見と才能を、もっと実用的な研究領域に向ければ、すぐに結果が出るでしょう。いい加減──過去はすっぱりと忘れるべきです」

　彼は、手っ取り早くこれを研究したらいいと、流行のテーマをいくつも紹介する。

「ご教授、ありがとうございます」

　わたしは貴族として、生徒として、いつものように丁寧に礼を述べる。

　言いたいことを言い尽くしたのか、彼はそのまま廊下の先へと消えていった。

　既に夕日は沈み、廊下は薄暗い。

　本をギュッと抱き直し、自分の研究室へとまた歩き始める。

「──メルセデス！」

　彼が、わたしを呼んだ。

　急いで振り返ると、走ってきたのだろう、肩で息をしたシエルさんがいた。

　同時に、夕刻を過ぎたことで、学園内の照明魔導具ランプに一斉に光が灯ともる。

　薄暗い廊下が、一気に息を吹き返したようだった。

　彼の頰に流れる汗が、光に反射していた。

「これ、忘れ物だ」

　差し出されたのは一冊のノートだった。図書室に置いてきてしまったらしい。

「色々な人に聞いたら、メルセデスには、専用の研究室があるっていうから──」

　この学園では優秀と認められた生徒に、専用の研究室と一定の予算が与えられる。

　自分もその一人だった。

「……って、その荷物だと受け取るに受け取れないか」

　彼はすぐ息を整えて、そしてわたしの両手にあった本を半ば強引に奪ってしまう。

　がら空きになった所に、代わりとばかりにそのノートを渡してきた。

「研究室まで運べばいいんだろう？」

　わたしは咄とっ嗟さに言葉が出なくて、

「……うん」

　と頷うなずいた。普段だったらもう少し気の利きいた言い方できるのに。

「やっぱり大事なノートだったか。今日届けて正解だな」

「？」

「ニヤニヤしているからさ」

「ニヤ──そんな顔してないわ！」

　わたしはニヤニヤなんかしていない。絶対に絶対にしていない。

　仮に本当にしていたのだとしても、せめて微び笑しょうとか、頰笑ほほえみとか言うべきで──

　いや、彼に対してそんなことを拘こだわってしまう必要はないのか。

「シエルさん、あなたは──」

　訊きたかったことを、今こそ尋ねようと思う。

　この学園に来た、その理由の真意を──

「おっと」

　突然立ち止まる。わたしもつられて足を止めた。

「行き過ぎた。さっきの階段を上がるんだったよな？」

「あ……そ、そうね」

「自分の研究室なんだろう？　分かってたなら教えてくれよ」

　軽口で咎とがめられる。彼は気にしない様子でＵターンした。

「そういえば、さっきなにか言いかけてなかったか？」

「ううん、いい」

「そうか」

　それから他愛のない話をしながら、夜の学園を歩く。

　彼はこの学園は広すぎるとぼやいていたけれど、今夜のわたしにとっては僥ぎょう倖こうだった。

　そうしている内に、研究室の扉の前まで来てしまう。

「本当に、今日は助かったわ」

「忘れ物を届けただけだ、そんなに感謝されることでもない」

「ふふ」

「なんだよ？」

「別に」

　彼から本の山を受け取る。どうやら研究室内には立ち寄っていかないらしい。

「そうだ──これやるよ」

　取り出したのは長方形の小さな袋だった。

「研究室でどんなことをやっているかは知らないし、知ってもたぶんオレの頭では理解できない。でもメルセデスが熱中するってことは、きっとすごい研究で、きっと相当なエネルギーを使うのだと思う──そこでだ、このカロリーバランスをやろう」

「かろりー、ばらんす……？」

「お嬢様だからこういうの食べたことないんだろうけど。ちゃんとした食べ物だぞ」

　おそらく、わたしの気持ちが顔に出ていたのだろう。

「布教だよ」

　彼はそう答えてから、わたしの上着のポケットにそれを滑り込ませる。

「じゃあな」

　シエルさんは軽く手をあげて、静かに踵きびすを返す。

　小さくなっていくその背を見ながら、わたしはやっと言葉を思い出して、

「あ、ありがとう！」

　つい声を張ってしまう。

　それでも、伝えられないよりずっと良い。

　わたしは完全にその姿が見えなくなった後、扉の施せ錠じょうを解除し、部屋に入る。

　袋を破り、薄茶色のブロック体を、ゆっくりと口に含んだ。

「──おいしい」











４章〈それは、幻影〉






「それでは第四回定例報告会を行います」

　学園に初登校したその日の夜。

　制服とメイド服から着替え、お互い今時の若者らしい格好となっている。

「ジロジロ見ないでください」

「ジロジロは見ていない」

　レーヴェは堂々としているが、軍服、メイド服、そして現在ときてギャップがすごい。

「ただの部屋着です。なにも面白くありません」

「どんなに熱心な軍人でも、やっぱり家では普通の格好をするんだなと感心したんだ」

「つまり私にこのような服は似合わない、さっさと裸になれと遠回しに命令しているわけですね。セクハラはやめてください。殺しますよ？」

　例の如ごとく想像力が豊かな彼女である、いっそ作家にでも向いているかもしれない。

「では──まずは私から報告をします。本日の放課後から別行動をすることになり、独自に学園の調査探索を行いました。まだ全体の三分の一ほどしか調べられていませんが、特段気に掛かったことはありません。ただ今回踏み込んだのは一般生徒が立ち入れる場所のみであり、残りの立ち入り制限があるエリアには近々潜ってみようと考えています」

　そう報告する様子は、彼女がいかに真剣に調査探索をしたのかを物語っていた。

「あと加えて、学園内での時事や噂うわさや話題についても調べてみました」

「すごいな、よくそこまで手が回るもんだ」

「当然です」

「でも本当によく調べられたよ。どうやって情報を仕入れたんだ？」

　なにせレーヴェは、朝に全生徒に喧けん嘩かを売ったのだ。

　直接訊きいても、素直に教えてくれるとは思えない。

「…………」

「まさか殺してないだろうな？」

「さて肝心の報告ですが──」

「殺してないよな!?」

　目を逸そらしたのが怖すぎる。

「予想通りというか、話題となっているのはシエルや私のことばかりのようです」

「順当だな」

「シエルに対してはメルセデス親衛隊が近々討伐のため動くらしいですが、正体や目的を探られている感触はなさそうでした。特に注意するべき問題はなさそうです」

「十分に問題あっただろ」

「ちなみに私は完璧すぎるメイド、という風に大絶賛されているようでした」

「自信満々に噓うそを交ぜるな」

　初日からあんな騒ぎを起こして、誰が完璧だと評するのか。

「私たち以外のことといえば……最近、急性の魔力欠乏症マナ・ロストで倒れる生徒が多いそうで、過度な魔法の練習や研究をしないようにと、教務から注意喚起がなされているようでした」

「魔力の使いすぎってことか、ここの学生は熱心なやつが多そうだもんな」

　カーストトップである彼女からして、夜な夜な学園に残って作業をしているようだし。

　レーヴェによると、現在はみな療養をしているそうだ。

「……ただ、少し気になるな」

「そうですか？　名門学園ならではの出来事のように思えますが」

　明確な根拠があるわけではない、あくまで直感に基づくものだ。

「案外、どうでもいい些さ細さいなことが大事に発展したりすると学んだから」

　ヴァイスの裏切りも、その発端は気づけないほど小さな瑕か疵しだったのかもしれない。

　だからこそ、今回こそは、もう少しだけ深く調べてみたい。

「──シエルの方はどうでした？」

　それからオレの報告の番が回ってくる。

「当初に比べて色々と予定が狂ったよ。最初に図書館を調べに行ったんだが、そこでメルセデスと遭遇した」

　あくまで図書館には施設自体の調査目的だったと告げる。

　もちろんそれは本当のことだ。

「それから立ち読みだが、小一時間ほど隣り合って本を読んでいた。あとは荷物を彼女の研究室に運んだりと──まぁ、放課後はメルセデス関係のことがほとんどだった」

　メルセデスとの約束は、申し訳ないがレーヴェにも言わないことにした。

　二人だけの秘密──そういう風に決めたのだから。

「だから学園の調査はまったくできなかった。すまない、レーヴェにばかりやらせて」

「いいえ。私がシエルに望む第一目的がメルセデス・クレセントとの関係構築です。あなたの今回の働きは立派な成果と言えるでしょう」

　オレがメルセデスと会っていたこと、レーヴェは本気で感心しているようだった。

「任務の前、シリウス上官から注意しろと言われましたが、上手うまくやっている方です」

「注意？」

「なんでもシエルに騙だまされるな、と」

　…………。

「悪評が悪評ですからね」

「女好きでギャンブル好きで酒池肉林の限りを尽くし……あとはなんだっけ？」

「弱者から搾さく取しゅし、強者にへつらう、噓つきの最低野郎です」

　本当にひどい冤えん罪ざいである。

「ひとまず任務遂行能力は、それなりにあることが証明されました」

　オレが虚偽の報告をしていないとレーヴェは信じたようだった。実際噓はついていない。

「──報告会は以上で」

　幾つか話をした後、定例の会は幕を下ろした。

「さて、ではやりますか」

「？」

「なにを、という顔をしないでください」

　レーヴェは用紙の束と、幾冊もの教科書やら資料を取り出した。

「宿題です」

　なるほど、宿題ね。

「そういえば課題がどうこうって言われたな」

「やります。あなたは学生なのですから」

「でもこんなに多くなかったよな……？」

　もちろんやるつもりはある。オレは学生をするのだから。

　しかしこんなにも仰々しい量を出されていただろうか。

「宿題を終えた後は、今日学んだことの復習を行います」

「復習、か……」

　確かに大切だ。学生ならば当然やるべきである。

「復習を終えた後は、明日の授業のための予習を行います」

「予習も……」

　確かに確かに大切だ。学生ならば率先してやるべきである。

「予習を終えた後は、簡単な小テストを行い、それが終わった後には──」

「まだあるのか!?」

「学生とはそういうものです」

「そ、そういう、ものなのか……」

　経験者が語るのだから、信用するしかあるまい。

　しかし毎日これだけの量をこなすというのは。

　学生というのは、思っていたより大変なんだな……。

「わかった。とにかく頑張ってみる」

　せっかく学生になれているのだ。

　こうやって学べる機会はそうないのだし、しっかりと活いかすことにしよう。

「その意気です」

　レーヴェは満足そうに頷うなずいた。

「終わる頃には朝になってたりしてな」

　そこまでは掛からないだろうが、オレが冗談交じりにそう言うと、

「構いません──私は最後まで付いていますから」




　　　　※※※




「はぁー……」

　ついに限界が来て、水晶玉から手を離す。

「本当に不器用なのね」

　メルセデスは心底感心したように言う。

　現在、オレは空きコマの時間を使って、彼女の研究室で魔法の練習をしていた。

　目標は発火の魔法を使えるようになることなのだが……。

「錬成の魔法には高い魔力操作性が必要になるのに、他の属性では大きく乱れる。水晶の中の炎にちゃんとイメージを飛ばしている？」

「そのつもりなんだが……」

　自分のポンコツ具合を痛感している。

「もはやそこまで来たら才能よね」

「おいおい、お前までもか」

　隣に座っているメルセデスは楽しそうに笑う。

「でも、この水晶を使った操作性向上の練習が一番の基礎。できるようにならなくちゃ」

「ちなみにメルセデスはいくつの時にクリアしたんだ？」

「五歳の時にはできていたかしら」

　才能の差に愕がく然ぜん。

「魔法には人それぞれのペースがあるわ。あなただって、錬成の魔法に限って言えば、他の人よりも断然早く上達しているはずよ」

「まぁ……」

「それに才能と言っても色々な才能がある。努力できる才能、学習できる才能、集中できる才能、応用できる才能、それを一ひと括くくりにして卑下することは建設的ではないと思う」

「メルセデス先生の仰おっしゃる通りです」

「地道に続ければきっとできるようになるわ」

　彼女にそう言われると、本当にそんな気がしてくる。

「あとこれ──よければ使って」

　一冊のノートを渡される。

　ページをめくってみると、丁寧に文字や図形が描かれていた。

　ところどころマーカーが引かれていたり、四隅にアドバイスなども書き込まれていて、まさに優等生のノートという感じだ。

「教科書や文献を読んで理解するのは難しいと思って」

「メルセデスが作ったのか……？」

「わたし以外に誰が作るのよ？」

　内容は発火の魔法を中心に、後半にはもう少しだけ発展させたことも記載されていた。

　至れり尽くせりとはこのことだろう。

「ありがとう」

　もちろん受け取る。

　言われたとおり、教科書や文献の理解には疑問を持つこともあった。

「あなたの不器用さも矯正しつつ、理論の方も学んでいかなくちゃ」

「理論か……」

「個人ごとの魔力量や技量に相違はあるけれど、この世にある魔法は理論で説明できることは間違いない。わたしが特に炎の魔法に適応した人間であるのも、ご先祖様たちが魔法理論を基に、肉体や遺伝子を地道に進化させてきたからだもの」

　研究と研けん鑽さん、様々なものが蓄積されて今の自分はあるという。

「唯一理論に囚とらわれない魔法があるとしたら──それは固有魔法ぐらい」

　メルセデスも肩の力を抜き、背もたれに体重を預ける。

「クレセントの炎も、固有魔法オリジナルみたいなものじゃないのか？」

「自分で言うのもなんだけど、特別な炎だと思うわ。でも固有魔法ではない。だってあくまで理論の上で成り立っているものだもの。相応の人材と、相当に長い時間をかければ、第二のクレセント家を作ることだってできる」

　現実的に、それはほとんど不可能に近いのだろうが。

　強力な『炎滅クリムゾン』の力は、あくまで人間の技であるのだそうだ。

「固有魔法は違う──唯一無二、本当の意味で特別よ」

　その瞳には力が籠もっていた。

　なにか、特別な事情があるように見える。

「……そろそろ行くよ、次の授業もあるし」

　オレは時計を確認し立ち上がった。

「もうそんな時間」

「今日はありがとう、もらったこれも活用させてもらう」

「ええ、そうしてもらえるとわたしも嬉うれしい」

　メルセデス手製のノートのことにも礼を言ってから、研究室を出る。

（地道に続ければきっとできるようになる──か）

　別行動のレーヴェと合流すべく、廊下を歩きながら、先の言葉を反はん芻すうする。

　なんとも頼もしいセリフであったし、少し気が楽になったような感じもした。

　忙しいだろうに、ノートまで作ってくれたわけで、できるものならそれに応えたいと思う自分がいる。

　よし、授業が終わったらさっそく……。

「シエル・ブラックだな」

　前向きな気持ちの中、一人の男子生徒が声をかけてくる。

　振り向くと、謎のハチマキと法はっ被ぴを着た男どもがいた。

　それらには『メルセデス様♡』『メルセデス様☆命』とか、派手な刺し繡しゅうが施されている。

　──誰がどう見ても危ない連中だ。

　きっとオレがなんだこいつらはという顔をしていたのだろう。

　リーダー格らしき男子生徒が不敵に笑う。

「我々は学園の暗部組織──正体がわからないのも無理はない」

　いや、メルセデス関連の集団なんだろう。

　これでもかと主張した服装をしているんだし。

「困惑をしているようだな、ならば名乗ってやろう」

　困惑しているのは、こんなおかしな連中が学園にいることにである。

　というか暗部なら『メルセデス様』って個人の名前を服装に入れるな。

「天知る、地知る、人は知る、黄金の太陽は不滅にして絶対であると！」

　謎のフォーメーションを決めて、

「「「「我々は──メルセデス様親衛隊！」」」」

　裏に控えていたのだろう人員が、タイミング良く爆発と煙を起こす。

　室内だぞ……。

（しかし親衛隊か──）

　本当にあったんだな。

　というか、本当にこれが親衛隊なのか？

　ちょっと熱の入りすぎた、犯罪スレスレのファン集団とかではなくて？

「シエル・ブラック、お前──近頃メルセデス様に近すぎるな」

「それは……」

「証拠は挙がっているんだ！　本日一〇時四〇分、メルセデス様と一緒に世界史の授業を受講、一四時一〇分には図書室で偶然を装よそおい接触、そして一六時二〇分には決して誰も入ることが許されなかった研究室で──それから──」

　怖っ！

　今朝から妙な視線を感じた正体はこれか。

「もしかして、メルセデスのストーカーなのか……？」

「スト……ふざけるなぁ！　我々はメルセデス様のことをお慕いしているだけだ！」

　どうやら犯罪スレスレどころか、本当に犯罪なのかもしれない。

「ちょっと顔がいいからって、俺たちのことを嘗なめているようだな」

「いや別に……」

「いいだろう。俺たちの愛がどれだけのものか見せてやる──おい！」

　男が後ろにいる仲間たちに声を掛ける。

　すると帽子を被かぶった男が一歩前に出てきた。

　帽子を取ると──一本の髪もないまっさらな頭に、謎の人っぽい絵が描かれている。

「メルセデス様だ」

「え？」

「自分は髪が薄いことに悩んでいた。しかしメルセデス様は仰った、それもまた個性であると！　その日から自分は全ての髪を剃そり、成長と親愛の証あかしとして、メルセデス様を自らの女神として讃たたえるべくこの頭皮に刻んだのだ！」

　そこまでしたら個性ではなくて、彼女に対する嫌がらせのような気も……。

　せめてもう少しだけ上手うまく描けなかったのか……。

「次！」

　男が呼ぶと、今度は横に巨大な生徒が現れる。

「僕は、メルセデス様のために太っている」

「は？」

「以前、偶然なんだけど、廊下でメルセデス様とぶつかってしまった。僕は罪の意識に押しつぶされそうになった。けれどメルセデス様は、柔らかいお腹なかだから痛くなかったわ──と笑ってくださった。だから僕は太り続ける努力をした！　次にぶつかった時もメルセデス様が怪け我がをしないように！」

　物は言いようである。

　太る理由をこじつけているだけのようにも聞こえるが……。

　今度はリーダーの男が、満を持してとばかり口を開く。

「ちなみに俺は、部屋にメルセデス様の写真を飾って、毎日挨拶をしている」

「……一応訊きくけど、それにどんな意味が？」

「いつメルセデス様に会っても緊張せず挨拶するためだ！」

　まさかのリーダーが一番しょぼい。

　それから何人も「俺は」「僕は」と数々のメルセデス様エピソードを披露してくれる。

　突っ込んでも面倒くさくなりそうなので、それをうんうんと頷うなずいて聞くことにした。

　もの申しに来たのだろうに、語っている彼らの目はキラキラしていて、まるで恋する少年のようであった（彼らが言うには恋よりももっとピュアな感情らしい）。

「──というわけで、メルセデス様と楽しそうにしているキサマが気に入らない！」

　もはや建前もない。

「そして親衛隊内での最高意思決定機関により、一つの裁定が下された」

　今さら暗部っぽいことを言い出したが、彼らは終始真剣な様子である。

「我らメルセデス様親衛隊──貴殿に決闘を申し込む！」




　演習場にて、オレはやつらと対たい峙じしていた。

「──よく臆さずに来たな、シエル・ブラック」

　と、リーダーの男が不敵に笑う。

「よく来たなというか、あの後そのまま一緒に移動してきたじゃないか」

「こういうのは雰囲気が肝心なんだよ！」

　えぇ……。

　忘れそうになるが彼らはヘンテコな格好をしているがみな優秀だ。

　頭のいいやつほど、一見バカっぽいことをするのかもしれない。

「まさか決闘で授業を休むことになるとは……」

「学生にはサボタージュも必要なんだ、編入生」

「せめてレーヴェと合流してからでも」

「あのメイドはダメだ」

「どうして？」

「怖い」

「…………」

　だからわざわざオレが一人でいる時に決闘をふっかけてきたのか。

「いや本当に、その点だけは感心する、よくあんなメイドと一緒にいられるものだとな」

「確かにとっつきにくいかもしれないけれど、良いやつだぞ？」

「良いやつ？　ふふふ、お前にとってはそうだろうな……」

　どうやらあの朝の一件以外でもなにか被害にあったらしい。

　たぶん彼女が情報収集をするにあたり、なにかされたのかもしれない。

（一体なにをしたんだレーヴェは……）

　主人よりメイドの方を怖がるなんて、相当に珍妙なケースである。

「俺たちが勝ったときは、大人しく親衛隊の新兵となってもらうぞ」

「メルセデス様に近づくな、とかじゃないんだな」

「メルセデス様の愛は平等に甘受しなくてはいけない。お前もまた例外ではないのだ」

　しかしその平等の愛から、今のオレは著しく逸脱していると判断されていると。

「こっちが勝った場合は？」

「今後、我々が口を出すことはしない」

「なるほど。他には？」

「えーっと、なら学食をおごろう」

　……意外と悪くない副賞だ。

　ここの食事は高すぎて手が出せなかったし。

「レーヴェの分も頼むぞ」

「もちろんだ──なら、決闘を受けるんだな？」

「ああ」

　当分は学生としてすごすのだ。

　面倒な問題は、シンプルに解決してしまった方が良い。

「それで、誰と戦えばいいんだ？」

「俺たち全員だ」

「三、四〇人はいるよな……？」

　どうせ「俺たちは親衛隊として戦うとしか言っていない」とか言うんだろう。

「俺たちは親衛隊として戦うとしか言っていない！」

　やっぱり……。

「しかし全員で襲っては紳士の名折れ──おい！」

　軍勢から一人の男子生徒が出てくる。

　どうやら勝ち抜き戦みたいなものをするらしい。

　勝負自体は一対一と、妙なところで真面目な連中である。

　ルールを律りち儀ぎに説明してくれた後、

「キサマの青春もここまでだ──行くぞ！」

　と、一直線に飛んで来たので。

「いっそ爽やかだな」

　オレは感心しながら、迫る相手の攻撃を避け手刀を浴びせる。

　ものの数秒の決着であった。

「っす、すま、ない、みんな──」

「「「「「マックスぅぅぅ！」」」」」

　マックスというらしい仲間の一人が倒れ、親衛隊たちは声をあげる。

　ただ倒れただけなのに、死んだ死なないの大騒ぎだ。

「シエル・ブラック、よくも……！」

　仲間の仇かたきをとろうと、また一人が前に出てくる。

　しかし──

「ぼ、僕は、ここまで、だ……」

「「「「「クレイぃぃぃ！」」」」」

　再び瞬殺だ。

　そして先と同じように、やられた仲間のために大騒ぎする親衛隊の連中である。

　こうなると、やはりふざけているようにも見えるが──

（彼らは、本気だ）

　仲間が即座にやられたのを見ても土俵にあがる。

　中には足を震わせたり、身体からだが強こわばっていたやつもいた。

　それでも、彼らは勝負を挑む。

　それだけ、己の愛にかけているのだと伝わってくる。

（その心意気には、応えなくてはいけない）

　一人、二人、三人、四人、五人、六人、七人──

　オレは迫り来る親衛隊を、片っ端から倒していく。

　演習場にはものの数分で、倒れた男たちの山ができた。

「……とうとう俺だけか」

　親衛隊で残ったのはリーダーだけである。

「こんな出会い方でなかったら、俺たちは友人になれていたかもな」

　やはり不敵に笑う彼だが、さてそれはどうだろう……。

「行くぞ、メルセデス様への愛、そして死んでいった仲間の仇──！」

　意気揚々と突進する。

「ぐは[image: う濁点]ぁ!?」

　が、やはり瞬殺である。

　地面に勢いよく叩たたき付けられ、派手な音と苦く悶もんの声をあげる。

　リーダーだからといって特別強いということはなかった。

（みんな素人しろうとだからな……）

　熱意十分、実力不十分といったところか。

　これで親衛隊は全滅ということになったが、しかし彼らの心意気は評価でき──

「結局、俺たちの愛はこんなもんか……」

　リーダーが上半身だけ起こす。

「新参者ひとりに、勝つこともできない」

　消沈した声音でそう呟つぶやいた彼に、これまでの覇気はない。

「俺たちも分かってた。メルセデス様が認めた男だ、そんなやつにたとえ何十人が束になって挑んでも勝てないって、それでも皆でやろうって──」

　他の親衛隊たちも、ゆっくりと起き上がる。

　しかし地面に座り込んだままで、視線を下ろして動かない。

「でもここまで歯が立たないとはな、完全敗北だ」

　リーダーのその言葉が、彼らの総意であるようだった。

「だけど、あんたたちは──」

「知ってるんだぜ。この親衛隊が学園内でも忌避されていることぐらい。お前だって最初俺たちのこと痛い連中だって思っただろう？」

　反論できない。まさにその通りだった。

「メルセデス様が寛大な心で見逃してくれているだけで、実は俺たちが目め障ざわりな存在になっているんじゃないかとも、前から考えるようになっていた」

　彼らの瞳に、あれだけ燦さん々さんと輝いていた光がない。

　これと似た光景を、オレは知っている。

　諦めた時の戦だ。

　強い敵勢が現れて、窮地に陥おちいり、食料がなくて、絶望して、気力を失い、死にたくなっている──

「はは、この際、これまでのことはスッパリ忘れて生きようかな」

　リーダーは苦笑しながら、あのハチマキを脱いだ。

　そして終わった終わったと地面に放る。

「い、いっそ、あのメイドさんもいいかもな」

「あぁ、おっかないけどな美人だし」

「わかるわかる。こう痺しびれる感じがいい」

　気まずい感情を誤魔化すように、皆ふざけてメルセデスとは別のことを考える。

　彼らがそれを本気で言っていないことは、顔を見れば一目瞭然だった。

　オレは『メルセデス様☆命』と刺し繡しゅうされたハチマキを拾う。

「本当に──それでいいのか」

　リーダーに、そして彼らに向かって、口を開かずにはいられなかった。

「このハチマキを捨てるということは、あなたたちの過去を捨てることに等しい」

　あれだけ本気をぶつけられて、それが失われるのを、黙って見ていることはできない。

「それは──メルセデスを、メルセデスを敬愛した自分たちを、蔑ないがしろにすることと同じじゃないのか？」

　近くでよく見ると、ヘタクソな刺繡である。

　きっと自分たちで、慣れない裁縫に苦戦しながら作ったのだろう。

　時には針が指に刺さったり、時には縫い間違えたり、それでも努力して完成させたのだ。

　誰かに頼まず、自分の手で。

　このハチマキには彼らの魂が籠もっている。

　彼らの生きた証あかしが、ここにある。

「……そんな簡単に、捨てないでくれ」

　彼らに、そして自分自身に向けて、科か白はくを落とす。

「歴史を捨ててはいけない。記憶を捨ててはいけない。今の自分が生きていられるのは、誰かのお陰であることを忘れてはいけないはずだ──」

　今まで、たくさんの人を殺してきた。

　誰かにとって大切な人を、きっとオレはたくさん殺したんだ。

　そして同時に、自分の大切な人もたくさん失った。

　オレの背には、誰かの命が螺ら旋せんに続く。

　忘却してはいけない。

　自分が生きていることを、知るためには。

「親衛隊がメルセデスに捧ささげた日々は、確かに周りにとってはくだらないものなのかもしれない。忌避されるものなのかもしれない。オレは学園に来たばかりで、詳しいことは分からないけれど、さっきの勝負が真剣だったことは分かる。それに色々な話を聞いていてすごく楽しそうだとも思った。誰かにそこまで愛を捧げられることが羨ましくも感じた」

　ゆえに彼らは完全敗北などしていない。

　オレ如ごときに、負けるはずがないのだ。

「周りがどうとか、資格がどうとか、負けがどうとか、意味がないとか、そんなくだらないことに惑わされないでくれよ」

　背負った過去や責任に対して、人は命をかけて応えなければいけないはずだ。

　たとえ、どんな残酷な結末になるとしても。

　オレもまた、ヤツを倒すと決めたからには、死んでも倒さなければいけないように。

「あなたたちは──メルセデスを死ぬほど愛していたんだろう」

　オレは拾ったハチマキを、リーダーの頭に巻いてやる。

　相変わらず不格好なハチマキだけれど、よく似合っていた。

　オレは足を揃そろえ、頭を下げた。

「メルセデス様親衛隊の、益ます々ますの活躍をお祈りします」

　軍人としての礼ではない、これは個人としての礼である。

　彼らには頭を下げるだけの価値がある。

　オレはなにも聞かず踵きびすを返した。

　どういう答えを出すのかはわからない。

　それは彼ら自身が決めなければいけないのだ。

　そのまま一人で演習場を出ると、メルセデスが壁かべ際ぎわに立っていた。

「……声でもかけてやったらどうだ」

「あの人たちはそんなに柔じゃないわ」

　確かに。

「悪いな。発破をかけて。これからもストーキングされるかもしれない」

　分刻みの行動把握を聞いて、ぞっとした自分を思い出す。

「普段はされないわ。あなたが来てからされるようになったの」

「え……」

「たぶん焦あせったんでしょうね。いつもは大人しい方々よ」

　じゃあ彼らが過剰な行動を取ったのは、オレが元凶で……。

「それから最後、良い演説だった。政治家になれるかもしれない」

「あんなの、ただの独りよがりだ」

　他人に説教ができるような人生は送っていない。

　それでも黙っていられなかった。

　だからあれは己のエゴにすぎない。

「それでも──ありがとう」

　メルセデスは目をつぶって笑った。

「なぜ感謝する？」

「わたしにも色々と悩むことがあるのよ」

　さっきの暴論と彼女には、あまり関係はないと思うのだが……。

　オレは彼らに向かってのみ喋しゃべったのだし。

「──シエル・ブラック！」

　メルセデスといる所に、リーダーが先頭になって親衛隊全員が飛んでくる。

「あ、め、メルセデス様！」

「ごきげんよう」

「ご、ごご、ごき、ごきげんようでございます！」

　リーダー……毎日挨拶の練習しているんじゃなかったのか。

　ごきげんようでございますってどんな挨拶だ。

　彼の頭はメルセデスのことで一杯で、それどころではないようだけれど。

　しかし用件を思い出したとばかりに、オレの方に向き直る。

　そして懐ふところから、手作りらしい一枚のカードを取り出した。

「メルセデス様親衛隊の会員カードだ」

「え」

「我々に愛を取り戻してくれたんだ、お前はもう仲間の一員と言ってもいい」

「いやあの……」

「「「「「よろしくな」」」」」

　こうして、オレはなぜか親衛隊として認められることになった。

　やはり言ったことには、相応の責任が返ってくる。

（ハチマキ作り、レーヴェ手伝ってくれるかな……）




　　　　※※※




「「「お帰りなさいませ」」」

　クレセント魔法学園の敷地内に、クレセント家の邸宅がある。

　習慣となりつつある魔法の練習を終え、今日は彼女の家を訪れることになった。

「シエル様ですね。お荷物お預かりいたします」

　出迎えてくれたメイドの一人に言われ、若干たじろぎながらも荷物を渡す。

「シエルさん？」

　メルセデスがオレの様子を見て尋ねる。

「いや学園内に家があるとは聞いていたが、貴族の家に来るのは滅多にないから」

　その豪華さに驚く。

　家というかは館と呼ぶべきか、室内に巨大な彫刻があるぞ。

「他の上級貴族に比べれば可か愛わいいものよ」

　先導するメルセデスに案内され、長いテーブルのある部屋に通される。

「本当にあのメイドは連れてこなくてよかったの？」

「レーヴェには忙しいって断られた」

　練習を頑張っているご褒ほう美びとか何とかで、今日は食事ディナーをご馳ち走そうになることになった。

　ただしそれは二人の秘密であるので、家の人たちには別の名目を述べたようだが。

　レーヴェも誘ってみたが『これは関係を進めるチャンスです。任務の性質上、私が付いていくのはふさわしくないと判断します』と軽くあしらわれてしまった。なら何か手土産を買って帰ろうとも思ったが、見破られてそれすら要らないと言われる始末である。

「すぐにお料理をお持ちしますので、もう少々お待ちください」

　それからしばらくして、メイドさんが料理を運んでくる。

　気合いを入れてフルコースにしてくれたらしく、いずれも豪ごう華か絢けん爛らんである。

「メルセデスのお父さん……学園長は？」

「家にはほとんどいないの。今も仕事で王都の方に行っている」

　色々と会話をしながら食事を続ける。

　食後の紅茶までもらう頃には、随分と時間が経たっているようだった。

「少し家を案内するわ」

　すぐに帰すのは貴族として思うところがあるのか、あるいはオレがこの家を興味深く見てたからか、メルセデスに連れられ部屋から出て階段を登ることに。

「どれも良い素材だ。歴史を感じる」

「さすがシエル、見る眼めがあるわ」

　二人きりになり、いつもの空気に戻る。

「この家自体は百年近く前に建てられたの。それから何度か増改築をして今に至る。現代風に装飾をしているから、初めて来た人はほとんど気づかないけれど」

「見た目だと分かりにくいが、やっぱり感触や匂いで時間の経過を感じられるから」

「なんだか職人みたいね」

「これでも商人見習いだ」

　履歴書ではそういうことになっている。

「あなたならきっといい商人になれるわ」

「……どうだろう、いくら物は分かっても、人が分からないからな」

「じゃあわたしのことも？」

「皆の前では優等生だけど、実は魔法の研究に熱中しすぎて、こっそり朝帰りすることがあるぐらいのことは知っている」

「もう！」

　かつて彼女自身がカミングアウトしたことなので、メルセデスの反応も穏やかなものだ。

「シエルなんて嫌い」

　嫌われてしまった。

　もし本気で言われていたらお終しまいだ。

「そういえば最近──魔力欠乏症で倒れる生徒が多いらしいな」

　密ひそかに調査をしていたことを、そのまま何気ない話題として彼女に振る。

「唐突ね」

「いや、メルセデスは大丈夫かなと……な、なんで笑う？」

　もしかしたら何か摑つかめるかもしれないという期待は、一笑に付されてしまう。

「だって、そんなことで心配されたの、おじいさまが居たとき以来で」

　莫ばく大だいな魔力を有する彼女に、ガス欠を心配するやつは滅多にいないということだ。

「確かに、烏お滸こがましかったかもしれない……」

「いいえ、素直に嬉うれしいわ。わたしの婚約者だって普段そんなこと言ってくれないもの」

「そ、そうなのか？」

「ええ──……」

　彼女は頰を少し緩ませながらも、暗然たる色をその表情に映す。

「あなたみたいな人だったら、良かったのに」

　一言、こぼれ落ちるようにそう呟つぶやいた。

　それからも会話を交わしながら、幾つもの部屋や装飾、美術品が紹介されていく。

「──ここは、祖父が使っていた書斎」

　最後には、先の話でも聞いたおじいさまの部屋へと訪れる。

「色々と魔導具が置いてあるな」

　どうやら亡なくなった今も、当時そのままに保管しているらしい。

　掃除も行き届いて綺き麗れいなものだ。

「実はあなたが今練習で使っている水晶玉も、もともとはおじいさまの物だったの」

「……それ、今さらだがよかったのか？」

「炎を習おうという学徒に、おじいさまが文句を言うはずがないわ」

　そういえば彼も教育者だったか。

「ここに来ると思い出すわ」

　メルセデスは過去を語る。

「わたし、おじいさまに魔法を教えてもらったの」

　それは、彼女のルーツだ。

「お父様が滅多にいないでしょう？　だから幼いわたしに、親代わりとしていつも一緒にいてくれた」

　祖父が教きょう鞭べんを執る時は、学生たちに交ざってその授業を受けていたという。

「魔法が好きになったのも、おじいさまに認められたかったから。わたしが新しい魔法を使えるたびに、すごく喜んでくれた。その喜ぶ顔が見たくて、頑張って練習をした」

　魔法に真剣になれたのは、祖父の存在があったから。

「おじいさまには夢があった」

「夢？」

「固有魔法を使えるようになることよ」

　そこにはとある信念があったという。

「『炎滅』」

　それはクレセント家を象徴する異名だ。

「お父様や周りの人たちは、『炎滅』という異名を誉れのように扱うけれど、おじいさまは違った。それは名誉などではなく汚名であると言ったわ」

「汚名……」

「まだ遠い戦争の時代、クレセント家がたくさん人や自然を燃やしたことで得た称号よ。血塗られた歴史と犠牲の上に成り立った異名。そんなもの、どうやって誇れというのよ」

　自分たちにとって邪魔な存在を、燃やして、燃やして、燃やし尽くした。

　だから──『炎滅』と呼ばれる。

「わたしの時代ではマシになったけれど、おじいさまが若い頃はまだ戦争の空気みたいなものが残っていて、随分と息苦しい生活だったと聞いているわ。人と会えば、どこかの国を燃やしてくれとか、仇かたきを取ってくれと何度も懇願されたり、またあるいはクレセント家の人間というだけで差別や偏見を持たれたり。とにかく人を殺す連中だとわたしたちは思われていた。それほどまでに『炎滅』の名には暴力がつきまとっていた」

　オレもそうだ。

　無神経に無意識に、以前メルセデスのことを、あの『炎滅』だと呼んでしまった。

「おじいさまは、自分のような思いを、息子やその子供、これから続く子孫にさせたくなかった。ようやく訪れた平和な時代を自由に謳おう歌かして欲しいと願った」

　なら固有魔法の研究をしたのは──

「人を殺すためにあると言われた『炎滅』から、人を守るための『炎滅』になること」

　戦争の痛みを、これからの子孫には与えない。

　だからこそ炎滅を超える、新たな炎の探究。

　これまで理論と時間をかけて作り上げた『炎滅』の歴史を、上から塗り替える。

　そして、それがもしできるとしたら、理論を超越する固有魔法だけと彼は考えたのだ。

「探していた──人を守ることのできる特別な炎を」

　それがエミール・クレセントの研究。

　固有魔法を探し続けて、そして途中で朽ちた男の生涯である。

「だからわたしがやると決めた」

　祖父の意思は、孫が受け継ぐ。

　自分が亡き祖父の夢を叶かなえるのだと。

「人を守る、か……」

　それもまた、自分にはできなかったことだ。

「自分が体験したわけではない、話や歴史で知ったにすぎない、それでも戦争が嫌い」

　しかし戦争は既に終わっている。

　なら──

「だけど戦争がなくなった今でも、魔法を使って傷つけたり、奪ったり、殺したりする人がいる。わたしはそういう人を許せないし、負けたくない──本当に大嫌いよ」

　メルセデスの瞳には炎が燃えていた。

　それはクレセント家が、そういう連中と一緒になりたくないという決別の表れ。

　祖父の夢の断片だ。

　揺るがぬ本心、一片の偽りもない彼女の本音である。

（そうか……）

　過去を忘れず、向き合うというのは簡単ではない。

　そこには自分が犯してきたことへの重い痛みがある。

「……どうかした？」

　沈黙しきったオレに、メルセデスが少し怪け訝げんな眼を向けた。

「熱量に、圧倒されただけだ」

「た、確かにわたしが一方的に喋しゃべりすぎたわね。しかも内容も変に暗いし」

「いや……」

「でもあなたには話したくなって、ごめんなさい」

　メルセデスは我ながら熱が入りすぎたと照れる。

「……謝ることはない、ありがとう話してくれて」

　彼女の口振りからするに、これまでまったく明かしてこなかったことなのだろう。

　それを教えてくれるほど、信用をしてくれたわけだ。

「今日は──このあたりで、失礼する」

　帰路につこうとする自分に、メルセデスは玄関まで見送りにきてくれた。

　預けていた荷物も戻り、来た時と同じ状態で彼女に向かい合う。

「さようなら」

　明るい声音のその挨拶に、オレは静かに頷うなずいた。

「さようなら」




「──おかえりなさい」

　扉を開けると、レーヴェが律りち儀ぎに出迎えてくれた。

「なにか、ありました？」

　オレの微妙な変化を感じ取ったらしい、顔には出してないつもりだったんだが……。

「いいや」

　短く応えて、部屋に入る。

　上着を脱ぎながら、先のやり取りを思い返す。

（大嫌い、か）

　あれはメルセデス・クレセントの偽りなき本心である。

　なぜ研究にあれほど熱中するのか、その理由が今わかった。

　だからまだ返せる内に──返せなくなる前に、ケジメをつけなくてはいけない。

「シリウスさんに、怒られるだろうな」




　　　　※※※




《ＳＩＤＥ：メルセデス・クレセント》




　新学期が明けてはや二週目、誕生日まであと五日というところまで迫っていた。

「おはようございます」

　少しだけ歩調を速め、けれど胸の高鳴りを抑え、彼に並んだ。

「……ああ、おはよう」

　シエルは少し微笑むと、そのまま何事もなかったように角を曲がってしまう。

　彼のメイドは、一瞬こちらを見たものの、すぐにその後を追ったようだった。

　それから幾つかの授業を受けて、シエルとまた遭遇しいつものように声を掛けるが……。

「申し訳ないんだが、当分は魔法の練習には参加できそうにない」

「え──」

「すまない。せっかく好意で協力してくれていたのに」

「い、いいえ、わたしが、やりたくてやっていただけですから……」

　シエルは軽く頭を下げて、そのままこの場を去って行った。

　もはやその目にわたしは映っていないようだった。




　次の日も、その次の日も、シエルの態度は変わらない。

　ことごとくわたしを避けていて──もう、限界だった。

　その日の放課後、教室の前で彼を待ち伏せることにした。

　シエルは早々にこちらに気がつき、そして傍そばにいたメイドに一言断った。

　わたしたちは無言で、廊下をどれくらいか歩き、空いている教室を見つけ鍵を閉めた。

「嫌いになったのなら言って」

　二人きりになり、わたしはたまらず抑えていた感情を吐き出した。

　シエルはすぐに答えない。

　代わりとばかりにその両腕を上げるので、なんのつもりだと困惑した。

「これが、オレだ」

　途端、彼の制服からなにかが落下した。

　二本、三本、四本、五本、六本、七本──その見えない懐ふところから、続々と短剣ナイフが落下する。

　それはまるで、剣の翼のようにも見えた。

「オレは、人を殺している」

　最初、何を言っているのか分からなかった。

「一人どころじゃない。もう数え切れないほど、たくさんの命を奪ってきた」

　噓うそをついている眼めではなかった。

「目的がどうだったとか、理由がどうだったとか、今それを語ることに意味はないだろう。ただ事実として、忘れられない過去として、オレは魔法を使い、武器を使い、身体からだを使い、人を殺あやめた罪ざい業ごうを負っている──それはもしかしたら『炎滅』すらも、霞かすむほどに」

　彼はそれを証明するように、初めて殺気を放った。

　あの実技試験に向けられた気とは、完全に種類が違う。

　まったく比べる余地がないほど圧倒的で、自然と足が震えてしまう。

　これはもう、普通の人間が持てる覇気ではない……！

「お前が〝大嫌い〟と言った人種──それがオレだ」

　そうだ。確かにわたしは言った。大嫌いであると──彼に。

「これ以上関わり合うのは、よくないだろう。お前にとって不幸にしかなりえない」

「どうしたら、いいの？」

「ただの知り合いに戻る。まだ今のオレで返せるぐらいの関係に」

　そう言った時の彼の目は闇のようで。隠されていた刃が一瞬見えたようで。

　わたしは、その言葉の真意もわからないのに、なぜかぞっとした恐怖を感じた。

「ありがとうメルセデス。これまで助けてくれて」

　何も教えてくれない。これから戦場に旅立つかのように彼方かなたへ消えていく。

　わたしは大嫌いという言葉を、吞のみ込むしかなかった。




　家に着いてから、机に向かった。

　本当であれば、早く書類仕事を終わらせて、研究の続きをしなければいけないのに。

　あと数日、それで正式に籍を入れてしまえば、研究どころか学生生活も厳しくなり、貴族としての仕事や修行をしなければならなくなってしまうのに──

　離れていく彼のことばかりを考えてしまう。

　逃げるようにベッドに潜ると、懐なつかしい夢を見た。

　それはおじいさまに、幼い自分が魔法を見せた時のことだった。

『メルセデスの魔法は綺き麗れいだなぁ』

　おじいさまは、ニコニコしながらそう褒めてくれた。

『メルセデスは僕よりもずっと才能がある』

『さいのう？』

『ああ。魔法もそうだが……なにより、誰かの心を想おもえる才能があるよ』

『こころ……』

『難しいね。でもメルセデスが僕のために頑張って、こうして魔法を見せてくれていると、それがよく伝わってくる』

　その頃のわたしにはよくわからなかった。

　今でもまだ、わからないでいる。

『誰かのために何かをしたい、それは僕の夢において一番大切なものだ』

　過去は変えられない。しかし未来を変えることはできる。

　そのために、わたしも、誰かを守ることのできる特別な炎を求めて──

「もう十分だよ、メルセデス」

　いつの間にか、おじいさまがわたしの目の前にいた。

「本当によく頑張ってくれた」

　ありがとうと、わたしの頭を撫なでる。

「大きくなった、それにお母さんに似て美人になったね」

　あれだけ見上げていたおじいさまの顔が、すぐ近くにあった。

　色んなことを言いたかったはずなのに、言葉が上手うまく出てこない。

「大丈夫だよ」

　おじいさまはそんなわたしの心を見透かしてか、穏やかに頷いてくれた。

　彼は幼いわたしに見せていた顔ではなく、一人の大人としての顔をして言う。

「進みなさい」

　おじいさまは告げた。

「過去を忘れないことと、過去に縋すがることは違うよ」

　運命という奔流に、自分という過去に、真っ向から立ち向かうのだ。

　わたしは、彼のために──なにができるのかを考えなければいけない。

「メルセデスならできる。なにせ僕の孫だからね」

　彼は最期に笑った。

　幼い頃嬉うれしくてたまらなかった、あの笑顔だ。

「さようなら、おじいさま」

　わたしも笑った。

　目を覚ますと、流れていた涙を拭う。

　大嫌いな人を、大好きな人と言えるように──覚悟は、決まった。
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５章〈瞬間、愛、穿うがて〉






「──本気ですか？」

　拠点にて、もう何度目かになる定例報告会で、レーヴェは慎重に尋ねた。

「……ああ」

　メルセデスにはこれ以上関わらない。

　それはつまり──仕事を断念するということだ。

「情にほだされたのですか、あの『絶ぜっ劒けん』が」

　あいつの夢や矜きょう持じを踏みにじってまで、借金を返すことに意味があるのかと思った。

　元々、オレは金のために近づいたのに。

　極悪非道、卑ひ怯きょう千万と糾弾されるのは当然だ。

「自分が中ちゅう途と半はん端ぱだということは痛感している。安易に仕事を受けるべきでなかったとも──だが、こんなに難しいとは思わなかった」

　戦場でただ人を殺すのとは訳が違う、理解しているようで理解できていなかった。

「最悪、シリウス上官に消されるかもしれません」

　冗談で言っている様子ではなかった。

「シリウスさんとはオレが直接話をつける。この仕事が終わったらな」

　メルセデスとのことも──手遅れになる前に。

　仕事を放棄すると言っているのに、レーヴェは意外にも激しい叱しっ咤たはしなかった。

「怒らないのか」

「怒ったら仕事を続けてくれるのですか？」

「いいや」

「なら無駄なことはしません。それで借金のことはどうします？」

「……まぁ、なんとかするさ」

「いっそまた借金をするのはどうでしょう。借金を借金で返すのです」

「オレの不幸を楽しんでないか？」

「以前のことを反省し、罵倒のレパートリーを増やしてみたまでです」

「そんな陰湿な方に行くくらいなら、ストレートに殺しますよと言ってくれ」

　とにかく、もっと寝覚めが悪くならない返済方法を探すことにする。

「今は──やれることをやるよ」

　オレは一室に張られた、学園の地図に目を向ける。

　この数日間で調べ上げられた、詳細なマッピングだ。

「想定よりも時間がかかってしまいましたね」

「あれだけ広いとな」

「では、私から改めて今回の概要を説明しましょうか」

　レーヴェは立ち上がり、指し棒を持って地図の前に移動する。

「問題となるのは学園本校舎──シエルが城と形容している建造物ですね。この建物は上層と下層で役割が異なります」

　これを更にかみ砕いて説明すると、下層がオレたち生徒が授業を受けているところ。上層が教師や選ばれた生徒たちが魔法の研究を行っているエリアとなっている。

「この上層のエリアは、上に行けば行くほど機密性が高くなります。例えばレンズ・ファウストなどはその実績から、最上階に近い位置に研究室を設けることができています」

　この城以外にも、色々な施設が敷地内に建てられているが、【研究】という分野ではここが一番のホット・ゾーンである。

「先述の通り、上に行けば行くほどレベルが上がる。当然警備も厳しくなります」

　トップの部分では生徒はもちろんのこと、この学園の教師ですら、人によっては立ち入りを許されなくなる。まさに選ばれし者だけが入ることを許可される場所だ。

「そこで見つけました」

　レーヴェは上層の中でも、更に上に続く道の一つに赤くバツをつける。

　いや、そこに道などは描かれていない。まっさらだ。

「隠し通路です」

　この空白のポイントには、実は道がある。

「シエルの直感は間違っていなかったということです」

　これを発見できたのは、学園で頻発する魔力欠乏症マナ・ロストのことを詳しく調べたからだった。

　倒れた生徒たちの、倒れるまでの痕跡を辿たどった結果、隠蔽された空間を発見するに至る。

「それまでに設置されているセキュリティとはまったく異なり、より緻密で、より綿密で、より隠おん密みつにされた通路。その難易度は他のものとは比べものになりません」

「となれば、そこには相応の〝秘密〟がある」

　あの隠し通路は、きっと学園の運営側も把握していない。

「最さい奥おう部から〝規格外〟の魔力反応を感知しています。いくら研究が盛んな学園とはいえあってはならぬほどの──まさに異常事態です」

　メルセデスに近づくことと同じく、オレはヴァイスの行方を追っていた。

　レーヴェもまた、シリウスさんに言われ、黒幕と呼ばれる存在の足取りを探していた。

「本来であれば放置できないほどの危険な事態です」

「しかし誰も気づいていない」

「メルセデス・クレセントの攻略を一旦中断してでも、調べるべき状況であると判断します。おそらく──」

「やつらの拠点があるな」

　ヴァイスの裏切りによって引き起こされた惨ざん殺さつを思い出す。

　クレセント魔法学園でも、それと同じことが起こる可能性があるのだ。

「シエルもひよって彼女の攻略を断念したわけですし、せめて黒幕について何か情報を握れば、処刑は見逃してくれるかもしれません」

「処刑前提かよ……」

「既に社会的には死んでいるんですけどね」

　言うな、それを。

「畢ひっ竟きょう、これから死ぬかもしれないと言ってヤケクソにならないでください。私たちの正体だけは最後まで絶対に隠し通さなければなりません」

「大人らしく死ぬ、ってことだな」

　なにせ姿身分を偽っての入国、しかも王国の名門学園への潜入である。

　このことがもし世間に露見すれば、帝国による内政干渉、諜ちょう報ほう活動、強襲案件と見られることになる。最悪の場合は国際問題──また戦争が始まってしまうかもしれない。

「我々は隠し通路を突破し、黒幕による工作活動を暴きます。当然ながら、その道のりには数々の罠わなが仕掛けられていることでしょう」

「覚悟しているさ」

「決行日は明日　一三時ヒトサン〇〇分マルマルの開始を予定しています」

　もしかしたら、これがレーヴェと一緒にやる最後の大仕事なのかもしれない。

「ではシエル、最後に指令オーダーを」

「指令？」

「これから行うのは予定にない新たな軍事行動、よって開始するにあたり正規の形式に従います。作戦名は先ほど私が伝えたでしょう？」

「あれか……」

　レーヴェのセンスが爆発していたやつだ。

　そもそもとして、もう自分に軍人の資格はないのだが、それでも彼女は指揮命令が下されるのを待っている。補佐として最後まで役割に徹しようというのだ。

　オレは立ち上がって、レーヴェの前で口上を告げた。

「指令オーダー」

　主人としての責務を、まっとうしなければならない。

「これより作戦名『暗き夜にてシークレット行く道を・マーズ』を開始する──頼むぞレーヴェ」

　彼女は軍人メイドとして深く頭を下げた。

「了解しましたイエス・、ご主人様マイマスター」




　　　　※※※




　作戦会議を終え、翌日の昼休み。

　オレとレーヴェは、予定通り例の隠し通路へと向かっていた。

　しかし予定通り進まないというのが、我が人生の常である。

「奇遇だね」

　この日に限って、オレたちはまたレンズ・ファウストと直接相対した。

　整えられた茶色の髪に、甘いマスク、余裕を感じさせる態度が特徴的である。

　彼はまるで絵に描いた障害のように、立ちはだかっていた。

「どこに行くのかな？」

「魔法歴史学の授業のことで、担当講師の研究室へ行く途中です」

　おもむろに尋ねてきたので、事前に用意していた回答を述べる。

「勉強熱心だね──あ、そうだ、今度は僕の研究室にも来てよ。ちょうど元気な学生を探していて。もちろん協力してくれたらそれなりにお礼はするし」

　レンズ先生は好意的な様子でそんなお願いをする。

「機会があれば是非」

「ふふ、その様子だと来てくれそうにないなぁ」

　オレの模範解答に、レンズ先生はわかりやすく頭を抱えてみせた。

　それから彼は、レーヴェの方を上へ下へとじっくり見てから口を開く。

「こんにちは。君はレーヴェさんだったね」

「はい」

「編入初日に一騒ぎ起こしたと聞いた時は驚いたよ」

　咎とがめる口調ではないので、ただの挨拶代わりなのだろう。

「僕は色々と魔法の研究をしていてね、それでもし──」

「申し訳ありませんが、興味ございません」

　バッサリだった。

「ご主人様が協力するのなら私も従います。協力しないのなら致しません」

「そっかー……」

　その応答にさして驚きはせず、むしろ困ったなという様子でレンズ先生は頰をかく。

　それ以上は何も言わず、彼は今度こそオレの方を向いた。

「すまないねシエル君。つい君のメイドが魅力的だったので声を掛けてしまった」

「仕方ありません。彼女は最高の女性です──もう二度と手放せないと思うくらいに」

　形式上とはいえ、オレとレーヴェは主従関係だ。

　自分には彼女を庇ひ護ごする義務がある。

　誰にも渡さない──体裁上、一応これぐらいは言っておかなければなるまい。

「アツアツだ」

　降参だという風に彼は肩を竦すくませた。

「そういえば、メルセデスとは最近も会っているのかな？」

「いえ」

「あの娘はしっかりしているようで頑固者だから。君の試験を担当してから、なにかごちゃごちゃやっているようだ。ただでさえ古い研究に……っと、うっとうしい注意かもしれないけれど、君自身もあまりメルセデスの仕事を増やさないよう注意してくれたまえ」

　それから、と。

「シエル君も、噂うわさだと学園でけっこう派手にやっているようだけれど、あまりやりすぎないように」

　そう釘くぎを刺す。

「今は来たばかりということで見逃してもらえているけれど、あまり度が過ぎると、君の編入を許可したメルセデスや、他の先生や生徒にも迷惑がかかることになる。うちは名門学園として通っているから」

「ご忠告痛み入ります」

「僕自身はあまり気にしないんだけどね、やっぱり気にする人たちもいるからさ」

　オレは素直に頷うなずいた。

「それでは僕はこれで。穏やかな学園生活を送ってくれることを願うよ」

　レンズ先生はニコニコした表情のまま、廊下の先へと消えていった。

　穏やかな雰囲気なのに、嵐のように来ては去っていく人である。

「勘違いでなければ、私──ナンパされてましたよね？」

「さぁ、どうだろう」

「そう思ったのだから、ああいう風に言ってくれたのでしょう？」

　妙に拘こだわるレーヴェを躱かわし、敢然としてまた歩みを始める。

「急ごう。レンズ先生とのやり取りで遅れが生じている」

　いつもだったらレーヴェが言いそうな台詞せりふである。

　彼女もそれ以上は追及せず、黙って付いてきてくれた。

「（ここから上層──研究エリアです）」

　ポイントに来るとレーヴェが合図をしてくれる。

　オレは懐ふところから、侵入用解除鍵アンロック・コードを取り出して、エリアへと侵入した。

「（地図ルートは頭に入っていますね？）」

「（昇降機エレベーターではなく階段で。Ｂブロック方面を経由して第三研究室、そこを曲がったら再び階段を使って上階へと移動する）」

「（百点です。花マルをあげましょう）」

　まだ上層の中でも最低層とはいえ、既に立ち入り規制が敷かれている場所だ。

　なるべく人の目につくことは避けるべく、事前にルートを組み立てておいた。

『この学園の管理には、自動統治システムの技術が一部組み込まれています』

『じどうとうち……編入試験の時に、メルセデスに作動したのもそれか』

『強固なセキュリティです。しかし今回は主に魔法に対して反応するプログラムのようですから、魔法を使わず人目にも付かなければ、難なく突破できます』

　エリート軍人というだけあり、専門知識も押さえている。

『元は帝国と、幾つかの国の研究チームが共同開発した技術なのです』

『なら学園はその一いっ端たんを買い取って使っていると』

『完全仕様フルスペックのシステムなら、監視魔導具カメラや感音魔導具サウンド・センサーなど色々な装置がついています。もっと綿密に作戦を練り、慎重に侵入をしなければいけません──まぁ、たかが学園にその一部があるというだけでも十分すごいことではあるのですが』

　と、これらは昨夜に聞いたことである。

　上へ、上へ、上へ。

　グルグルと回廊と階層を巡りながら階乗していく。

　次第に人の影もほとんど見なくなる。

　それだけここは立ち入りが厳しい場所であると、暗に物語っているのだ。

「──ここだな」

　折り返し階段の、丁度折り返す部分で足を止める。

　そして、はめ殺しにされた窓の前でレーヴェと並んだ。

　窓からは下界の様子が一望できるが……。

「シエル」

「ああ、始めよう」

　これまでの解除コードでは突破できない。

　それほどまでに堅けん牢ろうにして、巧妙に隠匿された魔法の扉があるのだ。

「準備完了、いつでもいいぞ」

「了解──電磁波結界エレクトロ・パルス、起動します」

　それは彼女がもっとも得意とする雷属性の高階級魔法の応用。

　展開されるこの円中の内であれば、魔法を使ってもシステムに感知されることはない。

「簒さん奪だつの理ことわり──」

　すぐさま固有魔法を発動する。

　その能力は魔法を分解し、素材にし、武器を鋳造すること。

　当然この扉を隠している魔法にも有効に作用する。

　無理に破壊するのではなく、分解して開けようというわけだ。

「カウント開始スタート。二五、二四、二三、二二、二一──」

　レーヴェが電磁波結界エレクトロ・パルスの制限時間をカウントする。

　再使用するにも相応のインターバルが必要で、間に合わなければサイレンが鳴るだろう。

「材質、硬度、重量、形状、色彩……」

　全神経を目の前のことに傾ける。

「一九、一八、一七、一六──」

　ここまで防御専用に徹された魔法となると、いつもより若干だが時間がかかる。

　若干、だが。

「一五──」

「終わった」

　それなりにカウントを残し、魔法の分解を完了する。

　外を一望できた窓は消え、代わりにボンヤリとした輪郭の入口ゲートが現れた。

「成功したみたいだ」

　今回は、分解した魔法を短剣ナイフへは錬成しない。

　分解したものを再構築、元に直すことで、侵入した形跡を残さないようにする。

　ここまで完璧に──

「シエル……？」

　その時、彼女の声がした。

「め、メルセデス……」

「ここで一体なにを……」

　彼女はオレの応答を待たず、階段を登ってきてしまう。

　流石に固有魔法に集中しながら、周囲の警戒までは行えなかった。

　レーヴェも電磁波結界エレクトロ・パルスの維持で、聞こえない足音までは探知できない。

「ゲート……？」

　メルセデスはもう来てしまった。そして目まの当たりにする。

　本来なら景色が見えるはずなのに、そこには暗闇への入口があることを。

「シエル、時間がありません」

　加えて、遠方よりこちらに接近する別の足音あり。

　その音の響きから、おそらく成人男性……と、そんなことは今はどうでもいい。

「プラン変更だ」

　オレはメルセデスを身体からだごと引き寄せる。

「え、ちょっと……」

「カウント間もなく終了します」

　オレはメルセデスを抱いたまま、ゲートに背を向ける形でジャンプする。

　そして電磁波結界エレクトロ・パルスが終わるギリギリで、入口に向かって固有魔法を再展開した。

　扉は、何事もなかったように閉まる。

　オレたちは暗闇の世界に吞のみ込まれた。




「ここは……」

　メルセデスが立ち尽くす。

　そこは四方が壁に囲まれ、まるで洞窟のようである。

　壁に等間隔で備わった照明魔導具ランプが、その輝きを先へ先へと導いていく。

「やはり迷宮化しているようです」

　レーヴェが地面や壁を慎重に確かめる。

「迷宮……？」

　メルセデスがその言葉に反応する。

「確認しますが、学園内にこのような迷宮が存在していると知っていましたか？」

「い、いいえ。学園にこんな場所があるなんて……」

　メルセデスの反応は本物だ。理事長の娘ですらここを把握していない。

「シエル。どうやら学園のシステムを一部流用しているようです」

「魔法は使えないか」

「使用すると、ここの主あるじに逆探知されるようになっています」

　事前に想定していた事態の一つである。

「罠わなや攻撃を食くらう分にはいいですが、私たちの侵入それ自体を察知されれば、証拠を隠滅される場合があります。最悪の場合、ここの主が国外逃亡をする可能性も」

「使用は基本装備だけに限定。魔法は生命活動に重大な影響をもたらす緊急事態のみだ」

「了解しました」

　魔剣も使えない。

　オレたちはここに侵入したという事実を、この迷宮の主には察知されてはいけないのだ。

　どんな罠や攻撃が降りかかろうとも、身体一つで対処する必要がある。

「それで、彼女はどうしますか？」

　レーヴェの視線がメルセデスへと向かう。

　そもそも彼女がなぜあそこに居合わせたのかも気になるが……。

「オレたちは学園の秘密を追っている」

　全て黙ったままというのは無理があるだろう。

「……秘密？」

「まだ可能性の話にすぎないが、学園を脅おびやかすなにかがこの奥で行われているんだ」

　放置すれば、またあの大事件のようなことが繰り返されるかもしれない。

　だから止めなくてはいけない──これまでのことを、返すためにも。

「なにかって……それが、シエルに関係があることなの？」

「正直、直接の関係はなかった」

　噓うそはつけない、もともとの動機は自分のためだったのだから。

「オレの仲間を殺した男──やつの行方を知る手がかりが、ここにあるかもしれない」

「私はまた別の目的ですが、この迷宮の主に用があるのは彼と同じです」

　レーヴェももはや普段通りの口調で、目的を明確化する。

「──行くわ」

　もはやこちらの尋ねる段階をすっ飛ばして、メルセデスは答えた。

　その展開の速さにオレたちも少したじろぐ。

「ようは、わたしが一緒に行くか、このまま帰って黙ったままでいてくれるかを知りたいわけでしょう？」

「そ、そうなんだが……」

「なら行く」

　持ち前の頭の回転の速さで、おおよその事態を理解したようだ。

「クレセント家の一人として、学園のために行かなければいけない。それに──」

「？」

「あなたを追ってここまで来たのだから、もう引き返せないわ」

「追ってきたって……」

「気づかなかったでしょう？」

　してやったりという顔でメルセデスは言う。

「途中まで魔法も使ったし、神経尖とがらせて、距離もだいぶ取ったもの」

「つけられていた……れ、レーヴェさん」

「気づきませんでした。失態です」

「当然よ。だってここ、わたしの家のようなものだもの」

　幼少期からすごしてきた学まなび舎や、第二の家と言っても過言ではないだろう。

　だからこそ──この異常事態は見逃せないというわけだ。

「あなたたちについて詳しいことはまだ訊きかない。まずは先に進みましょう」

　本当に強い人である。動揺するも一瞬ですぐに切り替えてしまった。

「追加要員として不足ないかと」

　ああ。

「今回限りのチーム、結成だ」




　それからレーヴェ、メルセデス、オレの順の隊列となって行動を開始する。

「しかし高度な魔法ね……」

　メルセデスが周囲を見渡しながら、感嘆の声を漏らす。

「先が見えないほど広大な迷宮、これを創造し、維持するなんて、常人には不可能よ」

　もしかしたら複数人で維持している可能性もあるが──

「空間や次元を専門とする魔法使い、その集団で行ったとしても、やっぱり長くは持たない。共同で行う魔法には、共同で行うがゆえの難しさがあるもの」

「私も彼女に同意します。迷宮の造りからして長くは持たない。すぐ魔力が尽きます」

　なのに尽きない。この迷宮はいつからかずっとここに隠されていた。

　ヴァイスのことを思い出す。

　あいつも最後、なんらかの手段で、無限とも錯覚するような魔力を宿していた。もしもあれだけの魔力源リソースがあれば、この空間なども十分に維持できるのではないだろうか。

「シエル」

　そんな風にまた直感がざわついた時、オレを現実に戻すようにレーヴェが呼んだ。

「……揺れている？」

「人為的な迷宮でも地震が起こると思いますか？」

「いいや、そんなオシャレ仕様だとは思えない」

「どんどん大きくなっています」

「これは……後ろからだ！」

　これまで歩いて来た方に振り返った瞬間、巨大な球体が天井から落ちてきた。

「走れ──！」

　遠く後方にある球体は地面を転がり始めた。

　ぐんぐんとスピードを増し、すぐに高速回転の弾丸となって迫り来る。

「な、なんて古典的なトラップよ！」

「まるで物語に出てくるような罠、ですか？」

「お前たち、喋しゃべっている場合じゃないぞ！」

　そうこうしている間に、球体はすぐ後方まで迫ってくる。

　いつもなら頼りになる魔法も今回は使えないのだ。

「曲がり角、見えました」

　先頭のレーヴェが冷静に報告をしてくれる。

　軍学校首席卒業は伊達だてではなく、鍛えられた肉体は、圧倒的なスピードでコーナーに直行している。これでレーヴェは助かるわけだが……。

「メルセデス遅い！」

　お嬢様の足が間に合っていない。

「わ、わかって、いるわよ！」

「この際スカートなんか気にするな！」

「っな──今そんなこと気にするわけないでしょバカ！」

　ば、バカ……。

　メルセデスにそんなこと初めて言われた……。

「シエル、先に行って！」

「それこそバカな提案だ！」

　お互い必死なので、本音しか出てこない。

　しかしこのままだと圧死は必然である。

「早くこちらへ！」

　先に辿たどり着いたレーヴェが、これまた珍しく声を張り上げる。

　それぐらい逼ひっ迫ぱくした状況というわけだ。

「メルセデス！」

「っきゃ！」

　オレは少し加速し、メルセデスを背中から道の脇に向かって押し倒す。

　道を埋め尽くすほど巨大な球体であるが、球体であるということは、地面との接触面積は脇に逸それれば逸れるほど少なくなっていく。

「……っつ」

　球体が、重なる。

　そして、過ぎ去る。

「ギリギリだった……メルセデス」

「ぶ、無事よ……」

　先に起き上がれたので、彼女に手を伸ばす。

　どうやらお嬢様も大事ないらしい。

「残念ね、今回はスカートが無事で」

「い……いや、さっきのはだな……そもそも試験の時のも……」

「ジョークよ。ありがとう、また助けてくれて」

「あ、あぁ」

「慌てるあなたが見てみたかったのよ」

　彼女はカラッとした様子でそう言った。

　以前あれだけ冷たく突き放したのに、その忌き憚たんのない態度はこれまでと変わらない。

「大丈夫ですか」

　レーヴェも様子を見にこちらに近づいてくる。

「オレもメルセデスも問題ない」

「そうですか」

「ただ服が砂まみれになったけど」

「帰ったら洗いましょう。私の手に掛かれば一瞬で元通りです」

「一瞬ね、実は新品でも買ってくれるとか」

「うちにそんなお金があるとでも？」

「ご、ごめん……」

　だからそんな怖い顔しないでくれ。

「…………」

　しかもメルセデスがじどーっとした眼めで見てくる。

　きっとあれだ、メイドの尻に敷かれるとか、どれだけかっこ悪いんだとか思ってるんだ。

「普段からそんな感じなの？」

　メルセデスがオレに訊く──が、レーヴェが先に答えてしまう。

「そんな感じです」

「メイドなのに、シエルのことを呼び捨てにしているし」

「彼の許可は得ていますので。体裁上、学園内ではご主人様と呼んでいるまでです」

「随分と仲睦むつまじいのね」

「私にそんな気はありませんが、あなたの眼にそう見えるのならそうなのでしょう」

「「…………」」

　な、なんだか、不穏な空気になってきたような……。

　火花のようなものが散っているように見えるのは、オレの幻覚なのか？

「さ──先を急ごう。あまりここで時間を費やしたくない」

　たぶん侵入は気づかれていないと思う。

　本当に気づいたのなら、あの程度の罠わなだけでは足りない。

「了解しました」「わかったわ」

　意外にも、オレの言葉にすんなり頷うなずいてくれる両者である。

　それから先の鉄球トラップを筆頭に、落ちてくる天井、水攻め、壁から飛び出す槍やり、唐突に置かれている意味深な宝箱などに遭遇する。オレたちは魔法が使えないながらも、どうにか協力して迷宮を突破し続けていた。

「そろそろ折り返しているとは思うんだが……」

　迷宮の練度を視みるに、かなり進んだ位置にいると思う。

「水攻めだけは嫌ね。やっと服が乾きそうなのに」

「私はもう一度宝箱を見つけたいです。今度こそ開けてみたい」

「絶対開けるなよレーヴェ。たぶん変なの飛び出してくるから」

　道ばたにふと現れた宝箱に宝が入っているわけないだろう。

「でも、もしかしたらあなたの借金を──」

「借金？」

　レーヴェ、失言。

　無表情だが、やってしまったという顔をしている。

「シエル……」

「気にするな」

　別にバレたからと言って、今さらなんだという。

「少しだけ借金をしているんだ」

　上書きするように、メルセデスに自分の口から言う。

「……そう、大変ね」

「まぁな」

「もしかしたら力になれるかもしれない。どれぐらいの借金をしているの、もしあなたが気にしないなら教えて欲しいわ」

「五〇億ルクス」

「なんだそれぐらいならわたしが……って五〇億!?」

　よっぽど驚いたのだろう、メルセデスの声が今日一で跳ね上がる。

「す、少しってレベルじゃないわよ……」

　ワナワナと口を震わせている。

　確かに学生が五〇億も負債を抱えているのは希有かもしれない。

「あなた、一体なにを──」

　ここでまたも足下がぐらりと震動した。

「また鉄球……」

「いや違う。これはもっと収束的な揺れだ。震源地はこの真下で──」

　すると、突如として地面の崩壊が始まる。

「落とし穴か──！」

　足をつけていたはずの地面が、奈落へと落ちていくのが見える。

　一度落下してしまえば、もう二度と這はい上がれない。

　オレたちは走る、しかし間に合わな──




「……く」

　メルセデスが苦く悶もんの声をあげた。

　彼女は、横向きに刺さっている太い支柱、そこに巻き付くツタにすんでの所で摑つかまった。

　落ちれば奈落という場所で、宙吊りの状態で持ちこたえているのである。

「これはマズイですね」

　レーヴェも少々焦あせったように言う──オレの頭上で。

　実は、支柱のツタに両手でぶら下がったメルセデス、その彼女の足にレーヴェが摑まり、そしてまたレーヴェの足にオレがぶら下がっていたのだ。

　メルセデス、レーヴェ、自分の順によるギリギリの落下回避であった。

「は、早く登ってきなさい！」

　メルセデスは一番上で叫ぶが──

「ここまで来て、魔法なんて、使わないでよ……！」

　そしてオレの考えそうなことを先に潰されてしまう。

「シエル、この状態では鋼糸レイザーもロクに使えません。私たちを伝って上に登ってください」

　ロープや梯子はしごのようにして、か。

　しかし考えれば考えるほど、メルセデスの両手は限界に近づいていく。

「──分かった」

　グダグダ足踏みをしている時間はない。

　素早い同調で、一番下のオレから登頂することが決定した。

　まずはレーヴェを……。

「なにしているんですか、早くしてください」

「ど、どこを摑めばいい……!?」

　登るとなれば、必然的にレーヴェの身体からだを触らなければいけない。

「どこでもいいです。後で殺したりしませんから」

　そうか、なら──

　オレは思い切ってレーヴェの腰回りを摑む。

「つ、あぁぁぁ──ッ！」

　一番上のメルセデスが苦悶の声をあげる。

　オレが激しく動いたことで、腕への負荷が増大したのだ。

「あなたにはサディストの才能があるかもしれません」

「そんな才能いるか──次、行くぞ」

　足から腰、腰から肩へと摑むポイントを上昇させていくが、

（っく、なんでこんなに……）

　不謹慎なことは理解している。

　それでもレーヴェの身体を這うようにして行くのだから、彼女の肉体の柔らかさとか、しなやかな筋肉とか、その温度とか感触がモロに入ってきてしまうのだ。

　一見慎つつましい胸だって、顔が直接触れてしまえば、しっかりとその弾力が伝わってくる。

「やっとここまで来ましたか」

　オレはついにレーヴェと対面するところまで登ってきてた。

　しかし近い、抱きついているせいだが、唇同士がすぐ触れるような距離である。

「早く次へ。彼女も長くは持ちません」

　一つの瞬まばたきもせず、照れる様子もなく、レーヴェは次を示唆する。

「メルセデス！　これから下半身を摑むが……」

「ゆ、許すわよ。だから早く、して」

　一声かけ、オレは迷わず臀でん部ぶを摑み、それからすぐに彼女の腰を両手でホールドした。

（メルセデスも……なんでこう……）

　レーヴェとは違った、また甘い香りである。

　これだけ密着しているのだから、どう頑張ってもそれは享受せざるをえない。

　しかし細い腰つきだ。こんな細身で毎日あんなに忙しく奔走していたのか……。

（一刻も早く、この状態から抜け出す──！）

　そう決意をし直すが、ここでオレは予想だにしない障害にぶつかる。

（で──でかい）

　レーヴェの時は、難なく通過することができたが、メルセデスは違う。

　胸部が突出しているせいで、下からでは本人の顔が見えないほどだ。

「どうしたの？」

「い、いや……」

　もうじき結婚するという公爵令嬢に、もろに触れるというのは──

「ンあっ!?」

　メルセデスが驚いた声をあげる。

　痛みでというより、触れられたことに驚いたのだろう。

　結局、ゼロコンマしか迷わなかった。

　すぐに肩を摑んで、当然だが思いっきり胸に顔をうずめる。

　その立派な双房を、五感を通して感じることになった。

「うぅ」

　メルセデスがまた違った意味で耐えるような声を出すが……許してくれ！

「……すぅ」

　その胸の中で呼吸を整えてから、最後のステップを踏む。

　甘い芳気をくらいながらも、ようやく登頂手前まで登り詰めた。

「やっと、ここまで来れた」

　オレはついにメルセデスと対面する位置まで来る。

「だ、だいぶ、しっかり触ってくれたわね」

「変に遠慮するだけ無駄だと思ってな」

「……正解と言っておきましょう」

　どうやらその選択は正しかったようだ。

「ただし──高く付くわよ？」

　どうやらまた借金が増えたらしい。

　果たして、完済できる日など来るのだろうか……。




　メルセデスの健闘のおかげで、無事に落とし穴を突破した後。

「──ふ、二人で暮らしているの？　ワンルームで？」

　迷宮を闊かっ歩ぽしながらも、メルセデスは信じられないという顔をして言う。

「なにもないけどな」

「なにもありません」

　一度だって同じベッドでは寝ていないし、相手の着替え中にたまたま乱入してしまうなどというハプニングだって起きていない。住み分けは完璧である。

「…………」

　彼女はオレたちが本当になにもないと感じたのか、一応は納得したという顔をする。

「そろそろのはずだ。迷宮の練度的にゴールは近いと思う」

　しかしなぜか未いまだに気まずい空気、それを断ち切るべく迷宮の終わりを示唆する。

「この先に、なにかがあるのね──」

　メルセデスがそう言った時、またも迷宮が胎動する。

　オレはメルセデスを抱え右側に、レーヴェは単身で左側に飛ぶ。

　なんとここに来て迷宮が変形を始めたのだ。

　通路が真っ二つに分かれ、地面がパズルのように移転をしていく。

「こ、これ……」

「喋しゃべるな。舌を嚙かむぞ」

　下に落ちないよう、メルセデスを抱きかかえ移動する。

　最終的に、レーヴェとオレたちは、お互いの姿が見えない所まで分断された。

「レーヴェ！」

「──聞こえています」

　しかし声だけは届く距離にあるようで、見えない位置から彼女の応答が聞こえてくる。

「二手に分かれよう！　ゴール地点で合流だ！」

「──わかりました」

　足下に注意しながら、安全地帯までメルセデスと共に移動する。

「もう降りても問題ないぞ」

　彼女はゆっくりと地面に降りる。

「…………」

「メルセデス？」

　しかし足を着いたものの、レーヴェの声がした方をじっと見つめたままだ。

「あいつなら大丈夫だ」

　なにせ栄光ある孤立を選んだ少女である。

「信頼しているのね」

「一応、相棒だからな」

　本当であれば従者と呼ぶべきなのだろうが、その方が適切なような気がする。

　オレたちはそんなやり取りをしてから、再び迷宮を進み始めた。

「久しぶりに、二人きりね」

「ああ……」

　久しぶりと言っても、ほんの数日ぶりにすぎない。

　それでも懐なつかしく感じるのは、彼女と一緒にいた時間にそれだけ意味があったということなのだろう。

「オレは──」

　そろそろ、言わなくてはいけない。

「お前のことを知って学園に来たと言った」

　あの言葉の真意を、ちゃんと伝える義務がある。

「それは、金のためだ」

　今からでは遅い、しかしそれでもだ。

　これまで彼女がくれた誠意に対して、オレも誠実に応えなくてはいけないと思った。

「メルセデス・クレセントに近づき、友好な関係を構築し、依頼主の味方となるよう引き抜くこと──それがオレの仕事だったんだ」

　本当はシリウスさんや帝国の名前まで出すべきなのだろう。

　しかしそれを知りすぎることは、彼女の身の危険に繫つながる。

　実際ここに来る前、その脅しをシリウスさんから受けていた。

　伝えられるのは、オレが金目当てで近づいた男という事実だけだ。

「そう……」

　借金があるという話を聞いていたからか、彼女はすぐに事の次第を理解したようだった。

「すまなかった。あなたの好意を踏みにじるようなことをしながら黙っていて」

　立ち止まって、頭を下げる。

「最初から、お金が目当てだったのね」

　オレはこれから彼女が言うことを、できる限りで従うつもりでいた。腕を落とせと言えば腕を落とすし、目玉をくりぬけというなら目玉をくりぬく。金を用意しろというのなら金を用意する。誰かを殺せというのなら──誰かを殺す。

「じゃあ途中からは？」

　しかし彼女はなにも要求しない。むしろまったく違う方向に進む。

「わたしは、あなたといる時間がすごく楽しかった」

　あなたはそうではなかったのか、と。

「ああ、楽しかったよ」

「良かった。わたしだけじゃなかったのね」

　真実を告げられても、そこには怒りが見られない。

　それどころかハツラツとした声調で、

「そもそも貴族の世界で、お金や権力を目当てに接近するなんて日常茶飯事よ。現にわたしの婚約者だってそうだし。外面は良い教師で通っているけど、実際はわたしのことを政治の道具としてしか見ていなくて。そこには愛も情も存在していない」

「それは……」

「それをそんな風に、バカ正直に謝罪されるなんて、生まれて初めてで──っく、くく」

　彼女は我慢ができなくなったのか、堪こらえながらも笑い声を漏らす。

　どうやら、よほどオレは間抜けに映っていたようだ。

　目の端に涙まで浮かべているぞ……。

「やっぱりシエル、政治家には向かないわ」

　かつての言葉を撤回すると穏やかに。

「オレは真剣に……」

「わかっている。だから笑っていられるんじゃない」

　何度か深呼吸して、メルセデスが気持ちを落ち着ける。

「シエルは優しい人よ」

　静かに、その科か白はくを告げる。

「失うことの痛みを知っている。あなたは気づいていないけれど、いくらお金を得るためだからといって、痛みを知らない人間が、あそこまで人のために動けるはずがない」

　人のために動く、それは自分とは無縁のもので──

「わたしは、あなたの優しさに救われたわ」

　決して、その場しのぎで言っているわけではなかった。

　その瞳の炎は、燦さん々さんと輝いている。

「ありがとう、わたしのために学園に来てくれて」

　彼女は優しく笑った。

　出会った時に受けた炎とは格別の、身体の奥を焦がすような、灼しゃく熱ねつの痛みがした。

　メルセデスは目を一度閉じて、そしてゆっくりと言葉を紡つむぐ。

「……シエルのやってきたことは、わたしが大嫌いなことよ」

　消すことも、忘れることも、できないものだ。

「その過去は変えられない」

　彼女も分かっている。

「でも未来は変えられるわ」

　日頃から、よく口にしていた台詞せりふだ。

「わたしの研究は無駄ではなかった。祖父を追いかけた毎日は無駄ではなかった。こうして今──あなたと向き合うことができているのだから」

　その答えは即席ではなく、これまで蓄積してきたものがあるからこそであろう。

「借りを返すことにこだわっていた理由が、今ならわかる」

　ならばこそ、一体どうすればいいという？

　オレは見て見ぬ振りはできない。

「確かに、あなたはこれからも誰かを傷つけるかもしれない」

　仲間を殺した男を追う、それは既に話したことだ。

「でもそれは、自分だけが生きるためだとか、憂うさ晴ばらしをするためだとかではなくて──大切なものを守るためだと信じている」

　オレのしていることはカッコいいものではない。

　それは結局、誰に頼まれたのでもなく、自分が自分のためだけにやっていたからだ。

　湧き上がる衝動を、己の中で円環させていたにすぎない。

「だから」

　ダメだメルセデス、それを口にしてはいけない。

「だから、わたしの心をあげる」

　そっと彼女が身を寄せた。

「貸すんじゃない。あなたにあげるのよ」

　それは一生、返すことのできないものである。

「自分を信じられなくてもいい。あなたを信じるわたしを信じて」

　彼女はオレを見上げて、

「わたしが一緒にいれば、もう無闇に自分を殺せないでしょう？」

　と自信ありげに笑うのだった。

「明後日あさってには籍を入れる。できるものなら、自分の全てをあなたにあげたかったわ」

　身体からだは無理でも、心だけは──瞳の炎が寂しげに揺れる。

　それでも彼女は気丈に面を上げた。

　あの日、あの時、あの場所で。

　出で逢あった瞬間から、この物語は始まってしまったのかもしれない。

「わたし、シエルが好き」

　ハッキリと、そう告げられた。

「たとえ結ばれることがないとしても、あなたのことが──」




「ずっと、ずっとずっと、大好きです」




　　　　※※※




「無事のようですね」

「そっちも元気そうだ」

　合流したレーヴェは、改めてオレたちを交互に見て、それ以上は言わなかった。

　それから到着したゴール地点には、貴族の家にあるような立派な扉があった。

　鍵はかかっていない、この迷宮自体が鍵だったのだ。

「オレが右、レーヴェは左だ。メルセデスは一応後方に注意を払っておいてくれ」

　突入の打ち合わせを即座に行い、呼吸を合わせてから扉を開けた。

「これは──」

　研究室、と呼ぶのがふさわしいのだろうか。

　ただメルセデスの使っている研究室よりもだいぶ広く、置かれている機材や本棚は多種多様であり、しかも大量にある。机や床には資料やレポートが散乱していた。

「シエル」

　無人であることを確認した後、機材を観察していたオレにレーヴェが寄ってくる。

「ああ──どうやら、ただの実験施設ではないようだ」

　この部屋の中でも、特に存在感を放つ鋼鉄の椅子には、謎の配線が接続され、周りにある無数の他の機材に伸びている。

「椅子に拘束具がついているのも不自然だが、なにより……血痕だ」

　血の跡を見ながら、オレは冷静に私見を述べる。

「おそらくここでは──人体実験が行われている」

　入った時から、部屋からはむせかえるような血臭と死臭がしていた。

「この配線の先を辿ってみると──」

　自分が足を止めた先には、円柱型をした巨大な物体が幾つもあった。

「貯蔵庫タンクだ」

「タンク……」

「中には魔力を溜ためる」

「覚えがあるのですか？」

「これと似た造りをした実験装置を、昔に見たことがある。やり方や形状は幾分か異なるが、あの椅子に人間を座らせ、魔力を奪い、ここに溜めるんだ。最終的にはそれをなにか大がかりな実験へと転用する」

　法律には今も昔も詳しくないが、おそらく禁止されている行為だろうな。

「ではやはり、学園で急性魔力欠乏症マナ・ロストが増えているというのは」

「十中八九、こいつに絞り取られたってわけだ」

　まだ死者は出ていないらしいが、しかし全員が意識不明か、意識はあるものの言語障害や幻覚症状等を発症し、正常なコミュニケーションが取れない状態にあるという。

「ただの魔力欠乏症であれば時間と共に回復します」

「なにかしら細工を施すことで、口封じをしているんだろう」

　この場所で起きたことを、外部に漏らさないために──

　細かく周囲を観察してみると、大量の資料や本と共に、薬品が入った容器や、死体標本などもある。壁には謎の図式や数字の羅列、傍はたから見ても狂気が伝わってくるものだ。

「──金庫があるな」

　部屋の隅のほうに黒い四角を発見する。

「金庫と言っても錠前しか付いていない、低レベルすぎる代物のようですが」

「それでもこの部屋で初めての鍵付きだ」

　この迷宮自体が大がかりな鍵なのだから、中の物に気を配る必要はないのだろう。

　しかしこれには付いている。

「開けられますか？」

「やってみよう」

　解錠ピッキングを試みると、ガチャリとすぐに音がした。

「……封筒？」

　金庫を開けると一通の封筒が入っていた。

　中身はそれだけで、なんとも寂しい成果に思えるが……。

「開けてみましょう」

　既に封は切られているので、中のものをすぐに取り出す。

　まず出てきたのは手紙だった。

　とても上質な用紙に、見慣れない文字で長文が綴つづられている。

「これは……古エルン語ですね」

「わかるのか？」

「多少は。しかしただの文章ではないようです。暗号化されています」

　簡単な金庫の中に難解な手紙、なんとも矛盾した組み合わせだ。

「すぐに解読は難しいようです。この金庫を開けた時とはわけが違う」

　彼女は申し訳ありませんと目を伏せる。

「謝らないでくれ。オレなんて一文字も読めないんだから」

　むしろ簡単な鍵開けくらいしかしていない、こちらこそ申し訳ない。

「レーヴェは十分にすごいよ」

　と称賛した──せいなのか、

「では今度から古代語の勉強も始めましょうか」

　急にやる気になるレーヴェ先生。

「私ができる限りで教えます。まずは夕食の時間を四分の一ほど削り、復習と予習の時間を圧縮、小テストの主な形式を記述式から選択式に変更、これで睡眠時間を十分に確保しつつも、古代言語学習を行えるようになるでしょう」

「あの……」

「なんですか、まさか嫌なんですか？」

「や、やります。やらせてください」

　彼女のやる気に満ちた眼めを見て欲しい、これは断れないだろう。

　ますますレーヴェに管理されていく気もするが……。

「あとは……なにかカードのようなものが入ってるな」

　残っているのは長方形をした真っ赤なカード。

　表には特徴ある天てん秤びんの絵と、その下に『Ｅ．Ｂ．Ｄ．』という文字が刻まれていた。

「──最後のエンド・バイ審判会・デイライト」

　手を止めたオレに、レーヴェは静かにその名を告げた。

「これが、私たちが追い求めていた手がかりです」

　メルセデスがそこにいるので、レーヴェは少し声を抑えて、

「それは〝黒幕〟の組織の名前──シリウス上官から事前に伺っていました」

「じゃあこれはその頭文字……」

「あなたが追っている男も、その組織の一員である可能性が高い」

　最後の審判会──『審判会エンド』か、大層な名前をした組織である。

「そのカードはおそらく招待状。この部屋の主あるじをどこかに招いているのでしょう──例えば、組織のアジトなどに」

　あの暗号化されている文章には、その拠点の所在地が記されているわけだ。

　ヴァイスも、もしかしたらそこに……。

「あくまで私の憶測にすぎません。詳しいことは暗号文を解読してからです」

　それでも、やつの行方の手がかりを入手できたのは大きい。

　あと気になるのはどうやってあの迷宮を維持していたかなどだが。

　しかし一番の問題というのは、この部屋を使っているのが誰かという……。

「──この部屋の主は、レンズ・ファウストよ」

　ずっと卓上の書類とにらめっこしていたメルセデスが、大きく息を吐いた。

「これらは研究についてまとめたもの。その内容は彼がやってきたことと全て重なる」

　ただ、と点を打つ。

「学会で発表している研究とは他に、とてもユニークな研究をしているみたい──いわゆる【降臨】魔法と呼ばれるものだけれど」

　神様とか、悪魔とか、そういう幻想存在ファンタジーを現実に降ろす魔法だったはずだ。

「研究内容が重なるのはわかった。それでも本当にレンズが犯人だと確定できるのか？」

　メルセデスがレンズを忌避嫌けん悪おしているのはこれまでで明らか。

　ようはそういう意識に、思考が引っ張られてしまっているのではないかと訊きいたのだ。

「私情には駆られていない。冷静な分析をしているつもり」

「説明を、お願いしたい」

「【降臨】魔法には、光か闇の属性が必要になると言われている。そしてこの卓上には闇の魔法を主眼としたものばかり。こんなに高度なことを行えるのは、残念ながらと言うか、この学園にはレンズ・ファウストしかいない」

　それにと続ける。まだ理由があるようだ。

「これ、見覚えあるんじゃない？」

　彼女が持ち出したのは、直方体をした金属物だった。

「授業の時の……」

「そう、あなたが錬成した『不可能問題』よ」

　あの時レンズが言ったことが正しいのなら、それを作れるのはこの世界にオレだけだ。

「シエルが知識や興味がないのをいいことに、横取りして、そのまま自分の研究成果とするつもりなんでしょう」

　オレが黒板に書いた計算式、それを写したらしいノートも見つかる。

　不可能を可能にして大事にならなかったのは、レンズがあえて黙っていたからなのだ。

「前から彼のことは疑問視してきた。どうしてそんなに早く結果が出せるのかって」

　研究内容自体は良くても、結果を出すまでの『時間スパン』が短すぎるという。

「でもこれだけの施設と、生きた人間を材料にしていれば──それはすぐできるわよね」

　メルセデスは納得した表情で、この研究室を見回した。

「倫理というものに縛られなければ、研究はどこまでも飛躍する」

　悲しくも、それは一人の研究者としての本音なのだろう。

「ただ人間を材料に使うにしても、それでもレンズには予算が足りないはずなの」

　倫理を無視し、最大効率を出してなお、どうしても金銭的な余裕はないはずだという。

　そもそもこのような研究室を設けるのだって、莫ばく大だいな費用がかかるはずだ。

「これでも学園長代理として、学園の経理もそれなりに把握している。レンズ・ファウストは外部から資金提供を受けていると確信はしていた。でもその詳細はわからなくて」

　メルセデスがオレとレーヴェを交互に見る。

「あなたたちが追っている何者かと、繫つながっていたんじゃないかしら」

『審判会』に研究成果を渡す代わりに、彼らから資金を提供してもらう。

　メルセデスにはまだ見せていないが、先の招待状も関係性を裏付ける良い証拠だ。

「研究成果だけでなく、もしかしたらこの学園のことや、教師や生徒のこと、あるいは王国の機密情報すらも横流ししていた可能性もあります」

　レーヴェが補足をする。

　シリウスさんも言っていたことだ──至るところに毒が回り始めている、と。

「学園を隠かくれ蓑みのに、生徒たちを実験材料に使う。これが真実なら許されないことよ」

　メルセデスの瞳に怒りが映っていた。

「──できれば、あなたたちには一度手を引いてもらいたいわ」

　レンズをどうしようかと悶もん々もんとするオレに、メルセデスが言った。

「今すぐ彼を捕まえて尋問したいのはわかる。けれどわたしはこの学園を、この学園にいる人々をまず守りたい──予定通りなら、今日の夜にもお父様が帰ってくるのだし」

　さすがに明後日あさってにも娘が籍を入れるのだ。

　これまで不在だった学園長も、ようやく帰還するというわけだ。

「ここにあるものを証拠として幾つか持って帰って、お父様に突きつけるわ」

「学園長もグルになって隠蔽する可能性はありませんか？」

　彼女の進言に対し、レーヴェの容赦ない舌ぜっ鋒ぽうが放たれる。

「ありえない」

　即答だった。

「わかりました」

「ありがとう、レーヴェさん」

　二人のやり取りは短いものだ、しかし込められた想おもいは重い。

「あ、それから、こちらが先に動く代わりと言ってはなんだけれど──その封筒は、シエルにあげるわ」

　封筒を収めていたオレの胸元を指し、見破ってやったりという風にウインクする。

「わたしからのラブレターよ」




　　　　※※※




《ＳＩＤＥ：メルセデス・クレセント》




「いくらもうすぐ帰ってくるとはいえ、本当にここまででいいのか……？」

「あなたたちがうちにいたら、必然的にお父様にも会わざるをえないもの」

　シエルは結局正体を明かさない。ならお父様との接触は避けるべきだ。

　彼が困難に陥るのは嫌だった。だから強引に大丈夫だと押し返す。

「──メルセデスはやはり子供ですね」

　しかし甘かった。シエルたちの危機感は正しかったのだ。

「あなたのことだ、家のメイドたちの命でも惜しいのでしょう？」

　シエルが立ち去った後、狙い澄ましたかのようにレンズが訪れた。

　彼が指を鳴らすと、メイドたちが虚うつろな目でわたしを取り囲んだ。

「あなた、彼女たちに魔法を……！」

　ならせめて、なんとか会話で時間稼ぎを……。

「無駄です。いつまで待とうとも──あなたのお父上は来ませんよ」

「ま、まさかお父様にも……」

　彼は薄うすい笑みを浮かべるだけだった。











６章〈生きるために死ね〉






「──休校？」

　迷宮攻略を昨日に終えて。

　これまでと異なり、巨大な正門は固く閉ざされている。

　門の前には、数人の教師がおり、生徒たちに事情を説明していた。

　きっとメルセデスが学園長に例の件を伝えたから、そう汲くみ取っていたが──

「お、シエルじゃん」

　メルセデス様親衛隊の一人が話しかけてくる。

「お前も寮生じゃなかったもんな。まさか休校だとは骨折り損だぜ」

　オレたちのような学外から通う生徒には、どうしても情報の伝達が遅れてしまう。

「なんでもシステムが誤作動を起こしたみたいだ」

　それなりに事情を知っているようで、オレは彼に問い返す。

「あんまり大きな声では言えないが、どうやら暴走しちまっているらしい」

「暴走……」

「あの正門を潜くぐったら蜂の巣だそうだ。寮生だけでなく先生たちにも避難命令が出てる」

　現在、生徒たちは学園が手配した宿に避難していると言う。

「今はメルセデス様と、レンズ先生が残って、直そうとしているみたいだが……」

　やれやれと首を振る。

「──シエル」

　黙っていたレーヴェが口を開く。

　わかっている、どうもきな臭くなってきた。

「二人だけで、学内にいるのか？」

「そりゃ危険だからな。学園長代理と優秀な教師、必要最低限の人員配置なんだろう」

「学園長は？　昨日のうちに帰ってくるんだろう？」

　彼は親衛隊である。きっとメルセデス周辺の事情はある程度把握しているはずだ。

「……それがさ」

　オレの耳元に寄り、より周りには聞こえない声で、

「襲われたらしい」

　──な。

「あんまり言うなよ。親衛隊内でも一部しか知らない」

「詳しく、教えてほしい」

「俺も細かいことまで知らない、ただ王都からこっちに向かう途中に襲撃にあったとかなんとか。まぁ楽勝で追っ払ったみたいだけど」

　話が本当なら、命に別状はないらしい。

　しかしそれで学園への到着が遅れてしまっている。

　よって今回は学園長の代理をしてきたメルセデスが、事にあたることになったそうだ。

　一見なんの不自然さもない、論理的な対処に見えるが──

「なんか陰謀くさいよな」

　彼は小声でそう続ける。

「メルセデス様とレンズ先生が結婚することを阻止したいやつがいて、今回のシステム暴走もそいつらが仕組んだとかさ。上流貴族の世界はすげぇドロドロしてるし……」

　彼女らは明日に籍を入れる。

　部外者からすると、メルセデスとレンズが被害者に見えるのは当然だ。

「（──レーヴェ、扉の施せ錠じょうを外せ）」

　オレは静かに指示を飛ばす。

「（しかし）」

「（いいからやれ）」

　彼女は少し迷ったが、死角から鋼糸レイザーを操作し、固く閉ざされた正門の鍵を開けた。

「も、門が……」

　教師も生徒も、ひとりでに動き始めた門もん扉ぴに驚く。

　誰も鋼糸がつり上げているなどとは気づかない。

「あ、ダメだきみ！　戻ってきなさい！」

　素知らぬ顔で、そのまま正門を通過する。

　教師が危険だと怒鳴るが、今ぐらい無視させてもらう。

　学園内で何が起きているか、確かめなくてはいけない。

「レンズ……」

　しかしだ。

　どこからか、まるで待ち構えていたとばかりに、件くだんの教師が中から姿を現した。

「──ダメだよ、入ったら」

　彼はそう言って、漆黒の魔弾を放った。

　オレは固有魔法を発動しようとして──追いかけてきた教師たちや、覗のぞくようにしている野次馬のこと、そして潜入任務中であったことをやっと自覚する。

「……！」

　弾丸がそのまま身体からだに直撃する。

　呼吸が一瞬止まったような感覚に耐え、なんとか足を踏み留とどめるが。

「もう一、二発かな」

　レンズは容赦なく追撃する。

　結局、オレは勢いよく敷地外へと吹き飛ばされた。

「……っ！」

　硬い地面を転がったせいで、全身に鈍い痛みが駆け巡る。

　なにより腹部にくらった魔弾の重みに脂汗が流れた。

　歯の奥から血の味がする。

「れ、レンズ先生！」

　彼のことに気づいた教師たちが駆け寄る。

「どうして生徒を中に入れたのですか」

「いやそれが……」

「僕がいま彼を弾き飛ばさなければ、暴走したシステムに殺されていましたよ」

　レンズは確かな足取りで、地面に膝をついたままのオレに近づいてきて。

「大丈夫かい？」

　と心配したような声で尋ねる。

　周囲の人たちには、まるで助けるために、仕方なくオレを攻撃したように言ったが。

　しかしあれは間違いなく、殺意のある攻撃だった。

「頑丈だね。あれで骨が折れないなんて」

　良かった良かったと胸をなで下ろす、わざとらしいほどに。

「先生方、一応彼に手当てを……」

「結構、です」

　オレは遮るようにして、ゆっくりと立ち上がる。

「どうして学園内に入ったの？　事情は聞いているだろう？」

「…………」

「もしかしてメルセデスを案じているのかな？」

　無言は肯定だった。

「大丈夫だよ、僕が責任をもって監督をしているからさ」

　ぽんとオレの肩に手をやり、それからそっと耳元により、

「物騒な世の中だ。シエル君も、今日は家でじっとしていることをオススメするよ」

　周りに聞こえないような小さな声で、

「──どうせ君にはなにもできないさ」

　そっと離れると、いつもの笑顔を浮かべるのだった。

　完全なる敗北だった。

　言われたとおり、自分にできることはなにもない。

　学生である立場では、なにもできないのだ。

　もし彼に少しでも詰め寄れば、逆にオレが追いやられるのは目に見えている。

　だから今は、黙って背を向けることしか──できない。




　拠点である宿に帰宅し、部屋にてレーヴェと向かい合う。

「先ほどの行為、あなたらしくありません」

　いくらなんでも雑すぎだと咎とがめられる。

　オレが反省しているように振る舞うと、レーヴェは深く息を吐いた。

「なんにせよ、やられましたね」

　彼女は苦々しい様子で所感を述べた。

「やはり学園長が到着するまで、無理にでもクレセント宅に滞在するべきだったかもしれません」

　あるいは家の付近で潜伏待機するべきだった。

　正体を隠さなければいけないという意識が、今になって一番大きな痛手となってしまう。

　メルセデスの優しさに甘えてしまった。

「クソ──」

　見事にしてやられる。

　結局は何もできず、のこのこと帰ってきてしまった。

　これでは無能と呼ばれた時と、なにも変わらない。

「状況を、整理してみましょう」

「……ああ」

　冷静な彼女の提言に、冷静になるべく頷うなずく。

「……まずレンズの目的を考えてみる。やつはなぜ学園長を襲った？」

「メルセデス・クレセントに人体実験の事実を告発されないためです」

「もう少し広い視点で考えてみると〝時間稼ぎ〟なんだろうな」

「籠ろう城じょう戦──というわけですね」

　レーヴェもオレと同じ考えを持っているらしい。

「学園をシステムの暴走という名目で閉鎖し、自分たち以外の人間を近づけない」

「その間にも、レンズは証拠を隠滅し、そして──知ってしまったメルセデスをどうにかする。このまま予定通り結婚をするためにな」

　どうにかするとボヤかしたが、つまり洗脳や契約を強制的に行うのだろう。

「実際、魔力欠乏症マナ・ロストになった生徒たちには細工を施しているようですし」

「ただメルセデスが無抵抗で受けるはずがない。完了するまでに時間がかかる」

　彼女は一般的な魔法使いとは違う。

　魔法に対する抵抗力も、相当に強いはずだ。

「あくまで予測ですが、彼女が耐えられるとしても今日中まででしょう」

　ならば、タイムリミットは今夜までだ。

　それまでにメルセデスを助けなければ、彼女という人間は消えることになる。

「どうしますか、シエル」

　レーヴェは慎重にそう尋ねた。

　事態を案じているというより、オレの顔色を窺うかがうような言い方だ。

「学園には、暴走という体で、システムの防衛装置がフル稼か働どうさせられているでしょう。もしも足を踏み入れれば、あの学生が言ったように蜂の巣です」

　並の魔法では突破できない、固有魔法を使うことになるのは確実だ。

「メルセデス・クレセントを救うには、レンズ・ファウストを倒さなくてはいけない。またそのレンズ・ファウストを倒すためには学園の警備を突破しなければいけません」

　同時にレンズには『審判会エンド』のことも聞き出さなくてはいけない。

「しかし他にも問題が──」

「……シリウスさんだろう」

「ええ」

　あの人が無慈悲な人間だということは分かっている。

「シリウス上官が欲しいとまでいったメルセデス・クレセントが、審判会レンズに捕らえられてしまいました。仮に奪還できたとしても、一度毒を浴びた彼女を無事で済ませるでしょうか？　よくてレンズと同じように洗脳や呪縛の施用──最悪、殺されてしまう」

　シリウスさんが心から信用できる人間として、メルセデスは調整されるだろう。

「もはや彼女は関わりすぎました」

　レーヴェは目を伏せる、もうどう転んでもメルセデスの安寧が見えないのだ。

「残念ながら──不可能なミッションです」

　状況の整理などしなくとも、最初から分かっていた結論だった。

　これら山積みの問題を、一挙に解決することはできない。

　メルセデスを救うために、あまりに多くの障害が待ち受けている。

　本当に突破口はないのか？

　また諦めるしかないのか？

　否いな。

　否。否。否。否。

　断じて否である。

「もう、いいか」

　そろそろ演じるのも疲れた。

　肩の力がどっと抜ける。いつものオレに戻る。

　学園のことをいざ振り返ると、随分と馬鹿をやっていたのだとおかしく感じた。

「くくくくくくくくくくくくくくくく」

　オレが学生？　授業を受ける？　教科書を読む？　課題をやる？

　まったく、おかしくてたまらない。

「結局はこうなる」

　しかし手の届かなかった、百年前とは違うのだ。
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　自分はここにいる。そして既に自分は独りではない。

「確かに──簡単なお仕事だ」

　今になって、その言い方がしっくりくる。

「し、シエル」

「悪いなレーヴェ。学生ごっこをやるのもここまでだ」

「なにを言って……」

　レーヴェの瞳にひどく戸惑いが見える。

「なにって、戦争だよ」

　それ以外になにがある？

「借りるぞ」

　オレはレーヴェの持ってきた荷物、その二重底を開けて一枚の地図を引っ張り出す。

　それはオリオン王国全体の地理を表したものだ。

　レーヴェが赤ペンで色々と記入をしており、これを落としたら諜報員スパイだということが一発でバレるぐらい精密な造りの地図となっている。

　オレはいくつかポイントを確認した後、道順や位置関係を暗記して元に戻す。

「少しでかけてくる」

　本来なら一限目の授業が始まる時間だ。

　夜までにはなんとか間に合うだろうか、いや間に合わせなければいけない。

「シエル、一体どういう──」

　最低限の荷物をまとめ、足早に玄関を出て行く。

　説明している時間も余裕もない。

（この状況をひっくり返すにはあれしかない）

　考えついた、不可能を可能にする唯一の打開策。

　答えはシンプルだ。

「オレを邪魔するやつは死ね」




　　　　※※※




　日が暮れ始めた頃、ようやくオレは拠点へと帰還した。

　玄関を開けると、レーヴェが直立不動で立っている。

　彼女の背景に修羅が見えるのは、気のせいではないだろう。

「今までどこに行っていたのか、聞かせて頂きましょうか」

「ある物を取りに行ってきた」

　上着を脱ぎ、荷物を置き、ベッドに腰を下ろす。

　隣に座ったレーヴェに、オレは入手してきたものを取り出した。

「帝国の──軍服？」

　漆黒の生地に、帝国のシンボルが刻まれている。

「国境までひとっ走りして奪取してきた」

　拝借ではない、なにせ返す気はないのだ。

「国境……」

　彼女が言葉をつまらせる。

「この都市というか──オリオン王国はニヴルヘイム帝国と地理的に隣接している。全力で駆ければ国境までには数時間で到着できる」

　あらゆる移動手段を利用すると同時、この学園に来てから溜め込んだ魔剣も総動員した。

　魔法で加速もすれば、こうして日が暮れ始める頃には帰ってこれるわけだ。

　しかし重要なのはそのことではなく、この軍服を奪取してきた意図だろう。

「まさか……」

　聡そう明めいな女性である。そして短くも一緒に生活してきた間柄だ。

　この服を見て、オレの考えがだいたい推測できたのだろう。

「──殴り込むつもりですか、真正面から」

　声を震わせながら、大きく見開いた瞳をこちらに向ける。

「二人で今朝話したように、今オレたちの前には様々な障害が立ちはだかっている。その解決が困難を極めているのは──正体を隠す、という制約があることが大きい」

　逆に言えば、正体を隠さなくていいならば、ほとんどの障害を打破できる。

　小細工も何もない、ただの正面突破だ。

「ば──馬鹿なことを！」

　立ち上がり銀髪が揺れ、愕がく然ぜんとしながらも、その台詞せりふを続ける。

「冗談、ですよね？」

「本気だ」

「正体を明かせば確実に国際問題になります。最悪の場合また戦争に……」

「だから？」

「な、あなたは──……」

　それこそ些さ細さいだろう。

「正気とは、思えません──いいや、狂っている。あなたはやはり狂っている」

　そう言われても、勘違いしていたのはレーヴェの方だ。

　自分は最初からそういう人間である。

　そこが戦場になれば、自分はいくらでも殺せるし殺される。

　戦争が悪いものか良いものなのかは知らない。

　オレは戦争しか知らないのだから──いや、正しくは知らなかったと言うべきか。

「失いたくないんだ」

　記憶も、過去も、現在も、そして未来も。

「だから『絶ぜっ劒けん』として戦う。戦わねばならないんだ」

　隠していた全てをさらして刃やいばを振るう、それが自分の決断である。

「それは暴力に等しい、もはやメルセデス・クレセントにすら……」

「かもしれないな」

「本末転倒です。そんなもの、愛を捨てるのと変わりません」

「奪われるのと捨てるのは違う」

　メルセデスは誰かを守るために戦ってくれと言った。

　ならば百万を殺して一人を救おう。

　それがオレなりの守り方だ。

　しかしレーヴェも簡単には引き下がらない。

「では私は、私はどうしたらいいのですか……！」

　その怒号の根底には、オレたちの運命を結びつけたあの契約がある。

　思えばあれから彼女との物語が始まってしまった。

「そうだな、それも、終わらせないとな」

　オレは小さな台所にある、レーヴェが持ってきた包丁を右手に構えた。

「なにを……」

　彼女の困惑を無視し、オレは刃を自らの左手に振り落とした。

　ガツンと、骨が砕ける音がした。

　包丁では上手うまく断ち切れなくて、何度も振り下ろすことでようやく外れる。

「これで契約はチャラってことにしてくれ」

　オレは【隷属】の指輪が嵌はめられた、自分の左手だったものを差し出した。

　しかし受け取らない、その行動を彼女は理解できないようである。

「なぜ、平然と、していられるのですか」

「平然？　もともと隷属契約テスタメントは不慮の事故みたいなものだっただろう？」

「私が言っているのは……！」

　身を乗り出そうとした彼女の足が、真っ赤な水たまりを跳ねる。

「帝国に帰った後は、お前の都合の良いよういくらでも理由をでっちあげろ」

　ヴァイスの手がかりではあるが、あの封筒も彼女に持って還かえらせる。

　そうすれば少なくとも極刑は免まぬがれるはずだ。

「また借金をした時と、同じようなことをするのですか」

　彼女は俯うつむいて、密ひそかに調べていたのだろうオレの過去を口にした。

「あなたは守るべき領民を囮おとりにし、彼らごと敵を殲せん滅めつした、そしてその償いとして──」

「ああ。ただ手持ちだけでは足りなくて借りることになったが」

　だが今回は違う。

　もう二度と、あんなかっこ悪いことはしたくない。

「私では、ダメなのですか」

「今さら何を言ってるんだ」

「でも──」

　冷たくなりつつある左手を、これを持って消えろと彼女に突き出す。

「このままだと、お前まで殺すことになる」

「っ……」

　レーヴェはおののいた。

　それから唇をギュッと嚙かみしめ、眼光を鋭くし、差し出した左手を強引に奪いとった。

「──わかり、ました」

　軽蔑するように、絶対零度の声音でそう応える。

「あなたと私はこれっきりです」

　彼女もまた、本気の殺意を向ける。

「もう二度と顔を合わせたくもない──だから、さっさと死んでください」

　そして無言のまま手早く荷物をまとめ、挨拶もなくここから去って行く。

　お互い一いち瞥べつもせず、それっきりだった。

　部屋に残されたのはオレだけ。

　周囲をぐるりと見渡す。

「一人でいるには広すぎるな」











７章〈劒つるぎ〉






　闇夜に一人。

　懐なつかしい戦の匂い。

「立派な城だよ、本当に」

　立ちはだかる巨大な城壁。

　何度来ても、やはり学園だとは思えない。

「結界か──」

　物好きすら入れないよう、新たに魔法による障壁も張られているようだ。

　レンズが午前中にわざわざ降りてきたのは、この準備のためもあったのかもしれない。

　そっと結界に触れる。

「だが、こんな玩具おもちゃでは話にならない」

　簒さん奪だつの理ことわり、発動。

「通らせてもらうぞ」

　刹那、学園を覆う結界は吹き飛ぶ。

　魔力の混じった辻つじ風かぜが頰を撫なでた。

『──警告』

　総門を通ると、かつて試験の時に聞いたあの機械音声がする。

　侵入すると、多方向から照明の光線スポット・ライトを当てられた。

　降り注ぐ光が、闇夜に紛れたオレを発見する。

「まるでスター扱いだな」

　あるいは脱走中の罪人か。

　そのまま大道を行くと、比例するようにサイレンの音も増大する。

　すると校舎の各部が変形していった。

　城に収納されていた単発型ピン・特級魔砲台ランチャーが続々と展開されたのだ。

　至る所から、あらゆる角度から、砲口が構えられる。

　轟ごう。

　その数秒後、二つの砲台から魔法弾が放たれた。

　しかし直進するオレに直撃することはなく、その足下付近に着弾する。

「暴走しているという割には親切だ」

　第一射は威嚇目的なのだろう。

　避けずとも、砲口の角度から分かっていた。

　ならばこそ、次の攻撃は本気で獲とりにくる──

「眩まぶしいな」

　学園はまるでライトアップされたような。

　全ての砲口に魔力が集まることで、それは夜空に浮かぶ星々のように見えた。

　全方位、全方向、全角度。

　煌きらめく星々は、灼しゃく熱ねつの流星となって夜を穿うがつ。

「『劒の法』」

　降り注ぐ攻撃に対し、固有魔法を発動する。

「邪魔だ」

　繰り出された魔法は魔剣へと形を変え、発射された場所へと返っていく。

　轟ごう音おんと共に、建物が爆散した。

　外にある防衛システムは全て沈黙し、真っ赤な火花が風に躍る。

「──さぁ、城落としを始めようか」




　本校舎に入ると、大量の魔法人形ゴーレムが待ち構えていた。

　何度か見た、レンズが引き連れていたやつとよく似ている。

　異なる点と言えば、彼らが戦闘用にアップデートされていることか。

『侵入者発見』

　機械的な動作で、左右から挟み撃ちをするように進行してくる。

『侵入──』

「一度言われれば分かるよ」

　先ほどの攻防で余らせていた魔力を放出する。

　刃渡り数十メートルの魔剣を空中錬成。

　そのまま独楽プロペラのように、自分を起点として高速で公転させる。

　刃は壁を破壊しながら、砕片を巻き上げながら、機械人形を粉砕していく。

「錬成」

　魔法人形から魔力を奪い、追加で三本を増やす。

　四本になった回転刃が校舎ごと敵を薙なぎ倒していく。

　進撃だ。

　同じ顔をした鋼鉄の親衛、破壊されて沈積、瞬またたく間に沈静。

　右も左もわからなくていい、ただ真まっ直すぐ進め。

「昇降機エレベーターは使えないか」

　背後にできる無機質な骸むくろ、障害を全て突破してそれから。

　上層へと昇る装置を確認するが、やはり機能を停止させられてしまっている。

「階段は……ないな」

　四本の魔剣を天井に向けそのまま射出。

　穴が開いた空を、一気に跳躍ショートカットしていく。

　この城を真面目に攻略する必要はないのだ。

　目的はレンズとメルセデスがいる最上階に辿たどり着くこと。

　それが達成できるのであれば、手段はなんでもいい。

『魔法研究階層への侵入を確認。ただちに──』

　芸のないことに、またまた魔法人形が出てくる。

　一体いくらいるのだろう。

　描写もいらない、オレは同様に全てを蹴散らした。

「──流石さすがにか」

　しかし相手システムも馬鹿ではない。

　様々な敵を想定しているのだろう、ここで初めて連れん弩どが出てくる。

　しかも数えるのが億おっ劫くうなほどだ。

　魔法を用いない一般的な戦争武器──だからこそ、オレの固有魔法も効果を発揮しない。

「魔剣はもうないんだけどな」

　さて、どうするか。

　あとコンマ数秒後には大量の矢が掃射される。

　なにもしなければ肉体は打ち抜かれ散り散りとなるだろう。

「少し早いが」

　どうせすぐにも決勝戦だ。

　ここでアレを使うのは間違いではないはずだ。

「──全体処理エンタイラ」

　そうして無限にも思える矢が発射された時だった。

　視界に何本もの線が揺らいだ。

　矢を、連弩を、面白いほど簡単に切断していく。

　傍若無人、縦横無尽、細線の終わらない疾走。

　瞬く間に、暴力は障害を片っ端から片付けてしまう。

「糸……まさか」

　振り返ると。

　夜空をバックに、銀髪の少女がいた。

　黒と白のメイド服で、けれどメガネとチョーカーは外していて。

「なぜ」

　感情の見えない無表情、機械のような無駄のない立ち姿。

　切れ長のブルーの瞳、冷たい眼まな差ざしに凍えそうになる。

「なぜお前が──」

　オレの元から、去っていったはずの。

　もう二度と再会することはないと思っていたはずの。

「レーヴェ・リムファイア」

　自然と、軍人少女の名を呼んでいた。

「はい、ご主人様」

　彼女は優雅に一礼した。




　こちらに歩み寄ってくる。

　軍靴ブーツが床を闊かっ歩ぽする音が、空間に心地よく響く。

「忘れ物を届けに参りました」

　彼女は目の前まで来ると、氷の入った袋を取り出した。

　中にはオレの左手が入っていて。

「動けば殺します」

　目にもとまらぬ速さで。

　彼女は鋼糸を駆使し、左手を神経レベルから縫合してしまう。

　左手の感覚が戻ってくる。

　それから片膝をついて、

「シエルのものです」

　最後にあの指輪を、オレの左の指に嵌はめたのだった。

「まるでプロポーズだな」

「いいえ。これは使命です」

　彼女はゆっくりと立ち上がって、淡々とした口調で心情を述べた。

「あなたの片手をもらったところで一銭にもなりませんから」

「その通り、だな」

「動物の餌にするかとも迷いましたが、シエルの肉を食くらう動物の気持ちを考えたらとてもできませんでした」

　オレの左手は毒物かなにかなのか。

「結局、持ち主に返すのが最善だと判断しました」

　しかし指輪についてはまた別問題のはずだ。

　あなたのものと言ったその意味を、彼女は分かっているのだろうか。

「そんな好かれるようなこと、した覚えはないんだが」

「好いてなどいません。借金男などに惚ほれるはずもない」

　レーヴェは勘違いするなと、ピシャリと断った。

「言ったでしょう、使命だと」

　そこには愛も憎もないと念押しする。

「私もお供します」

　目を見ればその覚悟が伝わる。

　彼女は忖そん度たくも遠慮も心配もしていない。

「馬鹿だよ」

「賢くてはあなたと一緒にいられません」

「あの人みたいなことを、言うんだな」

[image: ]

「ティーゲル・リムファイアですか？」

「頼んでもいないのに、強引に世話を焼いてくれたよ」

　それは『夜明けナンバーズ』の一人であり、家名の通りレーヴェの血縁者だ。

　そして百年前のあの日、オレが最さい期ごを看み取とった人物でもある。

「曽祖叔母ティーゲルは随分な変わり者だったと聞きます。戦争の最中でも、あなたと一緒にいるのは楽しかったのでしょう──いや、楽しむことで救われていたと言うべきか」

「オレは……」

「あなたはとっくに返済していた。むしろ借りていたのは彼女の方です」

　これらの論はあくまで根拠のない直感ですがと、その割には自信満々な表情で言う。

「借りは返す、シエルが言っていたとおりですよ」

　彼女は胸に抱いた矜きょう持じを輝かせる。

「彼女が、リムファイア家が、あなたに救われた分──このレーヴェ・リムファイアが、命を賭としてお返しいたします」

　運命は巡る、まるで世界に調和をもたらすように。

「あなたが彼女の最期を看取ったというなら、今度は私がシエルの最期を看取らなくてはいけない」

「レーヴェ……」

「お望みとあれば今すぐ殺しますが？　そうすれば私の使命も終わります」

「いいや、もう十分に伝わったよ。だから────つッ!?」

「……外しましたか」

「いま本気で殺そうとしたな!?」

　本気なのか冗談なのか、マシーンを自称するくせに本当によくわからない。

「はぁ、じゃあお前は……前代の、家のためにオレによくしてくれるわけだ」

「ええ、初めはそれだけでした」

　その先が読めないオレに、彼女はあなたが言ったのですよという眼めを向ける。

「──たまには、孤高よりも最高がいいということです」

　彼女は既に未来を見つめていた。

（オレも、選択をしなければいけない）

　このまま受け入れることは容易たやすいだろう。

　一緒に戦って、一緒に走って、一緒に逃げて。

　二人で世界を駆け巡ればいい。

「オレはお前に謝らなければいけない」

　だが、そういうわけにはいかないから。

　彼女の使命を、気持ちを知ったからこそ、なおのこと譲れなくなる。

「いつでも一緒に死んでやると言ったことは、間違いだった」

　自分があの時かけるべき言葉は、そうではなかったのだ。

　今なら間違えない。

「必ず駆けつける」

　いつでも、どこでも、どんな時でも。

「死んでもお前を助けるよ」

　オレは繫つながったばかりの左手、受け取った指輪を、レーヴェに向けた。

「ここから去れ」

　指輪と奴隷痕が呼応リンクする。

　彼女の首元の傷を通し、強制的な命令が発動したのだ。

「シエル……」

「やっぱり、お前はここにいちゃいけない」

　けして、死なせはしない。

「言っただろう。戦争でもなんでもすると」

　レーヴェの意思に反し、その身体からだが外に向く。

　命令に従い、ただちに離脱をしようとしているのだ。

「私は──！」

　抗あらがうように声を上げるが、どうしてもその両脚を止めることはできない。

「本当に、お別れだ」

　感謝と、尊敬と、この気持ちを込めて。

　軍人少女との日々に、一方的なピリオドを打つ。

「……さてと」

　誰もいなくなった空間で、最上層へと続く道を見つめる。

「決着つけようぜ、レンズ」




　　　　※※※




「──来るなと言ったのに」

　最上層へと降り立つ。

　ガラス張りで、世界が一望できるその場所に、レンズ・ファウストはいた。

「その格好……そうか、帝国からの刺客だったんだね」

　驚きょう愕がくというより、納得した様子で頷うなずく。

「──メルセデスは？」

　オレは静かに問う。

「やはり、彼女のために来たのか」

「どこにいる？」

「そう急せかさなくとも」

　レンズが指を振るうと、彼の横の空間が歪ゆがむ。

　すると中から、巨大な寝台のようなものが立てた状態で現れる。

「いま処置をしている最中でね。もう少しなんだけれど」

　そこにはメルセデスが網のような配線によって拘束されていた。

「驚かないんだね」

「お前の正体は知っている」

　元気な彼女が出てくることの方が驚きである。

「結局──この世は強いヤツが正義、弱いヤツが悪なんだ」

　まるで論文を発表するかのように、よどみない口調で理念を述べる。

「きっと彼女は知らないんだろうね。物乞いをしてでも、身体を売ってでも、人を殺してでも、今を生きようとしている人間のことを」

　目をつぶったままの、メルセデスの端整な顔を撫なでる。

「綺き麗れい事ごとは綺麗なところでしか通じない」

　彼はなにか経験をしてきているのだろう。

　ただの上級貴族が、そんな目をすることはできない。

「──僕は成り上がると決めた」

　彼は固い意志を示す。

「どんなに他者を犠牲にするとしても、どんなに他者に恨まれようとも、もう二度とあんな思いはしたくないから」

　彼はオレと似た者として扱う。

「だが似ているだけだ」

「そうだね。僕とは決定的に違う点がある」

　レンズは杖つえを構える。

「それは僕が正義で──君が悪者だということだ」

　勝負の幕は開けていた。

　レンズが杖を振り上げ、黒い魔弾をカーテンを広げるように放つ。

　だが、回避の必要はない。

「『劒つるぎの法』」

　弾群は花のように散り、雪のように消える。

　その一連の出来事に、レンズは初めて笑みを消した。

「……ほう」

　レンズの瞳に力が宿る。

「固有魔法オリジナル、か」

　オレはそれに言葉ではなく、先の魔法を魔剣に錬成して撃ち返す。

　しかしレンズは驚きながらも、それを全て相そう殺さいしてみせた。

　やはり魔法人形たちを倒したようにはいかない。

「シエル・ブラック、君はただの軍人では──」

「これは授業でも、論文の発表会でもないんだ」

「？」

「お前の無む駄だ話には興味がないってことだよ」

　レンズは目を細め、杖を振るった。

　しかしどれだけ魔法を使おうと、魔法を使う以上は──

「分かっていない。だから僕は教えているんだ」

　痛みが奔はしった。

「君が奪えるのはただの魔法だけ」

　視線をやると、左肩から下がなくなっていた。

「その歳としで理ことわりに至ったのは称賛に値しよう」

　しかし、と。

「その固有魔法は対人戦を念頭に生み出したもののはずだ。奪えるのは当然ながら人間の使う魔法のみに限定される」

　確かに、これは戦争で生き残るために発芽したものである。

「あの実験場を見たんだろう？」

　レンズの足下に黒い渦が現れ、蛇のように身体に巻き付いていく。

「僕は【悪魔】を呼び出すことに成功した」

　いつしか、レンズの右目にだけ黄金の色が付く。

　肉体が肥大化し、歯が尖とがり、もはやその姿は人間のものではない。

　怪物──いや、

「悪魔か」

　レンズは自らの身体に、人ならざる、超常の力を宿したのだ。

「しかし片腕が飛ばされたというのに表情一つ変わらないね」

「…………」

「痛みを感じない？　そんなことはないだろう？」

　レンズはオレに攻撃を繰り返す。

「まずは右腕」

　人間のものではない、解読不能な魔法が乱舞する。

「左足」

　放たれる高速かつ絶大なる闇の弾幕は、ことごとくこの身体を貫いていった。

「右足」

　全身にかけていくつもの穴が貫通し、残った手足も全て吹っ飛ばされる。

「胴体も真っ二つにしておこう」

　もはや立つことはできず、天井を見るように床に転がった。

　オレの固有魔法は、機能しない。

「審判会エンドの目的は、世界に悪魔を蘇よみがえらすことなのか」

「まだ喋しゃべれるのかい……？」

　彼は本当に驚いているようだった。

「その疑問に答える意味はもうないだろう。君はどうせ死ぬのだし」

　レンズの手中に魔力が圧縮される。これ以上のレクチャーはしないらしい。

（第一、第二、第三制約法式を限定解除。肉体の活動可能領域を全解放──）

　心中にて高速詠唱をしたその時、レンズの特大攻撃が彗すい星せいのように光った。

　オレを建造物ごと消し飛ばし、粉ふん塵じんと煙が周囲を覆う。

「予想外に時間が掛かったな」

　レンズが悪態をつく、悪魔らしく。

　彼が踵きびすを返したのが、音で分かる。

　だから彼がまたこちらを振り返ったことも、すぐに分かった。

「血が集まっていく──……？」

　血液だけではない。

　骨も、肉も、服も、オレを構成していた全てのパーツが、煙の中に吸い寄せられていく。

「一体これは──」

　本当の悪魔ならこんな時でも笑うのかもしれないが、彼は狼ろう狽ばいしているようだった。

　半はん端ぱな悪魔では、やはり人間らしさが残るのだと思った。

　ゆっくりと立ち上がり、煙に映った影を払う。

「対魔法アンチ・世界錬成ザ・ワールド」

　これまでの固有魔法が、人と対するためのものならば。

　これは世界そのものと戦うために作り出した魔法だ。

「『劒レクイエムの・オー道バーゾーン』」

　誰かから魔法を奪うのではなく。

　自分自身を材料にした、最後の錬成魔法。

　改めて、名乗らせてもらおう。

「黄金なるトゥエルブ・夜明けナンバーズ、第十二席──絶ぜっ劒けん」




「絶、劒……？」

　レンズの瞳に戸惑いが見える。

「そんなことは、ありえない。貴様らは百年前に死んだはずだ」

「死んだよ。だがオレは帰ってきた」

　自ら絶劒と名乗ったのは、これが初めてである。
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「それにその姿は……」

　木こっ端ぱ微み塵じんにしたはずのオレの肉体は再生していた。

　しかし元の人間の形に戻ったわけではない。

　脳も、目も、口も、腕も、足も、その神経までも〝劒つるぎ〟となって生まれ変わった。

　自分の両手に視線を落とすと、そこには漆黒の鋼鉄が纏まとわり付いている。

「──神話魔法」

　レンズは呟つぶやくように、これをそう呼んだ。

　オレはこの魔法の正体を知らない。

「ありえない、ただの人間が神の道に到達するなど……」

　彼は信じられないとわなわなと身体からだを震わす。

　そしてようやくオレ自身に気づいたように、目と目を合わせた。

「両目に、紅の色、十字の紋様──まさか、お前が、継承者だというのか」

　何を言っているのかは、分からない。

「神に選ばれた人間──熾天の王ロード・セラフ」

　分からなくてもいいのだ。

「行くぞ」

　途端、レンズの身体からだが浮いた。

「──!?」

　既にオレは彼の目前へと移動し、その腹部に拳という名の劒を突き刺したのだ。

　くの字に折れた男は、そのまま平行に宙を飛ひ翔しょうする。

　四散する鮮血の中、壁を突き破り、そのまま城の外にまで飛ばされた。

「錬成」

　まだ息の根を止めていない。

「錬成」

　目標を追って城の外へと駆ける。

「錬成」「錬成」「錬成」「錬成」「錬成」「錬成」「錬成」「錬成」「錬成」

　レンズが空中で体勢を立て直しつつ、魔法を乱射する。

　その全てがオレという劒に接触した途端にはじけ飛ぶ。

「僕の魔法が効かない……!?」

　足下から劒を錬成し、鉤かぎ爪づめのようにして壁を縦横無尽に駆ける。

　その衝撃波で学園を粉砕しながらも、最短でやつへと近づいていくのだ。

　敵影を射程に捉えた時には、手の中にひとりでに魔劒が錬成される。

「な、嘗なめるな──！」

　レンズが杖つえを外すと、中から仕込み刀が現れる。

　しかしこちらの一振りに、あっけなくその刃は折れ、そのまま身体に叩き込まれる。

「くッ！」

　隕いん石せきのようにレンズが学園の敷地へと急落下。

　自分も伴うように地面に両足をつくと、その反動で大地が割れる。

「伝説通り、というわけだ……！」

　魔法の衝突に浮き上がる地面、来る闇の煌きらめきは横一線で切断する。

「だがいくらその状態でも──！」

　弾幕の中で、レンズが死角から刺突を放つ。

　一般的には弱点とされる目を狙った攻撃、貫通して左側がブラックアウトする。

　加えて、左目に突き立てた刀身で脳をかき混ぜられるが。

「な──」

　問題はない。

「あ、頭に剣を刺したんだぞ？　どうして生きていられる？」

　正直、この魔法の能力はよく分かっていない。

　分かっているのは、ただ永久に戦えるということだけ。

　オレがその手を摑つかむと、彼はたまらず自らの腕を魔法で千切ってしまう。

　そうして必死に距離を取ろうとするが、

「概念切断」

　自身とレンズまでの〝距離〟そのものを割断。

　わずか数センチというところまで、やつをオレの前に強制移動させる。

「そ、そんな馬鹿げた魔法が」

　賢いやつではオレには追いつけない。

「な、ならば──！」

　逃げることは叶かなわない、それならとレンズは奥の手を絞り出す。

　筋肉の膨張により露出した胸元に、複雑な模様をした刻印が浮かび上がる。

「あのお方にもらった力を、まさかこんな所で使うことになるとはね……！」

　ヴァイスの時と同じだ。

　ただでさえ悪魔化により莫ばく大だいな魔力を有していたのに、彼は神話物語級にまで自身の力を引き上げる。

「神話魔法を使えるのは、君だけではないということだ！」

　新たなる魔力リソースを得て、レンズの装よそおいが一気に変化する。

　最終的に、その膨れ上がった肉体に、闇色の鋼が纏わり付いた。

　痛々しいまでに、闇。

「見せてやる、僕の最強の魔法を……！」

　闇の力が、世界を覆う。

　魔法は空間へと干渉し、世界の構造を根底から変えていく。

「──この街ごとやる気か」

　学園内に迷宮を作ったように、今度は街もろとも目前の敵を闇の中に引きずりこもうというのだ。彼自身が〝神話〟と呼ぶぐらいだ、そのぐらいのことはできるのだろう。

「ただ魔法をぶつけるだけでは君に通用しない」

　ならばと彼は叫ぶ。

「世界もろともだ！」

　神話魔法は新しきを創造する。そして古き世界は無慈悲なまでに淘とう汰たされる。

　レンズは自らのありったけを込めて、オレをこの街ごと次元の彼方かなたへ吹き飛ばそうとした。これには先の空間切断を使っても逃れることはできない。

　現実世界を転覆させるなど、まさに神の話に出てくるような所業である。

「ふふふふふふふふふふ──！」

　彼は勝利を確信していた。

「これでお前も終わりだ！　死ね！　死ね！　死ねッ！」

　その表情に余裕が戻っているのも頷うなずける。

　確かに、この世界侵食の魔法を破ることができるなど、誰も信じられないだろう。

　だが最初に言ったはずだ──オレのこの魔法は、世界と戦うために編み出したと。

「対魔法世界大罪魔劒錬成」

　神話がもたらすのは創世だけではない。

　同時に〝終しゅう焉えん〟という結末をもたらすのだ。

「鎮魂を越え、絶滅の歌を」

　もし終焉に形があるとすればこの劒つるぎ、この一振りこそがまさに終わり。

「『悲ひ恋れん』──抜刀」

　黒の中から黄金の刃、右手の中に一つの終焉が錬成される。

「強いヤツが正義だったか」

　それは彼自身が口にしたこと。

「ならやっぱり、お前が悪だ」

　振り下ろした瞬間、世界そのものが切断される。

　世界を蝕むしばむ魔法だけでなく、レンズを守っていた鋼の装甲まで斬り尽くす。

　刹那の刻とき、街は闇から解き放たれた。

　なにが最強、なにが創世、口にするだけなら簡単である。

　ようは、お前の急造の神話魔法などたかが知れているということ。

　派手な攻防などない、一方的に圧倒的に決着をつけてしまう。

「は──……？」

　レンズは状況を飲み込めず、絶句するしかない。

　なにせ絶対の自信を誇っていた、最後の魔法が一撃で消し飛んだのだ。

「それでお終しまいか？」

　ほとんど丸裸の状態になった彼に問う。

「おし、まい？」

「他にはないのか、と訊きいている」

「あ、え、それは」

「そうか、なら死ね」

　鎧よろいがなくなり、奥の手は破れ、レンズの顔が一気に焦あせりと恐怖に染まる。

「ま、待て！　待て待て！　待ってくれ！　待ってください！」

　劒柄つかを構えると、一転してレンズは崩れた顔で懇願をした。

　体よくコロコロと変わる表情である。

「め、メルセデスは解放する！　お前に返す！　だから殺さないでくれ！」

「どっちにしろ、お前を殺せば魔法も婚約も消え、彼女は無事に解放されるだろう」

「ッじゃ、じゃあ金をやる！　一生働いても稼げないぐらいの額を用意する！　な!?」

　こいつはどこまで往おう生じょう際ぎわが悪い。

「い、一億！　いや二億！　十！　二〇！　五〇……ひゃ、百億やろう！　百億だぞ！」

　いくら金を積んでも無駄なことだ。




「お前の借りは、金では返せない──！」




　悲恋、斬。

　刃が世界にほとばしり、レンズの肉体という肉体を切り刻む。

「あぁ、あぁ、あぁぁぁぁぁぁ──！」

　断末魔の叫びすら切り捨てる。

　疾走、執刀、一刀。

　最終的に上半身を少し残し、他の全てのパーツが解体される。

「痛い、痛い、痛い痛い、痛い……痛い……痛いよォ……」

　しかし悪魔を宿しているので、そう簡単には死ねない。

　オレはあえてギリギリで彼を生かす。

「化物……この化物がッ！　お前なんて人間じゃないッ！」

　汗と血とをダラダラと流し、震える唇から舌ぜっ鋒ぽうを飛ばす。

「づあッ!?」

　ただでは殺さない。

「か……あ……」

「都合の良いいことは言うな。お前だって悪魔になったんだろう？」

　さんざん甘い汁を吸ってきたはずだ。

「洗いざらい、吐いてもらうぞ」

　迷宮のこと、審判会のこと、ヴァイスのこと、あの方のこと、伝説とやらのこと。

「僕は、ただの一兵にすぎない、なにも知らないんだ……」

「泣いたって仕方ないだろう。喋しゃべれば楽に殺してやる」

「……じ、慈悲はないのかッ！」

「地獄に行ったら、閻えん魔まにでも慰めてもらうんだな」

　彼は涙を溢あふれさせる。

　もはや颯さっ爽そうとしていた教師の時の面影はない。

「さぁ、話せ」

　レンズの心は既に折れており、命じられるままに喋ろうとした──その時だった。

「え──？」

　彼が素っ頓狂な声を上げたのも仕方がない。

　なぜなら身体からだが勝手に燃え始めたのだ。

　オレはなにもしていない。

　レンズもまたなにもして──いや、これからしようとしたからか。

「そ、そんな……どうして……」

　炎は胸元の、あの方とやらから施された刻印から出ている。

「見捨て……られ……たのか……？」

　どうやら口封じの術が組み込まれていたようだ。

　しかし異変が生じたのはレンズだけではなかった。

「！　あの光は──！」

　メルセデスが囚とらわれている最上層に、何の前触れもなく輝きが満ちあふれる。

「まさか──」

　フードの男の姿が脳裏を過よぎった。百年前に吞のみ込まれた光と似ている。

　そして瞬間、オレの不安を示し合わせるように爆発が起きる。

　城の天守がメラメラと燃えている、まるで今こ宵よいのことを全て灰にするように。

「メルセデス……！」

　シリウスさんが欲しがるほどの才能を持つ存在、審判会の脅威になるのは確実である。

　そしてレンズが敗れた今、このままではオレが救出してしまう──だから消す、敵の手に渡る前に。

「そう簡単には終わらせないってか」

　最後は、火中の彼女と向き合わなければいけないらしい。

「た、助けて……くれ……」

　背後にて、炎に包まれたレンズの縋すがるような声がする。

　勢いを増す灼しゃく熱ねつ、四肢を失い、這はいつくばる彼はその痛みに耐えるしかない。

「頼む……同じ、人間だろう……？」

　いいや、自分で言ったはずだ。

　お前は悪魔、そしてオレは化物だと。

「綺き麗れい事ごとは、綺麗なところでしか通じない」

　オレたちは、黙して死ぬしかないのだ。

「地獄で会おう」

　そう遺のこして、彼女のいる場所へ歩き出す。

　いつしか強者だった者の声は消え、漆黒の灰が空に舞っていた。




　　　　※※※




　友達もいない。家族もいない。恋人もいない。

　仲間や相棒がいた時もあったけれど。

　最後には、いつも独りを選んできた。

　歩いて来た暗黒廻かい廊ろう、隠してきた感情感動。

　けれどいくつもの太陽を見つけた。

　ドロドロに溶かされて、そろそろ這い上がれと本能が諭す。

「メルセデス」

　燃え盛るステージの中央に、彼女はいた。

　その背後には悪魔がいて。

　まだ目で実体を捉えることはできないけれど、確かに暗い影が視みえる。

　おそらくレンズと同じように、その身に幻想を降ろされたのだ。

　どうせ消すなら、暴走させて、この学園ごと葬ほうむり去ろうというのだろう。

『────────』

　オレの呼びかけに、小さく口を動かす。

　なにを言っているかは聞き取れない。

　きっと人間の言葉ではないのだろう。

　火中に一歩を踏み出すと、拒絶するように足下の炎が踊った。

　レンズでは傷一つ付かなかった〝劒〟が融解する。

（まだ不完全な状態でこれか……）

　身に纏まとう鋼をすぐに錬成し直すが、また足下から溶けていく。

　炎の泥沼は、立ち入る者を容赦なく殺しにかかる。

「──随分と待たせた」

　街全体を照らすほどの、夜を逆転させるほどの、真っ赤な太陽に向かって踏み出す。

「試験の時を思い出すな」

　どんなに拒まれても、自分のやるべきことは変わらない。

「あの時も、こんな風に対たい峙じした」

　過熱ぼうそうするメルセデスに声は届かない。

　代わりに爆風と爆熱が、嵐のような勢いで放たれる。

「あの時も、お前を怒らせた」

　オレの魔法も、限界が近い。

　全身に纏っていた黒い鋼は、熱に溶かされ、地面へと流れていく。

　オレはそれを錬成で再構成する。

　すると腹の底から熱い液体が上ってきた。

　吐き出すとそれは血で、炎の中ではすぐに蒸発してしまった。

　自己の命を材料にするからには、やはりそう長くは持たないということだ。

『──、──、────』

　大丈夫だ。

　お前が伝えたいことはわかる。

「だからこそ、退ひくことはできない」

　炎の槍やりが降り注ぐ。

　オレはそれを正面から浴びる。

「まだだ」

　どれだけ燃やされても、この歩みは止まらない。

「まだだ」

　劒つるぎも、肉も、骨も、全部を燃やされたとしても、決して止まれない。

「まだだ──！」

　一歩一歩、メルセデスのいる場所へ近づいていく。

　今度は剣の形をした炎が発射された。

　ついに劒の錬成が間に合わず、右腕をもっていかれる。

「メルセデス……！」

　それでも、もう一方の腕だけはなんとか死守して、歩を進める。

　反撃はしない、甘んじて受ける。

　なぜなら、オレは彼女を助けるために来たのだから。

　だからいくらでも傷つけられるし、いくらでも殺されることができる。

「──やっと、追いついた」

　もう半歩で手が届くというところまで来て。

　メルセデスは炎に包まれた腕を、目前に至るオレへと伸ばす。

　その掌てのひらにエネルギーが急速に集まっていくのが分かる。

　そしてほぼ同時、ついに錬成魔法が限界を迎えた。

　身体を覆っていた鋼は砂のように崩れ、風に乗って消えていく。

　もはや錬成魔法は使えない。

「終わりにしよう」

　まだ彼女に人間の心が、少しでもある内に。

　オレは、残った腕をゆっくりと上げた。

　これが今できる、本当に最後の魔法──

「ようやく、できたよ」

　構えた指先に、灯あかりが宿る。

　とても小さな、風が吹けばすぐに消えてしまうような、それほどまでに弱い炎。

　それでも、オレが生まれて初めて。

　彼女に出で逢あったことで、できるようになった第二の魔法。

「──綺麗な炎」

　メルセデスは微ほほ笑えんだ。
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終章〈まだ、始まってすら〉






　白き炎で燃ゆる城を背景に、ひとり学園を後にする。

　全ての仕事が終わった。

　たくさんのモノを壊し、たくさんのモノを傷つけたけれど。

　ちゃんと──終わらせることができた。

「どうしようか……」

　メルセデスとの、最後のやり取りを思い出す。

　もはや振り返ることはできない。

「少しは、かっこつけないと」

　とにかく、一度帝都に帰らなければ。

　やったことの代償を払わなくてはいけない。

　まずはシリウスさんに会うべきだろう。

「ひとりで、勝てるかな……」

　溜ため息いきが出る。

　あの暗黒の瞳に見つめられ、上手うまく弁明できる自信はない。

　借金のことも考えると、快晴に暗雲が立ちこめるような気分になる。

「──いつまで待たせるのですか」

　肩を落としたところに、どこからか無機質な声がした。

　自分の思っていた以上に、身体からだにダメージが深いのか、彼女の幻聴まで聞こえてくる。

「無視しないでください。根性だけでなく耳まで腐っているのですか」

　いや、幻聴ではない。

　この声は──

「れ、レーヴェ!?」

　声の行方には、メイド服を着た少女がいた。

「まさか化けて出て……」

「勝手に殺さないでください」

　傷だらけの身体に、レーヴェのパンチが飛ぶ。

　痛かった。

　これは現実だ。

　レーヴェ・リムファイアは確かにそこにいる。

「な、なんで、オレは確かに命令して……」

「あなたは〝ここから〟去れとしか命令しませんでした」

「いやだから……」

「こことはどこですか？　学園ですか？　それともこの都市？　あるいは王国という土地から？　その言葉だけならいくらでも解釈できます」

　詰めが甘いと叱しっ咤たされる。

「あの時、私はこの学園から去りました。それで命令は履行したことになります」

　だとしても、なぜこんな学園の傍そばに佇たたずんでいる？

「私があなたを置いていくはずがないでしょう」

　よく見ると、レーヴェは大量の荷物を携えていた。

　一人分にしてはあまりに大荷物で──

「あの後、すぐにボロ宿に荷物を取りに行きました」

「な……」

「一流の帝国軍人が、滞在の痕跡を残して行けるわけがありません」

　そう言ってオレの分の荷物を突き出す。

「しかし、あなたの意図からすれば、余計なことをしたのかもしれません」

　オレが軍服を着たのは、ただの決意の表れではない。

　メルセデスだけが知ってしまったオレたちの存在などを、人々に宣伝する意味もあった。

　そうすれば秘密は秘密でなくなり、彼女がシリウスさんに消される可能性も減る。

　レーヴェはその策略を見破っていた。

「ところで、あの白い炎はなんですか？」

「メルセデスのだよ」

「固有魔法オリジナルに、至ったのですね」

　感慨深そうにレーヴェは言った。

「明日にでも、新聞の一面を飾るだろうさ」

　悪魔すらも祓はらう、可能性の炎。

　その魔法の詳しい能力も、そしてレンズや審判会エンドのことなども、ついに公になる。

「二人でなにか悪巧みをしてきたようですね」

　しかしレーヴェは深くは訊きかず、荷物を抱えて歩き始める。

「さぁ、逃げますよ」

　騒ぎを耳にした人々も目覚め、憲兵も学園周辺に集まりつつある。

　オレは気後れしながらも、なんとかレーヴェに並んだ。

「約束を破ったこと、許したわけではありませんから」

　命令をしないと言ったのに命令をした。

「もし次に私のために死のうとしたら──殺します」

　彼女は出逢った時と同じように、けれど瞳の奥に炎を宿してそう言った。

「簡単な約束でしょう？」

「難しい」

「そこは空気を読んで、素直に頷うなずいてください」

　無茶を言うな。

「もう、返せないぞ」

「承知しています」

　そうか、なら──簡単だ。

「シエル」

「ん？」

「初めての学生生活、いかがでしたか？」

「……大変だったよ。分からないことだらけで、できないことだらけで、つらいことも最悪なことも色々あった」

　だけどまぁ──




「最高だったよ」










　　あとがき




　今作は、戦争の時代に生きた少年が、新しい時代で「生きる」お話でした。

　括弧で強調した通り、「生きる」というのは難しいことだと考えています。

　肉体的に健康──生命活動が成立している──ならば、それは生きていると言えるのか。

　魂や精神を犠牲にして、安全で綺き麗れいなものばかりを選ぶ自分の性さがに、葛藤があります。

　真まっ直すぐに「死」へと向かいたいのに、いつも迂う回かいしてしまう。

　もっと学び、もっと考えなければいけないと自戒します。

　最後にお礼を添えさせて頂きます。

　第三二回ファンタジア大賞の選考委員の方々、一から付き合ってくれた担当編集のＭ氏、イラストを担当してくれたろるあ先生、相談に乗ってくれた友人や、新たな視点を見せてくれた大学のＩ先生、その他にも多くの関係者──

　一人ではここまで来れませんでした。

　皆様に、心から感謝申し上げます。

　　　　　二○二○年一一月吉日
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